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プロローグ 淡雪は儚く消えて








　桜の蕾が実り始めた、三月中旬──。

　東京の片隅にある古びた喫茶店『シャンテリー』の前で、涼やかな面立ちの女子大生──相あい原はら遥はる乃のが落ち着かない様子で立っていた。

　やがて強い風が吹き遥乃のウェーブがかったボブを揺らすと、彼女は頬を掠めるライトブラウンの髪を耳にかけながら桜の木を眺めた。

　桜の開花予想日はあさってだが、ここ数日『穏やかな春日和』という予報に反して、芳しくない天気が続いている。

　今日もこんなに風が吹いていれば、花開く前に膨らみかけた蕾がすべて散ってしまいそうだ。

「お願い、散らないで。どうしても今日、桜が咲いてほしいの」

　遥乃は桜の木に手を合わせ、必死に祈る。

「わたしの運や幸せを使い切っていい。だからどうか……桜を咲かせてください」

　そんな時だ……背後から声がしたのは。

「ハルノ先生！」

　顔を上げて振り向くと、そこには息を切らした学生服姿の少年がいた。

　黒髪を無造作に散らせた少年は、ハーフのように彫り深く端正な顔立ちをしている。

　手にしているのは『卒業証書』と書かれた、高校の証書ホルダーだ。

「由ゆ貴きくん……卒業おめでとう。それで……」

　ドキドキしながら遥乃が尋ねると、二歳年下の少年──高たか村むら由貴は、笑う。

　くしゃりとどこかあどけない笑顔を向け、ピースサインをして見せた。

「合格したよ、先生。絶望的な成績だった俺が、最難関の帝都大へ。担任が泣いて喜んで離してくれないから、ここに来るのが遅くなった」

　遥乃の目から、歓喜の涙が溢れ出る。

「おめでとう……。よく頑張ったね、本当におめでとう！」

　サクラサク──遥乃の願い通り、今日、見事に桜は咲いたのだ。

「先生のおかげだ。先生が俺に理解できるまで辛抱強く、そしてわかりやすく勉強を教えてくれて、メンタル面も引っ張り上げてくれたからだ」

　そして少年は背筋を伸ばして直立すると、深々と頭を下げた。

「先生、一年間……ありがとうございました！」

　知人経由で引き受けた、家庭教師のアルバイトだった。

　由貴は事故で寝たきりになった兄の夢を叶えるため、どうしても難関国立である帝都大学に進学しなければいけなくなった。しかし複雑な家庭環境で育ったらしい彼はバイトを複数掛け持ちしながら高校生活を送っており、ろくに勉強をする時間がなかった。

　そんな由貴が独学で受験を突破するには、帝都大学は高すぎる壁だ。

　悩める彼に協力を申し出たのが、彼のバイト先のひとつである喫茶店『シャンテリー』のマスターである。そこから知人を介して、遥乃に話が回ってきたのだ。

　小学生の時から帝都大の合格のために心血を注いできた遥乃なら、誰より受験対策を知っているはずだからと。

　遥乃にとっては、このバイトを引き受けることは賭けだった。うまくいけば帝都大に関わる自分の心の傷は薄れるだろうが、うまくいかなければ傷を抉られるだけ。

　それでも現状を変えたいという強い思いが由貴と重なり、ボランティアとして家庭教師を引き受けたのだ。

　勉強場所は、シャンテリーの奥にある個室。

　かつての自分自身の失敗を思い出しながら由貴が受験に失敗しないようにと、彼の精神の鍛錬も兼ねてスパルタ指導をした。

　由貴は必死に食らいつき学力を伸ばしたが、一度不安を語ったことがある。

　──先生……俺、帝都大に行ったところでその先の未来ビジョンが見えないんだ。

　由貴は詳しい家庭環境を語らないが、遥乃は彼の迷いが痛いくらいにわかった。

　由貴が帝都大を志望するのは兄のためで、彼自身が望んだ進学ではない。

　遥乃もまた、両親と兄が帝都大出身のエリートで遥乃も帝都大に進むのが当然という環境で育ったから、それ以外の選択肢は考えてもいなかった。

　帝都大で学びたいものがあったわけでもない。

　夢を叶えるために、必要な大学だったわけでもない。

　自分の意思とは関係なく誰かが用意したレールから、絶対に踏み外すまいと、相当な熱量を持って受験に挑んだ結果、遥乃は今燃え尽き症候群に陥っていた。

　人生を賭けた大きな目標を失いこの先どうすればいいのか、自分がどこへ向かえばいいのかわからず惑い続けている。

　由貴は遥乃よりも早くそんな状態になることを予期して、不安になっているのだろうがそうした感情は受験期に禁物だ。集中力とやる気を損なうからだ。

　遥乃は、自分に言い聞かせているような言葉で答えた。

　──皆、迷いながら生きているよ。未来が見えないのなら見たい未来を作るために今を頑張ろう。受験を通過点ではなく分岐点で考えて。大学は人生のゴールじゃない。出発点よ。子供の自分とは決別して、ひとりの男として生きていくための。

　賢い由貴は、愚かな自分とは違う。

　自分の意思で受験をして、この先を後悔なく生きてもらいたい。

　──受験に合格したら、今まで我慢していたことや子供だからと諦めていたこと……思いきりやってみるのもいいよ。本当の自分を開放するためにね。でも犯罪はだめよ？

　由貴はなにか言いたげに瞳を揺らすと、真剣な顔で言った。

　──だったら、先生。帝都大に合格できたら……俺の望みを叶えてくれますか。

　──わたしが、由貴くんにできることがあるのなら。

　──あります。ハルノ先生と一緒でなければできないことが。

　由貴は西洋史が得意で、それは模試や勉強の成果として顕著に出ていた。

　遥乃も西洋史が好きで、特にルネッサンス期の西洋絵画を美術館で鑑賞することが数少ない趣味だった。絵画からわかる西洋史の裏話に由貴は興味津々でいつも盛り上がり、「もしふたりで美術館へ行ったら、興奮して騒いでしまうね」と笑い合ったことがあった。

　受験に合格して彼がこの言葉を覚えていれば、初めての教え子との最後の思い出を作りに美術館に行くのもいいと思った。

　そうしたらきっと、由貴に抱いている恋心も綺麗なままで昇華できると。

　……そう。遥乃は由貴に恋をしてしまっていた。

　いつから家庭教師という立場を忘れ、本やノートの上で触れ合った指先にドキドキするようになっただろう。

　由貴は人目を引く派手な顔立ちをしているのに、見た目とは裏腹に真面目で素直でひたむきだった。日を追うごとに彼の良い面をたくさん見てときめき、遥乃が由貴を恋の対象として見ていると自覚するのは早かった。

　遥乃は過去に一度、恋に対する好奇心から、告白されて付き合ってみた同級生がいた。甘酸っぱい気持ちが芽生えないまま性知識の学習としてセックスに応じたが、痛かっただけでいい思い出はない。その後、勉強を優先させたら彼氏とは疎遠になって自然消滅した。

　元カレにはこんなものかとあっさり別れられるくらい、特別な想いを抱くことはなかったというのに。

　恋を自覚してからは由貴を意識していることがばれないように苦心した。手が触れて顔が赤くなって動揺した由貴をクールな大人の女ぶってからかったり、集中しろと怒って誤魔化したりしてなんでもないふりをし続けた。

　自分の気持ちに歯止めをかけるため彼に対して教師と教え子の立場を強調して、高校生だと子供扱いしても、受験期なのだから集中しろと話をそらしてみても。どこかで一線を引いたこの関係を崩したいというやましい感情を抱いていた。

　遥乃が素直になれない理由は多々あったが、遥乃が彼に抱えている〝罪悪感〟に比べればさしたるものではない。そしてそれは由貴が受験に合格し、高校を卒業したからといって解消できるものでもなかった。

　隠してきたものを知られればきっと、由貴に軽蔑されることはわかりきっていたから。

　だから綺麗な関係のままで別れたいと願うようになった。

　そして現在──由貴が合格したことは素直に嬉しいが、同時にこれから由貴と別れることに対して切なさと寂しさもある。

　遥乃はすべての感情を隠して、教え子として礼儀正しく挨拶をした由貴に言った。

「すべては由貴くんの努力の賜物よ。バイトと勉強と、よく両立しながら頑張ったわね。合格おめでとう。本当に嬉しいわ……！」

　遥乃は涙で濡れた目を向けて、顔を上げた由貴に微笑んだ。

「これをもってわたしの役目はおしまい。実に晴れ晴れとしたいい気分で、お別れができそうよ」

　なんて、思ってもない言葉を投げかけると、由貴の切れ長の目を縁取る長い睫毛が震え濃褐色の瞳が熱を帯びる。

「先生……」

　掠れた声が切なそうに絞り出されたのと同時に、遥乃は由貴に抱きしめられた。

「合格したら、付き合ってほしかったところがあるんだ」

　それを聞いた瞬間、遥乃の胸に占めた感情はこの抱擁に対する混乱や、合格に昂る由貴の気持ちを受け止めようという母性本能はなくなっていた。

　『ここで解散にならなくてよかった』『もう少しだけ由貴と一緒にいられる』……といった、好きな人との別れを先送りできたことに対する安堵だった。




　そして由貴に連れてこられた場所は、美術館──のような外観を持ったマンションだ。

「春から、ここで初めてひとり暮らしをする。俺がどんなところに住んでいるのかあなたに見てもらいたくて。まだ荷ほどきが終わってないけど……」

　家に連れ込んだのが他の男なら警戒してしまうが、彼の照れたような笑顔を見ているとそんな気にもならない。むしろ初めてのひとり暮らしを誰かに自慢したい彼の気持ちもわかるし、それを一番に見せたいと思ってくれたことに嬉しく思う。

（ただ……彼にとってわたしは身内のような感覚だから、気軽に見せてくれたんでしょうね。心を許してもらえて嬉しい反面、悲しくもあるけど）

　それは１ＬＤＫとはいえ、ひとり暮らしするには広すぎる部屋だ。

　遥乃が住むワンルームの部屋とは規模が違う。

「すごい……。都内でこれだけの物件……かなり高いんじゃ……」

　家具もシンプルだが品があり、安物には思えない。

「……ここは、兄さんが住む予定だった場所なんだ。それを父さんが俺にくれた。帝都大に合格したら自由に使っていいと。合格祝いみたいなものだ」

　由貴は伏し目がちにそう言った。

　父親のことは、あまり快く思っていないのかもしれない。

（そりゃあそうよね。お兄さんのために用意した部屋なんだもの）

　兄に対する期待が大きいのに反して、弟のために部屋を用意しない彼の父親は遥乃の厳格な父の人格と似ているような気がする。

「不合格だったら俺はここの家賃を父さんに支払わないといけなかった。でも俺は必ず合格すると信じていたから、先に引っ越してきた」

　すごい度胸だと思わず笑ってしまう一方で、彼がこの家に住もうとした理由が気になった。ここは父と兄の影が強すぎやしないか。

（このままだと、お兄さんの身代わりになってしまわないかしら……）

　彼のための人生ではなく、彼の兄のための人生を。

　それが引っかかる遥乃に、由貴は笑って言った。

「ここに住んでいるレベルの男なら、あなたに……釣り合うでしょう？」

「え？」

　そして由貴は緊張した面持ちで言った。

「俺が……帝都大の受験を頑張ったのは。どうしても合格したいと頑張れたのは……」

　由貴は遥乃の手を握った。

「──春から、あなたと一緒に、帝都大に通いたかったから」

　その手は冷たくかすかに震えていた。

「あなたはいつも俺に対してどこか線を引いていた。……教え子でもあり高校生。そして受験生だから。……だけど受験に合格して高校を卒業したら、あなたもまた俺の家庭教師から卒業する。……高校生の教え子ではなく……同じ大学の学生だったら……年下でも〝あり〟でしょう？」

　縋るような、必死な目だった。

「ハルノ先生。俺は……あなたが好きです」

　遥乃の心拍数が上がる。

「先生として先輩として尊敬していたけど、それ以上に……あなたのことを、ひとりの女性として意識していました」

　由貴の双眸が切なく揺れ、伝えてくる熱に身体が熱くなる。

「──俺の恋人になってください」

　緊張に掠れきった声に、遥乃の胸が締めつけられる。

（あぁ……）

　歓喜に目頭が熱くなってくる。

　自分も好きだと、思わず口を開きかけたその時──。

「俺、あなたの恋人として……春から同じ帝都大に通いたい。隣に歩いて幸せな思い出を築きたい。あなたを俺の彼女だと皆に宣言したい」

　どくんと、心臓が嫌な音をたてる。

（そうだ。わたしが……彼に告げてきたことは……）

「あなたは言っていた」

　──そうね、わたしをあなたの恋人にするのなら帝都大を出て一流企業に勤めて、皆が羨むようなハイスペックな男性になることね。

　彼に告げたことは、すべて偽り──。

　本名を名乗らず素とは真逆な女と偽ることで、自分の心の傷の回復を図ったのだ。

「俺……あなたが周りに自慢できるような、ハイスペックな男になれるように頑張ります。だから……」

「由貴くんは……わたしのどこを好きになったの？」

　泣き出しそうになりながら遥乃は尋ねた。

「……正直なところと誠実なところ。俺の周りには、見栄を張ったり、嘘ばかりつく人が多かった。だけどあなたは……違った。俺のために厳しくもしてくれた」

　頭がぐらぐらする。

（……違う。……わたしもまた由貴くんが嫌うタイプの女なの。見栄と嘘ばかりついて……）

　本当のことは言えない。

　純真な心で愛してくれた彼を、これ以上裏切ることはできない。

「……ごめんなさい」

　断るしかできない。

　どんなに彼のことが好きでも、本当のことを言えば幻滅される。

　友にも家族にも手のひらを返された……あの時の思いをぶり返したくないのだ。

　いい思い出のまま別れよう。当初の予定通り。

「わたしは、あなたの心に応えることはできないわ」

　勉強を教えている時のように手厳しく線を引こう。

　そうすれば聞き分けのいい彼はきっと──。

「あなたが卒業したとしても、わたしにとってあなたは……」

〝生徒だ〟と、続きを言えなかったのは、由貴が痛いくらいに強く遥乃を抱きしめてきたからだ。

「離し」

「嫌だ！」

「由貴くん！」

「あなたが言ったんだ。受験に合格したら諦めるなと。我慢していたことをやってみたらと。俺はその言葉通りずっと待っていた！」

　由貴が抵抗をするのは予想外だった。その要因は偽りだらけの遥乃が発した言葉によるものだ。

　唯一正直に口にした、真実の言葉を根拠に彼は諦めなかった。

「あなたが俺の好意を先生だからという理由で断るのなら。……生徒とした約束はせめて果たしてよ」

「約束？」

「合格したら、俺の望みを叶えてくれると言ったこと」

「……っ」

「合格祝いに……ご褒美をくれてもいいじゃないか。先生を……ください」

　縋るような声音に、胸が締めつけられる。

「他にはなにもいらないから、俺に先生をくれよ！」

　遥乃は瞑った目に力を込める。

「……一度だけ、なら」

「え？」

「今夜だけ、由貴くんの恋人になる。それが……ご褒美。それが嫌ならわたしは帰る。ここで由貴くんとは永遠にさようなら」

「先生……」

　一度きりの身体だけの関係になるか、ならないか。

　由貴が遥乃の心をも求めてくれるのなら、割り切った関係を望むはずがない。

　身体を望めば下心があっての上辺だけの言葉だと認めてしまうことになる。

　だから彼は諦めるだろう……そう思っていたのに。

「──わかった。だったらそのご褒美、貰う」

　由貴は悔しそうな顔でそう言った。

「……は？」

　まさか承諾するとは思わず、遥乃は裏返った声を出してしまう。

「なにをそんなに驚くんだよ。言い出したのは先生じゃないか」

「……っ」

「予定とはかなり違うけど……それが、経験豊富な先生の妥協点なら仕方がない」

「わたし、別に経験豊富じゃ……」

「隠さなくてもいいよ今更。俺はそれでもいい。あなたが俺を男として意識してくれるのならたとえ一夜だろうと……なにもしないで引き下がるよりはマシだ」

　牽制したはずなのに、それが逆効果となって遥乃は追い詰められている。

　由貴から距離をとろうとしたが、すぐに距離を詰められた。

「先生……」

　由貴が手を差し出す。

「俺のこと……恋人にして」

　切なそうに瞳を揺らしながら。

「一夜から、恋が生まれるかもしれない。俺は……それに賭ける」

（わたしは……）

「先生、今夜あなたは……俺の恋人だ。俺を愛して、俺に愛されてくれ」

　離さないというようにきつく抱きしめられながら、遥乃は……最初で最後の一度だけ偽りない自分のままで彼を愛し、愛されてみたいと思った。

（これは……彼と約束した、ご褒美。わたしから言い出した……ものだから）

　……それを免罪符にして。




　カーテンがない窓の向こうは、いつの間にか夜の帳とばりが下りていた。

　蒼白い三日月の淡い光が、ベッドの上で絡み合う全裸のふたりを照らし出している。

「ひゃ……ぁっ、由貴く……そこだめ、だめっ」

　大きく広げられた遥乃の両足が戦慄き、シーツをなぞる足先にきゅっと力が入った。

　足の間には、月光に逞しい背を照らされた由貴が顔を埋めている。

　今まで彼の剛直に掻き乱されてとろとろに溶かされたそこに、清拭とも前戯とも判断つかない由貴の口淫を受け、絶え間ない快感を与えられ続けた。

　由貴は花園から溢れ出る蜜をちゅるちゅると音をたてて啜り、時折舌を忙しく動かしては新たに湧き出た蜜を堪能する。

「……蜜、すごい。ん、んん……これは全部……俺のもの」

　喜びの声を漏らしながら男らしい喉仏を上下に動かして蜜を飲み下す様は、子供のように無邪気で成熟した大人のように妖艶で淫靡だ。

「由貴くん、わたし、わたし……あああっ」

「ああ、蜜を吸われただけで、またイッちゃったの？　ハルノ先生……段々とエッチになってくるね。ほら、ここ……もっとしてほしいってひくひくして可愛い。いいよ、もっとエッチな蜜を吸いとってたくさん愛してあげる」

　甘い余韻がまだ引かないのに由貴の舌は技巧的に動いて、また遥乃を追い詰める。

「はっああっ由貴くん……だめ、気持ちよすぎて……」

　由貴から逃れようとした両手は、いつの間にか彼と指を絡ませて握り合い互いの指を弄まさぐり合っている。その様は愛を確かめ合っている恋人のようだ。

　──先生、俺初めてなんだ。だから教えて、先生が気持ちいいところ。

　ぎこちないのは最初だけ。

　真面目で上達が早い生徒は遥乃の反応を見ながら性技を体得していくと、遥乃自身も知らなかった快感を引き出した。

　卑猥な言葉で遥乃の理性を崩しながら、蠱惑的な男の艶を強めている。

　──ごめんね先生。初めてだから必死なのは許して。俺より経験があるあなたが、どこをどうすれば悦ぶのか、早く知りたくてたまらない。その一方でどんな男に身体を許したのかと考えると、心が嫉妬に焦げつきそうになる。

　子供と大人の狭間を揺れ動くような不安定な危うげさと、遥乃のすべてを愛で支配したがる由貴の独占欲にぞくぞくする。

「好きだよ、ハルノ先生。本当に……好き」

　淫猥な音を響かせながら、吐き出される声の切ない響きに胸が締めつけられる。

「ずっと……こうしたかった。あなたを……ひとりの女として、愛したかった」

　頭を振りながら技巧的な舌使いと激しい吸引をされ、遥乃は嬌声を上げて仰け反りながら一気に意識が弾けた。

　その一部始終を愛おしげに眺めていた由貴は、息を整える遥乃を抱きしめるとその頭を両手に抱いてすりすりと頬ずりをする。

　そして半開きになった遥乃の唇を奪うと、ねっとりと縺れるようにして舌を搦めながら足を絡ませて、遥乃の手を屹立した彼の剛直に導いた。

　熱くて硬くて太いそれは、まるで生き物のようにびくびくしていた。

　遥乃の耳元に、吐息たっぷりの熱っぽい声が囁かれる。

「ハルノ先生……また、しよう？　先生の中に挿はいりたくてこんなに滾たぎってきちゃった」

「……っ、もう……しすぎよ……」

　封を切られた避妊具の包みは何個目になったのか、もうわからない。

　窘たしなめる声は弱々しく、ねだっているかのようだ。

　遥乃の下腹部の奥は彼の言葉に悦んできゅんきゅんと疼き、熱く濡れていた。

「足りないよ。この程度で俺の〝好き〟がすべて伝えられるわけがない」

　由貴は手を伸ばして真新しい避妊具を手にすると、遥乃の目を見つめながら包みを口に咥えて封を切った。

　ぎらつくようなオスの目をしながら艶然と微笑んでみせ、手際よくそれを装着する。

　そして──。

「若さだけが取り柄なら今はそれでもいい。何度でもあなたをイカせてあげる。俺は発展途上だから、あなた好みの男に育ててよ。この先も時間をかけて」

　これで終わらないでくれと、懇願するその眼差しに胸が痛い。

　欲情と背徳感。そして込み上げてくる愛情──。

　剛直は濡れしきった花園を何度か往復した後、蜜口に押し込まれた。

　質量ある熱杭がぎちぎちと狭道を押し開いて入ってくる。

「は……ぅん」

　何度も繋げたのに、いまだ挿入は慣れない。

　萎えることのない凶悪なまでの猛々しいそれは、身も心も遥乃を満たす。

　深層を蹂じゅう躙りんされる戦慄と喜悦が入り混じり、全身が総毛立ってしまう。

　涙で滲む視界の中で、由貴が苦悶の表情を見せて耽美なため息をついた。

「気持ち、いい……。あなたの中……すごく悦んでる……」

　嬉しそうに微笑みながら、恍惚とした表情を向けてくる。

「ああ、とろとろに蕩けた先生の中に……俺がいる。幸せ……」

　その眼差しに熱を滾らせ、そして愛おしむのだった。

「先生、好きだ。本当に好きなんだ」

　由貴は片手を伸ばして、遥乃の頬を優しく撫でた。

「ねぇ……身体のように、心も俺を受け入れてよ。心も……先生とぐちゃぐちゃになるまで溶け合ってひとつになりたい」

　愛を一途に伝えるまっすぐな瞳。

　彼が愛おしくてたまらず、身も心もきゅんきゅんする。

　だが彼の言葉に応答しない遥乃に由貴の顔が曇る。

　それを見た遥乃の胸も張り裂けそうになる。

「先生……俺を感じて」

　両手を握り合い、ゆっくりと抽送が始まる。

　ともに甘美な吐息を漏らしながら、ふたりの動きはゆっくりとひとつに揺れた。

　熱を帯びた視線が、遥乃に絡みつく。

　由貴は快感を隠そうともせず、扇情的な表情を見せ薄く唇を開く。

　そしてやるせなさそうに目を細めて、遥乃の唇を奪った。

　互いの舌を吸い合い絡ませるうちに、由貴は激しく腰を打ちつけた。

　遥乃の官能が目覚め、あまりの快感に肌が粟立ち身体が震える。

　キスの合間に快楽に弾む声が漏れて、握り合った手に力を込めていく。

「先生……奥がうねって……すごい。ああ……たまらない」

　奥を抉るように深く突かれる。

　いつしか握り合った手はほどけ、遥乃の両手は由貴の背に回って爪をたてた。

　由貴が刻む快楽に脳まで蕩けそうになる。

　幸せに酔いしれながら、なにも考えずに彼の愛に浸りたいと遥乃は喘いだ。

「気持ち、いい。由貴くんが……ああっへんになる。おかしくなる……！」

「いいよおかしくなって、俺だけしか考えられないようになって。ねぇ、俺を愛して。これで終わりにしないで俺とずっと一緒にいて」

　身体も心もこんなに由貴が好きなのに、終焉が近いことを由貴も遥乃も感じている。

「先生、先生……！」

　背徳感に満ちたその単語。

　自分は……先生の資格すらないのに。

「由貴くん……先生はやめて。もう先生じゃない」

「だったら……あ」

　遥乃は紡がれる言葉を、キスで塞ぐ。

「ハルノ……って呼んで。そっちがいい……由貴……」

　嬉しそうに目を細めた由貴は、遥乃の耳元で何度も囁く。

「ハルノさん……ハルノ……好きだ。あなたが好き」

「……っ」

　由貴は腰を大きく回しながら、遥乃の最奥を目指して内壁を強く擦り上げてくる。

　快感の大きなうねりが次第に強まり、渦を巻く。

　彼の汗、彼の熱……由貴のすべてが愛おしくてたまらない。

「ハルノさん……言って。ねぇ、今は嘘でもいいから。俺のことが好きだと」

　快楽の渦が烈しさを増して、遥乃の思考のすべてを奪い取る。

「俺はあなたに……愛されたい！」

　切羽詰まったものが遥乃の中に込み上げ、内部で膨張していた。

　愛という名の暴虐的な渦に呑み込まれ、弾けそうになる不安に戦きながら遥乃は叫んだ。嘘偽りない言葉を。

「由貴……由貴っ、好き……好き……！」

　その瞬間、由貴の目がやるせなく細められた。

「ああ、ハルノ……俺も……好きだ！」

　遥乃の蜜壷にある剛直がさらに男を主張し、獰猛な動きを見せた。

「ハルノ……ずっと一緒に。一緒に……！」

「うん、由貴……一緒に一緒にイキたい」

　由貴は本能の赴くまま獣の如き荒々しい息を吐き、遥乃とともに上り詰めていく。

　遥乃は激しく髪を振り乱しながら、女である悦びを刻まれた。

「ああ、また……！　イく……由貴、イッちゃう……！」

「俺も……俺もだから。ハルノ……ふたりでイこう！」

　白む景色の中で、果ての到来を告げる光が点滅する。

　不可抗力で浮き上がる遥乃の身体を由貴はぎゅっと抱きしめながら、遥乃にとどめをさした。

　その瞬間、遥乃は悲鳴のような嬌声を上げて達した。由貴はわずかに震えながら、遥乃の尻を鷲掴むと彼女のより深層へと薄い膜越しに熱い飛沫を吐いた。

　そして遥乃とキスを交わすと互いの首筋に顔を埋めて息を整え、再び唇を重ねた。

　ふたりは視線が合うと互いに微笑み、そしてまた睦み合う。

　──愛する相手とのセックスは、尽きぬ多幸感と切なさに満ちたものだった。




　翌朝、遥乃は静かに由貴の家から出た。

　満足したような美しい由貴の寝顔を見ると、悲しげに微笑んで。

「ごめん。ごめんね……」

　外は冬のように寒かった。

　熱い涙をこぼす遥乃の頬に、冷たいなにかが触れた。

　ふわり、ふわりと舞い散るそれ。

　桜の花びらのように舞う、季節外れの雪だった。

　形も積もった痕跡も残さない、儚く消えるだけの……夢幻のような淡雪。

「見送ってくれるの？　雪……ううん、由貴が」

　黙っていなくなったのが彼への告白の最終返答で、一夜限定の関係を変えることはできなかったのだと聡い由貴ならわかるはずだ。

　恋人のように抱き合ったのは、彼が望んだ……合格と卒業祝いだったからだと。

　……それでも由貴なら連絡手段がすべてなくなっても、帝都大で在籍する遥乃を調べるだろう。

　だが、かつて彼に勉強を教えた〝春はる野の亜あ依い〟と言う名の女子大生は実在しない。

　偽の住所と偽名で彼を欺いていた女は、三流大学に通う〝相原遥乃〟だったことに、由貴は気づくはずなどないのだ。真実に至る情報は、なにひとつないのだから。

　本当の自分は、クールな女子大生ではなければ、男性経験が豊富なハイスペック男を狙う肉食女でもない。

　人生のほとんどを勉学に注ぎ込んで受験に失敗した、野暮ったいガリ勉女だ。

　彼が好きと言ってくれた正直さも誠実さもない、嘘つきで見栄張りな女なのだ。

　由貴の愛した女は幻。

　やがて彼の心からも、泡うた沫かたに消える。

　手のひらに落ちては溶ける、このひとひらの雪のように。

　悲しいなどと思うな、と自分に言い聞かせる。

　彼を騙して、我が身の回復だけを望んだ罰だ。

　彼はこの先きっと、真実の愛に巡り会うだろう。

　純粋な彼に相応しい──自分ではない誰かと。

「幸せになって」

　彼への想いを抱いたまま、消えてなくなりたい。

　それが叶わぬなら、凍てついた刃と化した雪に全身を切り刻まれたい。

　彼の幸せを願っているはずなのに、彼の隣を独占できる女性への嫉妬でこれ以上……醜く穢れてしまう前に。

　だけど──。

「好きだったよ……。抱かれていた瞬間だけは、本当のわたしだったの」




　桜が咲く寒い日、純白の春の雪は──彼の熱を恋しがる彼女に寄り添うように優しく触れるのだった。







第一章 会いたくて会いたくなかった人








　外資系のホテルが建ち並ぶ、横浜ベイエリア。

　観光スポットから少し外れたところに、『ＩＲソリューション』の本社ビルはある。

　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　　情報　　とＲｅｓｅａｒｃｈ　　調査　　とＳｏｌｕｔｉｏｎ　　解決　　を打ち出したここは、創立二十周年を迎え八名の正社員と契約社員を雇用する中堅の調査会社だ。

　桜の開花日を迎えたその日、マーケティング部とリサーチ部があるフロアは、終業時刻きっちりに全員が退社した。

　……花見の予定がなかった、一名を除いて。

　フロアにぽつんといるのは、長い黒髪をひとつに束ね眼鏡をかけた遥乃だ。

　今年二十八歳になる彼女は、整った顔立ちが目立たない薄化粧をして服装からして地味さを漂わせている。

　誰もいない薄暗いフロアで、カタカタと硬質なキーボード入力の音だけが響く。

「ふう……。持ち帰れないからタイムリミットは終電ね。頑張ろうっと」

　遥乃は椅子に座ったまま伸びをする。

　そして山積みになった調査用紙を眺めた。

「医学か薬学関係のアンケートなんだろうけど、質問も回答も全部英文。それでなくとも専門用語はスペルが長いし馴染みないからあのお嬢様主任には荷が重かったのね」

　遥乃は一歳年上の同じマーケティング部の主任、三み笠かさ華はなを思い出す。

　巻き髪に厚化粧。見るからに肉食系の迫力ある美女で男性に媚びるタイプだ。

　──相原さんは学歴も人望も未来もあるあなたの同期の遊ゆ佐さくんとは違い、いつもひとりぼっちでしょう？　花見なんて誰にも声をかけられないんだから、仕事でもして残業代稼いだら？　残業代が出るように取り計らってあげるから。

　遥乃への風当たりが強くなったのは、同期の男性社員と華との仲を遥乃が取り持たなかったからだ。同期が色目を使う華を毛嫌いしていたからである。

　さらに遥乃の出身大学が華の卒業した大学より格下で、しかも一年留年していたことで拍車をかけた。

　──三流大学を留年するほどの落ちこぼれなら、書かれてあるものを入力するくらいしかできないでしょう？　仕事をさせてあげるのだから感謝しなさい。それは明日の十一時からの役職者会議で使うからよろしく。

　定時十分前に山積みの書類とともにやってきて、そう一方的に告げるとフロアの社員たちと一緒に花見に行ってしまったのだ。遥乃を誘うことなく。

　さすがに気の毒だと他の社員たちが遥乃の擁護に回ったが、

　──大丈夫よ。能力があればすぐに終わる仕事だから。

　と華は傲慢な眼差しを遥乃に向けつつ節電だからとフロアの電気を消して立ち去っていった。

　そんなことを他の社員の前で堂々とするものだから、それを見ている後輩も華を真似して自分が引き受けた仕事を遥乃に押しつけ、定時に帰るのだ。

「そもそも主任だって、能力があったらわたしにふらないでしょうに」

　華が今ロックオンをしているのは、情報システム部……略称情シス部の課長だという噂だ。

　元々アンケート集計などデータ入力に関しては、情シス部の仕事でありマーケティング部がする必要はない。いい顔をして手間のかかるデータ入力を安請負したものの、明朝の会議までに誰も資料を作成できそうにないから遥乃にふったのだろう。

「まあいいや。花見をする同僚も友達もいないことは事実だし、どうせ家に帰ったところでやることもないし。残業代を稼がせてもらえるのなら、ここは割り切って仕事をしよう」

　そしてまたカタカタと入力を始めたが、不意にその手を止めると呟いた。

「花見……桜か……」

　毎年、この季節になると切なくなる。

　一度は散った桜が咲いたのに……また散った七年前のことを思い出すからだ。

　自らの手で咲いた桜を摘み取り、散らせてしまったあの日。

　──他にはなにもいらないから、俺に先生をくれよ！

　胸がきゅうと締めつけられる。

　今でも彼の声は、リアルに耳に残っていた。

　声だけではない、彼に触れられたところはすべて生々しいくらいの名残がある。

　いまだそれは忘れられない。

　──ハルノさん……ハルノ……好きだ。あなたが好きだ。

　……大きな罪悪感とともに、身体に刻印された。

　彼と別れてから、殺風景だった毎日が色まで失った。

　大学の勉学や就活に身が入らず、失敗ばかり繰り返した。

　なんとかこの会社に拾ってもらえたものの、自信は回復せず劣等感のかたまりだ。

　自分なりになんとかしようともがいているけれど世界は色彩豊かで眩しく、モノクロの自分はそれに溶け合うどころか、ぼんやりと霞んで消えるだけだ。

　由貴は今、どうしているだろう。

　兄の影を振り払い、彼らしく生きているだろうか。

「大学院に進んだにしろ就職したにしろ、モテモテで大変だろうな……」

　薄く笑いながら、入力を再開しようとした時だ。

　突然背後から両肩を掴まれ、耳元に囁かれたのは。

「遥乃サン。残業、お疲れ様」

　ぞくりとするほど、深く艶やかな声の響き。

　遥乃の記憶を刺激する声に慌てて振り向くと、そこにいたのは由貴ではなかった。

　パーマがかった茶色い髪を散らした、スポーツマンタイプの爽やかな風貌。

　半年前に中途採用された営業の同期、遊佐和かず真まだった。

（また間違えてしまった……）

　容貌はまるで似ていないのに、声だけがそっくりなのだ。

　特に耳元で囁かれると、彼だと勘違いした身体がすぐ恋心をぶり返してしまう。

「なに、そんなに目をきらきらさせて。そんなに俺に会いたかったわけ？」

　和真は遥乃の隣の席の椅子に座る。

「あ、ごめん。今の今までまったく遊佐くんのことは考えてなかったわ」

「唯一の同期にひっでー。俺、はるのんから花見の誘い待っていたのによ」

　〝はるのん〟呼びした和真は意味深な流し目を寄越してくるが、遥乃は笑い飛ばした。

「あははは。冗談も大概にね。遊佐くんこの書類の山を見たまえ」

「……またお華サンから宿題？」

　和真が手にとった一枚をひったくり、遥乃はそれを山に返す。

「情報漏洩禁止！」

「俺ではなく、お前に丸投げしたお華サンに言ってくれたまえ」

　遥乃の口調を真似して、和真は笑う。

「もとを正せば、きみの恩人の片かた平ひら課長だけどね。いつから門外不出の調査データ源を、他部署の主任に任せる禁断の仲になったのやら」

「げーっ。俺、見てない聞いてない」

　情シス部の片平茂しげ樹きは三十代の独身の敏腕課長で、見た目はちょい悪オヤジ風のイケメンだ。

　その片平が、他社で優秀なデジタルマーケターだった和真を引き抜いたのだ。

　和真はしばらく情シス部にいたが、彼を情シス部だけに留まらせるのは宝の持ち腐れだと片平が重役に進言したらしく、今月の一日から営業に異動となった。

　和真はイケメンで人懐っこく話題も豊富だ。彼と話す女性の多くは彼に好意を抱く。

　たまたま飲み会で和真と隣り合わせた華も例に漏れず、彼女なりのアプローチは「食われそうで怖い」と和真が逃げる結果になった。現在華のターゲットはアダルトな片平になったと女性社員が噂していたが、仕事を任せるくらいには進展があったのだろう。

　難関私大を現役で卒業した和真は遥乃よりひとつ年下だが、社会人歴は同じため仇名をつけてフレンドリーに接してくれる。

　彼は学歴の高さをひけらかすことがないため遥乃の劣等感を刺激しない。由貴の声で不意打ちを食らわない限りは性別を意識することのないいい同期なのだ。

　高校までは遥乃にも、心の内を見せられる友達が数人いた。

　だが受験に失敗して三流大学への進学を決めた途端、マウントをとられて馬鹿にされたりあからさまに疎遠になったりした。

　友情なんて幻想なのだと悟り、それ以来心許せる友人はいない。

　だからこそつかず離れずの距離で、こうして気楽に話せる和真は貴重で大切な存在だ。

　いつも遥乃が残業しているためふたりで飲むことはないが、残業の間にふらりと現れては雑談を交わすことが遥乃のささやかな楽しみでもある。

「そういや、うちが外部提携しているコンサルタント会社が業界大手の『ＴＣＦ』に吸収されるって話、知っているだろう？」

「え、知らない……」

「お前……。女性社員たちが騒いでいただろう。そのＣＥＯがうちに来た時は」

「……万年ぼっちだから、そんなことを気軽に話せる同僚もいないもので……」

　和真はため息をついて、卑屈になっていじけた遥乃の頭を撫でた。

「よかったな。気軽に話せる同期がいて。日本屈指のタカムラグループのことは？」

　タカムラと聞くと由貴の苗字の〝高村〟を思い出すが、日本屈指のタカムラグループと言うなら〝篁たかむら〟の方だろう。

「さすがに知ってるわ。〝タッタカ、タカムラ、タカムラ～〟のＣＭで有名な、あのタカムラ製薬の母体でしょう？」

「そう。ＴＣＦっていうのは、その篁グループ総帥のご令息様がＣＥＯに就いて、さらに業績が右肩上がりのコンサルティングファームだ。御曹司の辣腕ぶりはさることながら、優秀なコンサルタント会社を一部吸収して大きくなったらしい」

「よく知っているわね」

「そりゃあ花見も行かずに営業資料を毎日頭に叩き込んでいるからな。とくに自社関連については詳しくなければ仕事にならないし。今まで必死にＩＴ系覚えていたのに、今月からはそれとは畑違いな部署で毎日必死だよ」

　今度は遥乃が、よしよしと和真の頭を撫でてあげた。

「話戻すけど、うちは調査会社だろう？　タカムラ製薬専属の調査部門としてＴＣＦに吸収されるという噂もあるんだ」

　遥乃は、今入力している書類に視線を向けた。

　すべて英文の医薬関係の資料は、タカムラ製薬に提出するデータなのだろうか。

　基本、調査結果データは外部流出されないよう厳重管理される。

　紙ベースのデータ入力は専用のフォーマット画面が用意され、多角的な集計やグラフができるようになっているが、アクセス権がなければ入力や結果参照はできない。

　アクセスできるのは役職者と、役職者が特別に許可してアクセス権を発行された者だけだ。そのほとんどは入力が仕事の情シス部の社員だが、その他の部署で権限が与えられている特別なヒラ社員は遥乃くらいなものだ。

「待って。ということは……うちがＴＣＦに吸収されるとして篁グループ系列のＴＣＦ社員に格上げしてもらえる……という話になる？」

「それはむずかしいだろうという考えが主流。ＣＥＯがうちに新たに派遣する医療薬学に強い外部社員に取って替わられるか、逆に使えそうな社員だけを引き抜くか」

　和真は頭を掻いた。

「ＣＥＯは厳格に物事を進めるタイプで、ＴＣＦの改革でも使えない社員は容赦なく子会社に飛ばしたとか。うちの社員はＴＣＦとは関係ない。ＣＥＯの選定から外れた社員たちにここ同等の別会社を用意してくれるかわからない。それもあって皆戦々恐々としてる」

　最近、社内がざわついているとは思っていたが、そんな状況になっていたとは。

「……ということは、有能な遊佐くんはいいとして。無資格、低学歴、無肩書きのわたしなんて、真っ先にクビ切られる可能性大……」

　項垂れた遥乃は、書類の山にごんと頭をぶつけてしまった。

「役職者以外でアクセス権を持っているのはお前だけだ。そこは加味されると思うが」

「入力するためだけに与えられたアクセス権が武器になるとは思えない……」

　第三者に認められるほどの能力があれば、昇進や昇給していてもいい年齢だ。

「あくまで噂だしその選定基準もわからねぇし。明日の役職者会議にＣＥＯがメンバーとして出席するのは視察を兼ねているからじゃないかって社内がざわついている。今日の花見もきっと、ＣＥＯのことや自分の去就の話ばかりで、桜を愛でるどころじゃないだろうな」

　……和真がもたらしたものは不穏で不安を掻き立てるものだった。

　彼が去った後も遥乃は、ため息をついてしばし呆然としていたが、入力が進んでいない現実に気づくと、慌てて入力を始めた。





　　　◇　◇　◇






　翌日、午前十時前──。

「今回は苦戦すると思いきや仕事が早いこと。コピーを十部とって会議室に運んでくれるかしら」

　華は礼も言わず、遥乃が手渡した資料にさらりと目を通しただけでそう指示した。

「あの……。修正とかは……」

「修正が必要なものなの？」

「いえ……」

（主任が受けた仕事なのに、さらっと見た程度で大丈夫なの？）

　終電で帰宅した昨夜。ベッドに入っても寝付けずスマホで転職サイトを見ていて、朝方に眠ったせいか、いつもより一時間遅い出社になってしまった。

　といっても、始業よりかなり早い時間だ。まとめた資料に不備がないか見やすくできたか何度もチェックをしてから、修正に即時対応できるよう早めに提出したのだ。

「今日の役職者会議はうちの役員だけではなく、ＴＣＦのＣＥＯも参席される重要なもの。いい加減な資料だったらまとまりそうな話も消えるわ。完璧主義なＣＥＯを怒らせてみてごらんなさい。あなたのクビなんて簡単に飛ぶわよ」

　華はせせら笑いながら、かかってきた内線に出た。

「片平課長、おはようございますう～。アンケート結果資料？　もちろんできてますわ。ご存じの通り、今まで出した私の資料、ノーミスで完璧でしょう？　今回もご安心を」

　今までノーミスの資料を作っていたのは遥乃だ。

　意中の相手の前では資料作成を自分の手柄にしているが、ＣＥＯに問題を指摘されたら彼女はどう取り繕うのだろうか。

（わたしの責任になるんだろうな……。大きな間違いをしていなければいいけど……）

　憂鬱になりながら、複合機でコピーをとる。

「褒めてもらいたいわけではないけど、遅くまで苦心して作ったのだから、感想のひと言くらい言ってくれてもいいんじゃないかしら。そうしたらこっちだって次回も、快く引き受けるかもしれないのに」

　バッチンバッチンと苛立った音をたてて、複製された紙をホッチキスで綴じる。

　それを束にして手に持つと、階段を駆け上って会議室へ向かった。

「役職者会議か……」

　今までもこれからも、縁がない会議だ。

　ふと遥乃は、生徒会長をしていた学生時代の生徒会を思い出す。

　選ばれた者だという自負とやる気に満ちていたあの頃。

　それに比べて、今の自分は何年経っても裏方に徹する雑用係だ。

　日の当たる場所を懐かしく思い出す一方で、光の目映さを怖くも思う。

　あの頃満ち溢れていた自信がないから、自分の姿を隠すために日陰に逃げ込みたくなってしまうのだ。

「はは。わたし……しょぼくれた吸血鬼にでもなってしまったみたい」

　遥乃がそう自嘲して、右に曲がろうとした時だ。

　エレベーターがある左側から、一階にいる受付嬢を先頭に、スーツ姿の男性ふたりが横切ろうとした。

　ひとりは金髪に碧眼。恰幅のいい初老の外国人。彼と英語で会話しているのは、黒髪の日本人のようだ。

（この先は、会議室……。ということは、黒髪の人が噂のＣＥＯ？）

　好奇心から足を止めた遥乃が一瞥した横顔は──。

（え……）

　──先生。

　無造作に散らした、艶やかな黒髪。

　ハーフのような彫り深く端正な顔と、涼しげな切れ長の瞳。

　──ハルノ……さん。

　それは──記憶にある由貴の顔の造作と同じだった。

　驚愕した遥乃は、あまりの衝撃に動揺して資料を落としてしまった。

　ばさばさと落下した音に我に返り、慌てて資料を拾う。

　心臓がドクドクと速く脈打ち、うるさい。

（別人よ……。ご都合主義の物語でもないのに、こんなところで突然再会するなんてありえないわ……）

　現実がどれだけシビアなのかは、身をもって体験しているはずだ。

　これはきっと寝不足な自分が作り出した願望で、実際は似ても似つかぬ……というオチだろう。

（あれ、あと一部足りない……）

　焦って探し続ける遥乃の目の前に、資料が差し出された。

「どうぞ」

　たったひと言。

　しかしその声も由貴だと勘違いしそうになる。

　和真とは違う、いまだ忘れられない恋しい男の声に。

（寝不足が祟っているのよ。今日は早く帰って寝なきゃ……）

「ありがとう……ございます」

　顔を上げると、彼の首から下がっている身分証が見えた。

　彼が外部の人間だということは青いネックストラップでわかる。

　遥乃もそうだが、社員は赤いストラップだからだ。

　『ＴＣＦ　代表取締役ＣＥＯ　篁　由貴』──。

　由貴という名前にどきっとしたが、ローマ字読みは、『ＴＡＫＡＭＵＲＡ　ＹＯＳＨＩＴＡＫＡ』とある。

　別の漢字で同じ読みの苗字と、同じ漢字で違う読み方の名前。

　彼はあの由貴なのだろうか。

　意を決して視線を上げると、彼は遥乃を見ていた。

（同じ顔……）

　だが、あの頃のような穏やかで柔和だった雰囲気はなく、どこまでも冷ややかだ。

　怒りも懐かしみもまるでない、初めて会ったかのような他人顔だ……そう感じていると。

「……相原、遥乃さん」

　突如、彼から呼ばれて驚く。

　彼の視線は、遥乃がぶら下げている身分証を見つめていた。

「これからの会議資料ですね。ご準備いただきありがとうございます。では」

　笑みもなく淡々とそう告げると、彼は同行者とともに立ち去った。

　ハルノという響きにも反応することなく。

　彼は由貴と別人なのか。

　それとも本人で、遥乃のことは忘れたから無反応だったのか。

（あるいは……地味すぎてわたしがわからなかったとか）

　ずきんと胸が痛んだ。

　彼は会議室の手前で受付嬢になにか話すと、三人は会議室を通り越した先にある役員室に向かった。

（今のうちに準備をしよう）

　会議室に入った遥乃は、お茶出し担当の総務の女性社員に話をして資料を各席に置き、そそくさと退散する。

「ふう。まだ心臓がバクバクしてる。気を落ち着かせるために、自販機で飲み物でも……」

　自販機はこのフロアに二カ所。会議室の向かい側の休憩スペースと階段の横にある。

　鉢合わせを回避するため迷うことなく階段の方に歩き、自販機の前に立った時横からぐいと手を引かれて、壁に背を打ちつけられた。

　それは、役員室に行ったはずのＣＥＯだった。

「え、あの……？　会議は……」

　彼は先ほどよりもさらに冷ややかな顔をして、遥乃の顔の横に両手をつき、

「俺に覚えは？」

　と、問いかける。

「え、先ほど……資料を拾っていただいた……」

　その返答を受けた彼は苛立ちに顔を歪ませると、遥乃の唇を奪った。

「ちょ、な……！」

　思いがけない彼の行動に遥乃は混乱した。

　だが唇は覚えている。何度も何度も重ねた由貴の感触を。

　押しつけられただけで唇が離れると、彼は真剣な顔で言った。

「……連絡はとれず、住所も経歴も……名前すら、すべて詐称」

　紡がれる言葉に、遥乃の鼓動は不穏な音をたてる。

「あれから、どれだけ……探していたと思う？」

　冷ややかさが払拭され、黒い瞳には怒りと切なさが浮かんでいる。

　間違いない。

「ハルノ先生」

（本当に……由貴くん!?）

　彼は、こんなに地味な姿をしている自分の正体を見抜いていたのだ。

　その瞬間、遥乃の胸に占めたのは喜悦や恐怖ではなく、羞恥の念だった。

　別人になろうとして、厚化粧をしながら余裕ぶったクールな女子大生を演じた自分が、こんなに冴えない惨めな姿をしているところを由貴に晒してしまった。

　こんな自分なら、高校生の彼だって恋などしなかっただろう。

（しかも……嘘をついていたこともばれていた）

　後悔しているかもしれない。

　遥乃を慕い、好きになったこと。

　初めて抱いた女が遥乃だったこと。

「〝春野亜依〟ではなく、〝相原遥乃〟……。こんなにも似ている名前なのに、見つけ出せないでいたとは」

　涼しげな切れ長の目に熱が滾っている。

　あの夜のような情熱を感じるのは、都合良く自分が思いたいだけだ。

　彼を捨てた女がついていた嘘を由貴がすべて知っているのなら、いい感情なんて芽生えるはずがない。

　再会に見せる激情があるとすれば──怒りや軽蔑ぐらいだ。

「もう一度聞く。俺に覚えは？」

「……っ」

「〝人違い〟〝勘違い〟は認めない。あなたの反応は俺を覚えているものだ」

　冷ややかな声だ。

　射るような鋭い目には、穏やかだった高校生の面影はない。

　不意に和真の言葉を思い出した。

　──ＣＥＯは厳格に物事を進めるタイプで、ＴＣＦの改革でも使えない社員は容赦なく子会社に飛ばしたとか。

　穏やかな笑顔を見せていた当時の彼のことを、自分が傷つけたことで変えてしまったのだろうか。

（でもそれは自惚れかもしれない。わたしが知るのはあくまで高校生の彼だもの）

　ただ……罪悪感があるせいで、余計彼を恐ろしく感じた。

「ご、ごめんなさ……」

「なにに対してのごめん？」

「それは……」

　心は再会にときめいているのに、笑顔で思い出話をする立場にいないことが悲しく……そして恐ろしい。彼にどんな言葉を投げつけられるのかと思うと。

　すると由貴は苛立ったように、拳でドンと壁を叩いた。

「どうして……そんなに怯えた顔をするんだよ。どうして……」

　苦しそうに言い捨てた時、人の声が近づいてきた。

　由貴がそれにびくりと身体を震わせた瞬間、遥乃は彼の拘束からするりと逃れ一礼した。

「あなたを騙した最低な〝春野亜依〟は……もういません。最悪な思い出だったと唾棄して忘れてください」

　由貴の声がしたが、遥乃は背を向けたまま走り去った。

　泣いている顔を由貴に見られたくなかったからだ。





　　　◇　◇　◇






　新たな資料作成に没頭していた時、会議を終えた華がやってきた。

「相原さん。今日の資料、すごくわかりやすいと評判だったわ。特に考察の分析が的確だと」

　いつも通りつっけんどんな言い方ではあるが、出来て当然というスタンスの華が褒めるなんて初めてのことで、遥乃はどう反応していいかわからなかった。

「あなた、英語……できたの？」

「できるというほどでは……」

「でも資料、日本語訳と英訳の二種類用意していたじゃない。私、そこまでは言ってないわ」

「あの英文アンケートがどこからの調査依頼かわからず、日本の企業や団体ではない可能性も考えられたので」

　遥乃は何でもないように答えたが、華は恐ろしいものでも見る目つきだ。

「あの……英語版は必要なかったですか？」

「その逆で……。今日の会議に、タカムラ製薬のケンブリッジ研究施設の所長が、突然会議に参加なさったの。ちょうど来日しているからと」

　遥乃は、由貴と一緒に歩いていた恰幅のいい初老の外国人を思い出す。

「彼は日本語が話せないからと、ＴＣＦのＣＥＯが通訳をしようとしていたらしいけれど、英語版があったからＣＥＯも所長もすごく喜んでね」

「そう……ですか。それはよかったです」

（由貴くん、英語……通訳できるほど上達したんだ……）

　自然に顔が緩んでしまったが、彼も華が作成したものだと思っているだろう。

「相原さん……。出身校、偽ってない？　あの三流大学に入って留年までするような人間が、いつもノーミスの上に完璧な英文を読み書きできるなんておかしいわ」

「残念ながら経歴は真実です。偽っていません」

　由貴の前でも、堂々とそう言える関係でありたかった。

　嘘などついていない、これがありのままの自分だと。

　そうすれば七年前だって……。

（もしもの話は虚しくなるだけだわ。もう何百回と悔いてきたじゃないの）

「でも、主任のお役に立てられたのならよかったです」

「あなた……」

　華は眉間に皺を寄せて言った。

「それでいいの？」

「どういう意味でしょう」

「どうしてできないふりをするの？」

「え？　わたしは本当になにもできないから……」

「謙虚さを装ったネガティブが一番頭にくる。できるのならできると、さっさとアピールすればいいじゃない。私がどれだけ……」

　華ははっとしたようにして口を噤つぐむと、一枚の名刺をバンと叩きつけるようにして遥乃の机に置いた。

「帰り際ＣＥＯが……資料を作った人に渡してくれって！　すぐに私が作ったものじゃないと見抜いたのよ。さすがは帝都大卒ね。……癪だけど、御礼よ！」

　そう言うと、なにやらぷりぷりと怒って彼女はいなくなった。

　遥乃は机の上の名刺を見た。

　それは由貴の名が記されている。

「名刺を渡されても……」

　ＴＣＦの代表電話に連絡してこいとか、その住所に来いとか言われているのか。

　なんの関わりもないこのヒラ社員がどんな理由をつけて、他社のＣＥＯにアポをとれるというのだろう。

「意味不明……」

　ふと名刺の裏を見ると、なにかの走り書きがある。

「由貴くんの字……。英語……じゃない、フランス語だわ。ええと……」

　──へぇ、先生って大学でフランス語を専攻しているんだ。

　昔、彼にそう語ったことを思い出しながら、ネットでも確認して和訳した。

　〝六時にこの会社の前で待っています〟

　「どうして!?」

　──あれからどれだけ探していたと思う？

　今の自分を見ないでほしい。

　堂々とした彼と自分との差があまりにも大きくて。

「……っ」

　遥乃は名刺を机の引き出しの奥底に封印し、化粧ポーチを持って洗面台へ走る。

　鏡に映る顔は蒼白く怯えていた。

　──どうして……そんなに怯えた顔をするんだよ。どうして……。

　由貴との再会が、遥乃のコンプレックスを大きく刺激する。

　また出逢うとわかっていたら、もっと化粧を念入りにして綺麗な服を着てくればよかった……そんな思いが駆け巡り、遥乃は自嘲する。

「いまだ……彼の前では、いい女でいたいなんてね。すべてばれているのに」

（由貴くん……）

　何度も振り払おうとして消えることがなかった彼との記憶。

　──ずっと……こうしたかった。あなたを……ひとりの女として、愛したかった。

　女として愛され、幸せだったあの一夜がまだ明けない。

　再会してすぐに触れた彼の唇の感触が蘇る。

　鏡の中、指で唇をなぞる遥乃の顔は恍惚とした女の顔をしていた。

　あまりに浅ましくて、遥乃は鏡を手で叩く。

「彼を拒んだのはわたし。悪いのはすべてわたし。今さら、過去を訂正できるはずがないじゃない……」

　血色悪い顔を誤魔化すために化粧をし直して廊下に出ると、自販機の前に和真がいた。

　声をかけると、ひとつ下の営業フロアの自販機の栄養ドリンクが売り切れたためにこの階に買いにきたという。

「……お前、すごいクマだぞ？」

「え!?　化粧し直したのに……」

「頑張りすぎなんだよ。今夜は早く寝ろ……といいたいところだけど、気分転換に飲みにいかねぇか？　夜桜見ながら外で酒を飲めるところがあってさ」

（ああ、本物の声を聞いてしまったら、やっぱり遊佐くんと由貴くんの声は違う）

　由貴の声を忘れたくないという、自分の願望がそう思いこませていたのかもしれない。これからは、和真に対して無駄にドキドキしなくてもすむ。

　そう思った遥乃は、いつもタイミング悪くて流れていた〝初同期会〟をしてみたくなった。

　酒を呑んで気のいい同期と笑って……それでこの胸のもやもやを晴らしたいと。

「よし、行こうか。さすがに今日は主任も残業させないだろうし」

「やりぃ！　はるのんと初デートだ」

「同期会だから！」

「別に言い直さなくてもいいだろう。よし、俺も気力出して仕事頑張る！」

　喜ぶ和真を見ながら、遥乃は先ほどのフランス語を思い出す。

　〝六時にこの会社の前で待っています〟

（外のどこにいるのかも、それが本当にわたし宛のものかもわからないし）

　あのメモは見なかったことにしよう。

　もし帰り道に見かけたら、偶然会ったふりをして普通に挨拶をして別れればいい。

　なにか言われたら和真をダシにして逃げ切ろう。

　遥乃はそう思った。







第二章 同期会は波乱に満ちて








　オープンテラス式の洒落たダイニングバーは、カップルで賑わっていた。

　夜空の下、ライトアップされた桜が幻想的で幽玄な美を醸し出している。

　和真が予約したのは枝し垂だれ桜が間近にある席だ。遥乃と和真が並んで座り、向かい側に由貴がいる。

（どうして……こうなった）

　遥乃は少し前のことを思い出す。

　退社するたくさんの社員が通る路上で、ある外車が停まり注目を浴びていた。

　──おお、すげぇ。俺たちの給料では絶対買えないような高級車がある。ちくしょう、俺も乗ってみてぇぇぇ！

　興奮する和真の声を聞きながら、遥乃は周囲を見渡して由貴の姿を探していた。

　いないことにほっとする反面、あれはメッセージではなかったのだと残念な気持ちになりつつ和真の腕を引いて店に行こうとした時、外車から由貴が降りてきたのだ。

　いつだって由貴は突然出現する。

　──篁ＣＥＯ!?

　由貴は驚く和真に会釈すると、遥乃に声をかけた。

　──相原さん。お疲れ様です。今日の資料、あなたが作られたんですね。

　人目があるからその話題から入ったのだろう。

　そこで遥乃は社会人として、そして提携先の社員として恥じない対応を心がけて、礼儀正しいお辞儀と他人行儀な挨拶をすると和真を促して退散した……はずだった。

　別に由貴とどこかへ行く約束をしていたわけではない。

　〝待っている〟という一方的なメモを受け取っただけだ。

　だから普通に相手に敬意を払い、労いと別れの挨拶をして別れるのはおかしくはないはずだ。

　それなのに、去り際に「これからデートですか」と尋ねられた。

　怒りを潜ませたような、ひどく低い声で。

　──ええ！

　そう答えたのは和真で、遥乃は焦って訂正した。

　──いえいえ、ただの同期会です。予約時間が迫っているので失礼します。

　すると由貴は言ったのだ。

　──ご一緒してもいいでしょうか。ご迷惑でなければ、四人乗りですので車に。

　迷惑だから帰ってくださいと誰が言えただろう。

　相手は社員の運命を握るＣＥＯであり、巨大グループの御曹司でもある。

　さらに和真にとっては、高級外車に同乗できることも魅力だったようだ。

　──それでは車に。

　由貴に店に連れられて……今に至る。

　由貴も和真も人目を奪うイケメンすぎて、遥乃に向けられる周囲の視線が痛い。

（絶対に、お前何様と思われているわ。だったら強烈なイケメンオーラに霞んで見えなくなってしまった方が、よほど息ができるのに）

　せっかく和真と遥乃の初の同期会だというのに、盛り上がっているのは和真と由貴だ。

　最初こそ和真も遥乃に話を振っていたが、由貴が話すと話題の主役は彼に移った。

　車の話、仕事の話……出世街道間違いない同期と、すでに出世しているＣＥＯの話題に遥乃がついていけるはずもなく、ただひたすら黙々とカクテルを飲んでいた。

（飲み放題にしてもらってよかった……。そりゃあ……やり手ＣＥＯとの飲み会なんて、最初で最後みたいなレアものだろうし。だけど初の同期会だったのになあ……）

　遥乃が何度目かの手洗いから戻って席に着くと、和真が興奮していた。

「しかしＣＥＯが俺より年下だとは思いませんでした。噂ではかなり冷厳な方だと聞いていたので、もっと年上の方かと。なあ遥乃、お前も年下だと思った？」

　突如〝遥乃〟と呼び捨てにされて話を振られたことに驚いたが、ＣＥＯがいるのに〝はるのん〟もおかしいかもしれないと思い直す。

　由貴が年下だということはとうに知っているが、ふたりの関係を知らない和真に合わせて遥乃が驚いたふりをしようとすると、由貴が言った。

「私も遊佐さんが、彼女より年下の同期だと思っていませんでした。でも年下なら納得する。遥乃さんは年下には特に優しいから」

　意味深な言葉と不適切な呼称。思わず遥乃は噴き出しそうになり、由貴を見た。

（なんでわざわざ下の名前で呼ぶかなあ！）

　彼は、ようやく目を合わせたかとでも言いたげな顔で薄く笑っている。

「遥乃……さん？」

　そして和真もその呼び方に疑問を持ったようで、訝しげな視線を向けてくる。

「もしかして、ＣＥＯと知り合いだったとか？」

　すると由貴が即答する。

「あ、彼女と私は昔、特別な関係だったんです」

　ぎょっとした遥乃は慌てて否定する。

「学生の頃に家庭教師をしていただけです！　なにも特別なものは……」

　すると由貴はグラスを呷ってから冷ややかな眼差しで言う。

「勉強をしていなかった私を現役で帝都大に合格させてしまうほどの教師なのだから、十分特別だと思いますが。ねぇ、遊佐さん？」

「帝都大に!?　それはまあ……ＣＥＯの地頭の良さもあるでしょうが」

　なぜか和真を巻き込んで、さらに由貴は追い打ちをかけてきた。

「合格祝いも、私が欲しいものをプレゼントしてくれましたし、本当に素晴らしい先生でした。ただ……その後遥乃さんは雪のように消えていなくなってしまいましたが」

　由貴は手を伸ばして、舞い散る桜の花弁を手のひらに載せた。

「せめて……桜の花びらくらい、残痕があればよかったものを」

　皮肉だと思えないほど由貴の眼差しは憂いを帯び、悲しげなものだった。

　遥乃の胸が締めつけられるほどに。

「お前、御曹司にどんなものをプレゼントしたの？」

　翳った由貴の顔を不思議に思ったのだろう。

　和真が遥乃にこそりと耳打ちしたが、遥乃は答えられなかった。

（そうだ。彼は御曹司だったんだわ……）

　自分のことをあまり語りたがらなかった彼だが、家庭環境が複雑らしいことは察していた。だから今と氏姓が微妙に違うのかもしれない。

　勉学を犠牲にしてバイト三昧をしていた彼が、篁グループの御曹司とは思わなかった。だが考えてみれば、たとえ兄のためとはいえ父親が息子にぽんとあんな高級マンションを買うくらいだ。普通の家庭であるはずがない。

　聞きたいことはたくさんあるが、プライベートに踏み込む権利はない。

　テーブルを挟んだ距離が、空白期間の七年を象徴しているようにひどく遠く感じる。

　やはり彼は、手が届かない遠い存在だ。

　家庭教師という立場を無くした今では、特に。

　そんな中和真のスマホが鳴り、由貴に促された和真は離席して電話に応答した。

　テーブルについているのは、遥乃と由貴のふたりきりだ。

　由貴の黒い瞳がじっと遥乃を見つめている。

　地味な自分を見ないでほしいと、遥乃はそっと横を向く。

　春の夜風は涼しくなったのに、酒気を帯びた頬は熱気を感じてじっとりと汗ばんだ。

「遥乃さん。この後ふたりきりになりたい」

　由貴から出たストレートな言葉に、目を見開いた遥乃はぶんぶんと首を横に振った。

「あの人と……遊佐さんと、一緒に過ごすから？」

　どこか怒っているような口調だ。

「彼とは同期で、友達で……」

「あなたが席を外すたび彼に自慢された。あなたが唯一心許せる相手は自分だけだと。まるで野良犬でも手懐けたかのように」

　あれだけ和真と仲良く話していたのに、由貴の口調は蔑むようなものだ。

「遊佐くんも酔っているから、そう言ったのだと……」

「彼が酔ってる？　……酔っているなら尚更、ふたりにしたくない」

　真剣な眼差しを受け、どう解釈していいかわからず遥乃は揺れる。

「……あなたも酔っていらっしゃるようですね」

　軽く受け流そうと笑うと、由貴は口をつけていたグラスを持ち上げた。

「ウーロン茶。俺……車で来ているから」

「……っ」

「あなたと会うのに酒の力を借りたくない。真剣に話がしたいんだ」

「そんな話は……」

「俺から目をそらさないで。遥乃先生」

　由貴は手を伸ばして、遥乃の手を握る。

「ちょ……っ」

　振り払おうとしたが、その手は離れない。

「もう、あなたが隠していたものはわかってる。俺から逃げる必要はないはずだ」

　達観した口調で諭され、遥乃は思わずカッとなった。

「わかっていない。由貴くんはわかっていない！　わたしが本当に隠したいものは、今あなたの前にいるわたしなの。だから追い詰めないで」

　由貴は無言で握った手に指を絡ませ、さらにきつく握りしめた。

　逃がさないという意思表明だ。

「先生」

「……っ」

「七年前、俺は……若気の至りであなたを抱いたわけじゃない。たとえ抱かずとも、俺はあなたを手に入れるために全力を尽くした」

　黒い瞳の奥で揺らめく、燃え盛る炎の如き熱情。

　それに魅入られた遥乃は、目をそらすことができない。

「確かに……あなたのいない朝は途方に暮れた。あなたの心を掴んだ気がしていたから、なんでだって叫んだ。あなたとともにした家で、あなたのいない大学生活が始まるのが、どれだけ苦痛だったか……あなたにはわからなかっただろう」

「それは……」

　罪悪感にずきずきと心が痛む。

「だけど、必ずあなたを捕まえると信じてここまでやってきた。〝よしたか〟と名前を変えさせられ、どんなに理不尽なことを強いられる生活になっても、あなたを探し出す力を手に入れるためだと割り切って、今の俺がいる。灯台下暗し……まさかＩＲソリューションにいたとは」

　由貴は小さく微笑んだ。

「いつも会議で用意される資料を見て、あなたを思い出していた。あなたが受験のために作ってくれた、わかりやすさと心配りがよくわかる資料みたいだと。そして今日の英文で綴られた資料を見て、それを作ったのはあなただと確信した」

「どうしてわたしだと……」

「英語は英国イギリス式と米国アメリカ式があり、発音以外にも文法やスペルなどが一部違う。あなたが俺に教えてくれたのは英国式の英語だった。今日の資料もそうで英国人の所長が喜ぶほどの出来。しかしあの主任が話す英語は一般的な米国式だった。資料を作ったのは彼女ではない」

　続けて由貴は言う。

「あなたが前に自分の高校が英語に特化していて、英国の留学生や講師がいたと言っていたことを思い出した。あなたを待つ間に調べたよ。英国式の英語を教える高校はどこかって。……英国と交流が盛んな屈指の名門校、和わ榮えい学院。五十二期生の元生徒会長、相原遥乃さん」

　淡々と語っているのに、由貴の顔は高校生の時みたいに穏やかなものだった。

「同時にあなたがどの大学を出たのかも知った。あなたが帝都大生ではなかったことはすでに知っていたけれど、あなたが帝都大について詳しかった理由も、あなたが俺に偽った理由もそれで察した。あなたは俺に夢を託し立ち直りたかったのだと。そのためには別人を装う必要があったのだと」

　図星を指されて遥乃の唇が戦慄く。

「どんな思惑があったにせよ、あなたは全力で俺を帝都大に合格させてくれた。俺にとっては、誠意をもって家庭教師をしてくれたあなたが真実。俺が好きになったのはその部分だ」

「わたしは、あなたの大嫌いな嘘と見栄で塗り固めて……」

「俺は、その嘘の方に惹かれて好きになったわけではないんだよ。逆に本当のことを教えてもらいたかった。そうすれば俺は背伸びすることなく、もっとあなたに寄り添えたはずなのに。俺は……一年もずっとあなたのそばにいて、あなたのことをなにひとつ知らずにいた」

　由貴は黒い瞳を切なげに揺らした。

「俺の受験を通して傷口を抉られて、どんなに苦しかっただろう。それなのにあなたはそんなつらさを俺に見せず、いつも凛として俺を励ましてくれた」

　ほろりと、遥乃の目から涙が落ちた。

「俺から逃げるな。もう知ったのだから逃げる必要がない。あなたが俺を助けてくれたように、今度は俺があなたを助けたい。あなたをコンプレックスから解放してあげたいんだ」

「……っ」

「先生。俺を過去の男にしないで。俺は……あなたをまだ諦めていない」

　心が喜びに奮える。

　だけど──。

「ありがとう、由貴くん。本当にありがとう」

　遥乃は握られた手の上にもう片方の手を添えた。

　彼の寛大さに応えて、自分ができる最大の誠意──。

「そして。昔も今も……あなたを縛ってしまって、ごめんなさい」

　添えた手で由貴の手を引き剥がし、握られていた手をすっと引いた。

「だから、解放されて。わたしとの思い出から」

　今の彼を縛るのは、彼の後悔。過去の罪悪感だ。

　結局は同じなのだ、遥乃の境遇と。

　だからこそ共鳴してわかる。

　このままだと罪悪感を払拭するための共依存になると。

「たとえ七年前の嘘が明るみになっても、今のあなたは昔のあなたと立場が違う。同じじゃないの」

「なっ……」

「思い出をありがとう、由貴くん。立派になって嬉しいよ」

　今度こそ完全に断たねばいけない。

　未来に引き摺らず、これ以上あの頃の出来事が罪悪感にならないように。

　由貴も、遥乃も。

「あの頃のわたしはあなたが好きだった。七年後のわたしたちはあの時とは違って広い世界にいる。過去に囚われず現実を見つめ、相応しい相手を好きになりましょう」

　帝都大出身の篁グループの御曹司と、三流大学を留年している自分とは世界が違う。

　今の自分はどんなに頑張っても彼の隣に立てない。

「俺は……！」

「あなたの幸せを心から祈ってる」

　七年前、彼に言えなかった言葉を口にして遥乃は微笑んだ。

　そしてバッグを持つと、五千円をテーブルに置いて席を立つ。

「……帰ります。ごゆっくり」

「遥乃さん待て！　遥乃さん！」

　由貴の声を無視して、遥乃は店を出た。




　店から出るとぶわっと春の夜風が強く吹いて、桜の花びらが渦巻いて消えた。

「わたしがもう少し、彼の隣に立てるくらい誇れるものがあったらなあ……」

　家庭教師という肩書きがない今、自分はあくまで彼にとっては過去の女だ。

　由貴が昔の関係に引き摺られて、こんなしみったれた負け組女に執着するのはあまりにも忍びなかった。

　彼はもっと光り輝くヒロインを選ぶべきだ。

　それでも──。

　──俺の受験を通して傷口を抉られて、どんなに苦しかっただろう。それなのにあなたはそんなつらさを俺に見せず、いつも凛として俺を励ましてくれた。

　嬉しかった。

　──俺から逃げるな。もう知ったのだから逃げる必要がない。あなたが俺を助けてくれたように、今度は俺があなたを助けたい。

　愛しかった。

　──先生。俺を過去の男にしないで。俺は……あなたをまだ諦めていない。

　遥乃にとっても由貴は過去の男ではない。

　由貴と違うのは、いつだって自分は彼を諦めねばならない立場ということだ。

「きっと由貴くんもこんな女に二度もふられたら、縁がないとわかるはず。あんなにいい男は素敵な美女と結ばれるのが宿命よ」

　わかっている。わかっているが──。

「ああ、どうしてわたし……帝都大に行けなかったのかな。落ちこぼれにならなかったら、違う結末もあったはずなのに」

　否応なくコンプレックスが刺激される。

　彼が光に満ちていれば、余計に影が色濃くなる。

　夜空にひらひらと舞い散る花びら。

　七年前と違うのは、降り積もるものが消えないということだ。

　──せめて……桜の花びらくらい、残痕があればよかったものを。

「由貴くん……」

　彼の存在はきっともう、自分の心から消えないだろう。

　優しい彼に赦されたことで、彼は永遠に特別なひとになってしまった。

　七年前と同様に思わずにはいられない。

　……もし彼が追いかけてきてくれたらと。

　そうしたら自分は──。

「遥乃……！」

　その声に振り向くと、ぜぇぜぇと肩で息をしている和真だった。

　由貴であってほしいと願ってしまったために、また声を間違えてしまったようだ。

「お前……歩くのが速い……。駅まで遠くて、よかったのか悪かったのか……」

　会計を由貴に任せて全速力で走ってきたらしい。

　大通り沿いの歩道はネオンで明るく、とぼとぼ歩く遥乃を見つけやすかったようだ。

「……泣いてるだろう」

「泣いてないよ」

「ＣＥＯ？」

　低い声での指摘に、思わず遥乃はびくりと身体を震わせる。

「違う」

「お前の……元彼なんだろう？」

「違うって。そんなんじゃないの。本当にただの家庭教師と生徒で……」

　すると和真は少しだけ横を向くとふっと笑った。

「……そうじゃなかったよ、彼は」

「え？」

「最初から牽制してきた。俺がお前のこと……好きだって見抜いていたから」

（今……なんと？　牽制？　遊佐くんがわたしのことを好き？）

　驚きすぎてよろけてしまうと和真が慌てて支え、そして抱きしめてくる。

「お前が好きだ」

　和真の熱っぽい声と、クラクションの音が重なった。

「今までチャンスがなかったというか……残業しているお前の負担になるから言えないでいたけど。今日……告白するつもりだった」

（同期会だって今日が初めてだし、いつも残業の……長くて数十分程度の雑談でもそんな雰囲気にならなかったのに。なんで突然……）

　和真の告白に感じたのは、ときめきよりも意外性の方が強かった。

「き、気持ちは嬉しいよ、ありがとう。……でもごめん。わたしは……」

　和真は同期で大好きな友達だ。

　由貴へ抱く心が奮えるほどの恋情を和真に持てるとは思わなかった。

　今も、この先も。

「今すぐに恋人になりたいというわけじゃない。これをきっかけに、ただの同期だった関係を変えたいんだ。俺、待つから……。お前が今、泣くほど誰を想っていても」

「わたし、彼とは……！」

「だったら俺のこと……心に入れてよ。そんな簡単に締め出さないでくれ。一ヶ月のお試しでもいいから俺を知ってくれ」

　七年前の由貴を思い出す。

　あの時自分は彼に絆ほだされ、別れること前提で一夜だけの思い出を作ることで、七年間も由貴を縛りつけてしまった。

　甘い夢を見させて無惨に打ち砕いたのだ、残酷にも。

　今和真に絆されてしまったら、和真をも縛ることになる。

　遥乃は和真から身体を離すと、まっすぐに彼の目を見て言った。

「ごめん。わたし……真剣な告白を曖昧に返したくない。遊佐くんに気を持たせたり、いつか気が向いたら恋人に……なんてキープみたいにしたくないの」

　和真は唇を噛みしめた。

「わたしは同期としての遊佐くんが好き。たったひとりの友達を失いたくない。だからごめんなさい。わたしはあなたの気持ちに応えられない」

　きっぱりと潔く。しかしこれは和真には酷だろう。

「……ああ、くそっ。俺……ふられたことがないのに！」

　和真はがしがしと頭を掻いた。

「ご、ごめん。こんな地味女が大それたことを……」

「そういう意味でなくて。お前、俺が声をかけるといつも目をきらきらさせるから、勝手に両想いだと思ってたんだ。くそ……思い上がりにもほどがあったか」

　由貴の声だと錯覚したから……などとは言えない。

「……今は友達ポジでもいいや。お前ぼっちだし。花見に誘うのも俺しかいないみたいだし」

「そう言われると、泣けてくるんだけど」

「泣きたいのは俺の方だよ。だったらさ……、酔い覚ましに花見付き合ってよ」

「花見って……お店から桜、見たじゃない」

「あれはデート用というか。友達なら公園で花見だろう？」

「そうなの？」

「そう！　全力疾走して腹減ったし屋台でなにか食おう。お前に綿あめ買ってやる」

「リンゴ飴がいい……」

「え、その年で？」

「年は関係ないでしょう？　友達とお祭り行った時はいつも食べていたんだもの」

　遠い遠い、学生の頃の話だが。

「はいはい。だったらリンゴ飴、プレゼントしてあげますよ」

「やった！」

「ということで、上野公園へＧＯ！」

「う、上野!?　今から？」

「そう、今から。腹減ってるんだから急いで行くぞ、はるのん！」

　腕を掴まれて走る。

　空腹なら近場にすればいいのにと思う一方で、友達に徹しようとしてくれる和真の優しさが身に滲みる。心の中で何度もありがとうとごめんなさいを繰り返し述べた。





　　　◇　◇　◇






　遥乃が遠ざかっていく──。

　それを苦しげな顔で見つめていた由貴は、荒い息を繰り返して拳にした手に力を込める。

　汗ばんだ端正な顔に黒髪が絡みついていた。

　店から全速力で走ってきたのは由貴も同じだった。

　すぐに遥乃を追いかけようとしたものの、戻ってきた和真が席に金を置いて遥乃が消えた意味を察して、由貴に言ったのだ。

　──すみません、ＣＥＯ。彼女を追いかけます。これ……お金です。すみませんが会計の方お願いします。それではまた！

　和真が先に金を用意した分、わずかの差で出遅れた。

　人混みをかきわけるようにして彼女を探して──ようやく見つけた。

　その瞬間、確かに和真と目が合ったのだ。

　彼はふっと笑って遥乃になにかを言い、それによってふらついた彼女を抱きしめて耳打ちすると……片方の口端を持ち上げて笑っていた。横目で由貴を見ながら。

　あからさまな挑発だった。憤った由貴が彼女を奪還しようと思った時、抱擁されていた遥乃が拒むどころか和真に笑みを向け、腕を掴まれたまま走り去った。

　和真を受け入れた遥乃にまたもや置き去りにされたショックと、わざと優位性を見せつけた和真への怒りと嫉妬で頭がおかしくなりそうだ。

　由貴は夜空を仰ぎ見ると、再会早々から怯えた顔を見せていた遥乃を思い出した。

　レストランでも目を合わせようともせず、話しかけるなと全身で訴えていた彼女。

　昔は由貴が好きだったとさらりと告げられたが、七年前の面影ごとその気持ちを払拭したのだろうか。すべては時効なのだと、すでに終わったものにしているのだろうか。

　和真と話している遥乃は、由貴には見せない打ち解けた笑みを浮かべていた。

　今夜彼女は同期会を口実にして、和真と親密な関係になりたかったのでは……そんなことを考えただけで、由貴の心臓が悲鳴をあげてずきずきと痛む。

　由貴は左胸に置いた手に力を込め、掠れた声を絞り出して呟いた。

「俺は……邪魔者？」

　遥乃の恋を応援し、彼女の幸せを願って引き下がった方がいいのだろうか。

　そんな弱気な問いかけに出てくる答えは、七年前と同じく〝ＮＯ〟。

　ようやく見つけた最愛の女性を逃がしたくない。

　……好きだったのだ。

　由貴の素性を知らないのに、その未来を全力で切り拓こうとしてくれた彼女が。

　厳しくてクールで容赦なく、年上の先生としてしっかりと線を引くくせに、合間合間に見せる等身大の優しさや笑顔にどきっとして……憧れと尊敬が恋に変わった。

　本音を言えば、帝都大に進みたくなかった。

　しかし進まないといけない理由があった。それがたったひとつの贖罪だったから。

　──誰のせいで僕がこんな状態になったんだよ！　僕に悪いと思うのなら、僕を演じて表舞台に立てよ。タカムラユキを捨て、タカムラヨシタカとして。

　高村由貴でいられるのは高校を卒業するまで。

　それ以降は同じ漢字の名前を持つ兄として、篁グループを牽引する後継者の道を歩まねばならなかった。

　家計を助けるためにバイト三昧の生活をしていた由貴が、実は篁家の嫡男ヨシタカの双子の弟であり、兄弟がそっくりな容貌をしていたことを知ったのは高校二年の秋。

　由貴が起こしたバイク事故の被害者が、偶然にも兄だったのだ。

　そして由貴は自分が兄のスペアとして、本家の外で血の繋がらない元使用人に育てられていたことを知った。兄になにもなかった場合、篁家とは縁もゆかりもない人生を終えるだけだが、兄になにかあった場合は自分の人生を捧げなければいけない。

　さらに由貴は兄に重度の障がいを負わせた加害者で、実の父である当主に弱みを握られてしまい、理不尽だと抵抗できる立場にはなかった。

　事故のことは伏せられ、兄は英国に一年留学するということで公から姿を隠したが、由貴は高校を卒業するまでの間に、兄が進学を望んでいた帝都大の合格を義務づけられた。

　できるできないの問題ではない。なにがあっても合格しなければいけなかった。

　だが今まで由貴は家での勉強時間をすべてバイトに費やし、学校では疲れた身体を休ませていただけで、勉強らしい勉強をしていなかった。

　教科書の理解にと、赤本や参考書を買ってもなにが書いてあるのかわからない。

　帝都大が要求する学力は、由貴の想像を遥かに超えていた。

　焦りに焦ってもがいていたのを助けてくれたのが、バイト先のマスターだった。

　──現役帝都大生に、家庭教師をしてもらわないか？

　ボランティアでいいというありがたい人物こそ、遥乃だった。

　最初はクールでドライでとっつきにくい印象があったが、どんなに学力が低くても無謀だと笑うことなく熱心に寄り添い、中学生レベルの学習から始めてくれた。

　少しでもできるようになると自分のことのように喜ぶ彼女の顔は、どきっとするほどあどけなくて可愛い。

　できない場合は、どうすればできるようになるのかを必死に考え、わかりやすい資料を作ってくれたり、繰り返しかみ砕いて説明してくれたりと、手間を惜しまなかった。

　これで無料とは忍びないと、マスターに自分のバイト代で彼女に飲食物を作ってもらっていたが、いつしかマスターの好意で代金は差し引かれることなく、ささやかな応援だと由貴の分も一緒に作ってくれるようになった。

　遥乃は由貴がどんな醜態を晒しても、見捨てることなく救おうとしてくれる。信頼感はすぐに恋へと変わり、段々と触れたい欲望を抑えきれなくなった。

　偶然を装って指先に触れてみる。

　息が詰まるほど緊張し、身体が熱くなったあの一瞬。

　全身が心臓になったように過剰に興奮して遥乃を見ると、彼女は平然としていた。

　ドキドキするのは自分だけで、彼女にとって自分はただの高校生の生徒。

　彼女の心を乱すこともできないちっぽけな自分に、無力感が襲う。

　しかし高校を卒業さえすれば、高校生という忌まわしい肩書きはなくなる。

　同じ大学に進めば、同じ土俵に上れば、男として見てくれるかもしれない。

　そんな淡い望みを確固たる目標に変えたのは、彼女の言葉だ。

　──皆、迷いながら生きているよ。未来が見えないのなら見たい未来を作るために今を頑張ろう。受験を通過点ではなく分岐点で考えて。大学は人生のゴールじゃない。出発点よ。子供の自分とは決別して、ひとりの男として生きていくための。

　〝子供の自分とは決別して、ひとりの男として生きていくため〟

　大学合格は兄のためではない。彼女と始めるための出発点だ。

　彼女と同じ大学で、自分の恋人だと堂々と胸を張って手を繋ぎたい。

　クールな彼女が実は心温かくて優しい人だということは、とうに知っている。

　彼女に男として意識されたい。もっと素顔を見せてもらいたい。

　──帝都大に合格できたら……俺の望みを叶えてくれますか。

　──わたしが由貴くんにできることがあるのなら。

　──あります。ハルノ先生と一緒でなければできないことが。

　受験日、死にそうなほど緊張していたのは、受験会場の帝都大まで応援に駆けつけてくれた彼女の方だった。

　──これ胃薬。これは鎮痛剤。もしものことがあってもこれで大丈夫。

　なぜか薬の山を持たされた。そして……。

　──これお弁当。食べたら絶対に力が出るからね！

　好きな女性から手作り弁当を渡され、喜ばない男などいないだろう。

　控え目な見かけなのに、ちょっとコゲ目がついた味わいがあるカツ弁当。

　『自分の力を信じて！』……そんなメモが入っていた。

　遥乃の優しさに守られ、受験は見事合格した。

　桜が咲いた、あの寒い卒業の日。

　合格を告げた途端、遥乃の顔はぱあああっと喜びに綻んだ。

　桜の蕾が花開くようなあの笑顔に……抑えていた愛が溢れた。

　どうしても彼女が欲しい。

　先生としてではなく恋人として、ヨシタカとなるこの先も横にいてほしい。

　彼女が自慢できるスペックになるから、ずっと一緒にいたい。

　万感の思いを込めて告白したらこう聞かれた。

　──由貴くんは……わたしのどこを好きになったの？

　クールぶっていても時折覗かせる、優しく可愛い面を好きになった。

　それは彼女が隠しきれない、正直で誠実な素顔の部分だ。

　他人のことを自分のように感じてくれるそんな女性は、自分の周囲にはいなかった。

　──正直なところ。誠実なところ。俺の周りには見栄を張ったり、嘘ばかりつく人が多かった。だけどあなたは……違った。俺のために厳しくもしてくれた。

　彼女は泣き出しそうな顔で告白を断った。

　そして彼女がその日で別れを意識していたことを悟り、必死に食い下がった。

　これから恋愛を始めようとしている自分と、これで終わりにしようとしている彼女。

　その差を埋めるべく、当初予想もしていなかった彼女の提案に乗ったのだ。

　──一夜から恋が生まれるかもしれない。俺は……それに賭ける。

　彼女に触れるたび、愛しさに胸が焦がれた。

　離したくない。ずっとひとつになっていたい。

　好きでたまらない女性の中で男になれた時の感動は、今でも忘れられない。

　同時に、彼女を女にした過去の男に嫉妬した。

　彼女はどんな男と愛を交わし合ったのだろう。

　どんな男が、この蕩けるほど甘美で淫らな快楽を味わったのだろう。

　……彼女は誰に愛を叫んだのだろう。

　途方もない愛と劣情は、強い独占欲も生み出して由貴を貪欲にさせる。

　俺を男として意識してほしい。

　俺を感じてよがって狂って、俺のことしか考えられない女になってほしい。

　俺の腕の中で、理性もしがらみもすべて……壊れてしまえ。

　──由貴くん……、先生はやめて。もう先生じゃない。

　──ハルノ……って呼んで。そっちがいい……由貴……。

　遥乃に特別な呼び方を許された瞬間、どれだけ歓喜しただろう。

　彼女は名前呼びを嫌うタイプだから、苗字呼びを求めたのだと純粋に信じた。

　──由貴……好き……好き……！

　恋が叶ったと錯覚した。

　ようやく手に入れたのだと。

　それからの彼女は大きく乱れ、自分からキスをねだった。

　喜びに溢れ、身も心もひとつになれた多幸感に酔いしれた。

　……まさか、彼女に一夜にして切り捨てられるとは思わず。

　朝、冷たいシーツを触って現実を確かめる絶望感はいまだ忘れることができない。

　部屋を駆け回り、彼女の姿を探した。

　いないことが、由貴の告白に対する彼女の返事だと悟る。

　彼女は拒んだのだ。自分と愛を育むことを。

　何度も身体を繋げて叫んだ愛は、由貴が望む合格祝いとしての演出だった。

　家庭教師と生徒という関係を、なにひとつ変えることができなかった。

　卒業して身体ごと愛を伝えてもなお。

　兄の人生を強いられ遥乃がいない未来に、どんな希望があるという？

　──うあああああああ！

　繋がらない電話、ＳＮＳ。

　聞いていた住所にあったのは更地だった。

　帝都大の学生課に問い合わせても、春野亜依はヒットしない。

　喫茶店のマスターに聞いても、マスターに遥乃を紹介した知人に当たっても、たくさんの人を介しているようで遥乃に行き着かない。

　彼女を探し続けたが、なにひとつ手がかりは得られなかった。

　わかっているのは由貴が記憶する遥乃の容貌と、帝都大生ではないのに、由貴を現役合格させられるくらい頭がいいということ。

　そして七年目にして偶然──見つけたのだ。

「離すものか」

　どんなに姿が昔と違っても、由貴にとっては愛おしい女性には変わりがなかった。

　再会して顔を見ただけで、七年抑え込んでいた愛情が生彩を放って息吹き始めた。

　他人顔をする彼女に口づけてしまうほど、愛は膨れあがって溢れ出たのだ。

「渡さない……！」

　なにもできなかった昔とは違う。

　今、自分と遥乃は対等なのだ。

　たとえ怯えられようが、視線をそらされようが、彼女が目の前にいるのなら諦めない。

　誰が好きでも関係がない。どんな男からでも奪ってやる。

　何度手を外されても、今度こそは逃がすものか。

　──由貴……好き……好き……！

　身体に燻る彼女の残火を、また燃やしたい。

　たとえどんな手を使おうとも。







第三章 あなたのように変わりたい








　同期会から三日経ったその日は、朝方から風が吹き荒んでいた。

　満開を過ぎた桜は、この風により一気に散ってしまうだろう。

　散るのは花で桜の命ではないのに、葉だけの姿はもう見向きもされないと思えばやるせない。遥乃は思わず自分の境遇と重ね合わせて、ため息をつきながら出社した。

「……あれ？　十時回っているのに、主任……戻ってこないわね。どうしたのかしら」

　フロアをよく見れば、荷物を席に残したまま課長と部長の姿もない。

　役職者が揃っていないことが妙に気にかかった時、遥乃に内線があった。




「先日、私も出席した役職者会議での英文つき資料、あれは情シス部から協力を正式依頼された三笠主任が、きみにアクセス権を与えて作らせたものだと彼女から聞いた」

　金色に光る豪奢な調度品が飾られた社長室──。

　遥乃を呼び出した川村社長は、ワンマンでパワハラ気質があると社員から恐れられている人物だ。彼と相対するのは就活の面接以来だが、好意的とは思えない威圧的な態度に恐れをなし、遥乃は向かい側のソファに縮こまって座っていた。

（話があるって……この前の資料のこと？　とても機嫌悪そうだけど、わたし……とんでもない重大なミスを犯してしまったのかしら）

　極度の不安と緊張から血の気を引かせている遥乃に、社長は話を続けた。

「あの調査の依頼主はタカムラ製薬で、開発中のある成分に関する臨床と治験結果についてのものだった。仕事を持ってきたのは篁ＣＥＯで、調査対象の成分は薬学界を騒然とさせる画期的なものだとか。ＣＥＯの背後には篁グループがある。極秘データを慎重かつ丁重に扱う姿勢を見せるべく、私を含めた重役と役職者のみ出席した会議での対応となった」

　遥乃は社長の迫力ある目力に怯えつつ、控え目に相槌を打つ。

「ＣＥＯは我が社の未来を握っている。それだけに、正確な集計力や分析力がアピールできる調査結果資料の作成は情シス部にと思っていたが、結果的にきみが作ったものは多面的な分析に優れてわかりやすく、英語版を用意していたことといい……ＣＥＯを唸らせた」

　それは褒め言葉なのだろうが、社長の顔つきはとても険しい。

「だが先ほど、タカムラ製薬と競合する植うえ田だ薬品が新薬を発表した。タカムラ製薬が開発していた極秘成分をウリにしてね。公開した資料はきみが作ったものと同じだった」

　含みある言い方に嫌な予感がする。どくんと、遥乃の心臓が不穏な音をたてた。

「あの資料の内容を知るのは極秘会議の参加メンバーと、資料を作ったきみだけ。重要職で我が社を守ろうとしている者たちが裏切るはずがない。実際に彼らと話してみたが、疑わしき人物はいなかった。とすれば、犯人はきみしかいない」

　真面目に仕事をしてきたのに、ヒラ社員だからと犯人扱いされるのは理不尽すぎる。

　怒りを抑えて遥乃はきっぱりと否定したが、社長の疑いは晴れなかった。

　それどころか、社長は冷ややかにこう言ったのだ。

「──きみという証拠もある」

「証拠？」

「社内システムのログを情シス部に調べさせた。三笠主任がきみに与えたアクセス権の有効期間は会議当日中までだったらしいな。会議が終わった日の終業後、きみのパソコンから外部機器に調査データがコピーされた記録が残っていた！」

　どうだと言わんばかりに声高らかに告げられたが、遥乃には寝耳に水だ。

「わたし、コピーなどしていません！　データは社外秘であることを心得ています。第一、社内システムは外部にコピーできないよう、プロテクトがかかっているはずです！」

「それが外されたログも残っている」

「わたし、外し方なんて知りません。なにかの間違いです！」

　遥乃はログの不当性を訴えたが、社長は手でばんとテーブルを叩いて遥乃を黙らせた。

「しらばっくれるな！　ログに残っているんだ！」

　社長は怒声を飛ばすと、ログが記載された紙と報告書をテーブルに広げた。

　書類は確かに、遥乃には見覚えのない行動がログとなって記載されている。

　そのことに衝撃を受けつつ、どうすれば身の潔白を証明できるだろうと必死に考えていた遥乃は、ふと書類に記されている日時に目を細めた。

「社長。この日時は……社内におりません。外で食事をしていました」

　それは、桜の見えるレストランで同期会をしていた時間帯だったのだ。

「証明できる者は？」

「営業の遊佐くんと……」

　その続きを言い淀んでいると、社長が厳しい顔をして続きを促した。

「篁ＣＥＯです」

　すると案の定、社長は信じない。

「なぜＣＥＯが、資料作りしか脳がないヒラ社員と、接点のない遊佐と食事をするんだ！　ありもしないことをでっちあげるな！」

「事実なんです。社長、まずは遊佐くんと篁ＣＥＯに確認をとって……」

「とるまでもない！　苦し紛れのそんな嘘に騙されると思うのか！」

　社長はなにひとつ信じようとしなかった。

「植田薬品のスパイが社内にいて極秘情報を漏らしたなど、タカムラ製薬……いや篁グループはどう我々に責任を迫るか……！　ＣＥＯだって憤慨して……」

　その時、ノックの音がして秘書の声が聞こえてきた。

「社長、お話し中申し訳ありません。篁ＣＥＯがお越しになり……」

　途端、社長は激しく遥乃を睨みつけながら返事をする。

　ドアが開いて三日ぶりに由貴が現れると、社長は立ち上がって深く頭を下げた。

「ＣＥＯ、このたびは本当に申し訳ありませんでした。この相原が犯人だということを突き止めたので、即刻、懲戒解雇と法的な措置を致します」

（解雇……法的措置!?）

　遥乃は震え上がりながら、社長に訴えた。

「社長、違います。わたしではありませ……」

「嘘をつくな。ＣＥＯに謝らんか！」

　遥乃は由貴を見た。ぞくりとするほど冷厳な面持ちで遥乃を見ている。

「ＣＥＯ、嘘ではありません。わたし、そんなことしていません！」

「証拠があるのにまだしらを切るのか！　ＣＥＯに謝るんだ！」

　社長は鬼気迫る顔でそばにやってくると、遥乃の髪を鷲掴んで頭を下げさせた。

　毛髪が抜けそうな痛みと恐怖と屈辱に、遥乃の身体がカタカタと震える。

「……社長、おやめください」

　由貴の声音の低さは、彼が激しい怒りを抑えていることを告げていた。

（由貴くんもわたしが犯人だと思っているんだ……）

　ショックを受ける遥乃の耳に、激昂した社長の声が届く。

「いいえ、この女、嘘ばかりついて……ほら、土下座をして詫びろ！」

　そのまま力尽くで押さえつけられた遥乃は、床に崩れながら悔し涙をこぼした。

　嘘ではない、これは濡れ衣だ。それなのに声が届かない。もう声が出てこない。

（由貴くんの前で嘘ばかりついていた罰？　だから信じてもらえないの？）

　しかし──由貴の怒りが向けられたのは遥乃ではなかった。

「やめろと言っているんだ。彼女から離れろ！」

　社長は驚きと恐怖に飛び上がって、遥乃から離れた。

　由貴は遥乃の隣に立つと、彼女の頭を優しく撫でる。

　それは社長のように冷たく突き放すものではなかった。信じてくれたのだ。

　温かなその手のぬくもりが心に染みて、遥乃は俯いたまま涙をぼろぼろとこぼした。

　由貴は遥乃と隣り合ってソファに座ると、向かい側に座る社長から渡された〝遥乃が犯人である動かぬ証拠〟に目を通したが、すぐに社長の言い分を否定する。

「……彼女は無実ですね。三日前のこの時間、私と遊佐さんと三人で食事をしていました」

　遥乃同様にログの時刻に注目した由貴は、背広の内ポケットから名刺入れを取り出し、いつ貰っていたのか……小綺麗な店の名刺を社長に見せる。

「お疑いならここにご確認ください。枝垂れ桜が見える特等席……予約していた遊佐さんの名前で、店側も三人客をすぐに思い出してくれるでしょう。なんなら彼女と私の写真を見せてもいい。その方が確実だ」

「ほ、本当に一緒に食事を!?　なぜＣＥＯがふたりと……」

「この時間はプライベートな時間。私がどこで誰となにをしていようが、社長に報告する義務はないと思いますが」

　由貴に冷たくあしらわれ、社長はもごもごと口籠もった。

「社長。ログが示す犯行時刻は私が彼女と一緒にいた。どうしても彼女を犯人にしたいのならばこのログは捏造されたものだということ。捏造の事実をお認めに？」

「と、とんでもない。情シス部が捏造など……」

「ならばログが示す時間帯に、誰かが彼女のパソコンを操作したことになりますね」

「そ、そう……なりますね……」

　社長は自分より立場が上の由貴には強く出られない。引き攣った笑みを浮かべている。

「では社長。無実だった彼女に謝罪を」

　怒りを潜めた低い声が響き、遥乃は慌てて言った。

「結構です。ＣＥＯが私のアリバイを証明してくださったのだから、それで……」

　だが厳しい面持ちをした由貴は、遥乃の言葉を聞き入れなかった。

「相原さん。会社のトップが社員の訴えを無視して犯人にした挙げ句、罵倒して力尽くで謝罪させた。これはあってはならない最悪のパワハラ案件だ。なあなあにしてはいけない」

「……っ」

「社長。あなたは彼女の尊厳を傷つけた。それに対して詫びるのが礼儀だろう！」

　怒鳴られた社長は真っ青な顔で完全に萎縮し、慌てて遥乃に謝罪をした。

　由貴が厳しいＣＥＯというのは、間違いないことのようだ。

　彼は誠意が見られない謝罪に不満そうだったが、遥乃がこれでいいと合図すると、渋々それで手を打った。そして話題を変え、防犯カメラを確認したかと社長に質問する。

「防犯カメラは……フロアには設置していません。経費削減に取り外して……」

「そんなところを削減してどうする！」

「ひぃぃぃぃ！　すぐに手配しますので……！」

　由貴は大きく深呼吸をして、怒りを落ち着かせてからさらに質問した。

「残業していた人物は？　社内システムで管理しているだろう」

「あの日は誰も残業しておりませんでした。ただフロアを最後に出たのが三笠主任のようで……。そうだ、彼女かもしれません。アクセス権を発行したのは彼女だし」

　社長は今度、華を疑い始めた。ＣＥＯがいる手前、どうしても早急に犯人を見つけて断罪しないと、責任者としての面目が立たないのだろう。

「主任ではない。帰ったふりをした誰かが、誰もいないフロアに戻ってきたか、あるいは他部署の社員が……という線も考えられるな」

（どうして主任ではないと言い切れるんだろう）

　疑問に思う遥乃の横で、由貴はしばし考え込むと社長に言った。

「ここでは結論が出ませんので、データ漏洩の件はまた後日連絡をします。それと相原さんの話を聞きたいので、このまま連れていきます。職場に戻っても不当な扱いをされたことで、いつも通り仕事をする心境にはならないでしょうから」

　由貴は皮肉を込めた言葉を口にすると、遥乃に目を向ける。

　正直、由貴とは距離を置きたいが、遥乃を救おうとしてくれた彼を拒むことはできない。

　素直に由貴に従うことにした遥乃は、社長室を出て帰り支度を終えた後、エントランスホールで待つ由貴とともに退社した。

「この会社では、どこの誰がスパイ行為をしているかわからない。安全なところであなたと話したい」

　由貴は運転手つきの車に遥乃を乗せると、そう言ったきり厳しい顔をして物思いに耽った。言葉をかけられるような雰囲気ではない。遥乃は礼を言い損ねたまま、彼の会社であるＴＣＦに連れてこられた。

　天に聳そびえ立つ近代的な建物は、篁グループの御曹司がトップに立つに相応しい威風堂々としたものだ。

　受付嬢は気品ある美女ばかりで、由貴を見ると揃って立ち上がって一礼する。

　由貴はその前を通り過ぎて、直通エレベーターで最上階へと向かった。

　社長室に招かれたタイミングで、遥乃は深々と頭を下げて礼を言った。

「わたしを信じて助けてくださり、ありがとうございました」

「きみではないんだろう？」

「はい。わたしは一切そうした不正をしていません」

　由貴はふっと笑うと、遥乃を黒革の応接ソファに座らせ、その隣に腰かけた。

　遥乃は慌てて向かい側に移動しようとしたが、由貴は遥乃の手を引くと隣に座らせた。

　そして手を握ったまま、こう言った。

「実は……三笠主任から電話があってね」

　──相原さんが疑われています。しかし彼女はそんなことをする子ではありません。誰よりもコンプライアンスを遵守する真面目な社員です。ですが、彼女が犯人だと示す証ロ拠グがあるようで。なにかの間違いです。彼女は濡れ衣です！

「主任が……？」

「ああ。先日の会議で英国人の所長が、資料作成者は当然語学が堪能だと思って英語で話しかけた。それに唯一対応できたのが三笠主任だった。そのため資料を作ったのは情報システム部ではなくて彼女だったということで話は落ち着いたけど、前に言った通り俺は、あなたが作成したのだと思ったから、会議終了後に主任と話したんだ」

　──仰る通り、相原さんが作った資料です。

　華が素直に認めたのが意外だった。

　──相原さんが作ったのだとおわかりになったのなら、彼女の優秀さもご存じでしょう。私は相原さんを資料作成だけに留めておくのは惜しい人材だと思っています。

「え……？」

　──資料作成をさせることで、今なにが問題になっているのか、なにが会議のテーマなのか、彼女にわかってもらいたくて。しかし彼女は欲がない。どんなに煽っても覇気がなく、言われたことだけしかこなさないことに私……いらいらしてきついことしか言えなくて。

　──いかに優れていても、実績と積極さがなければこの会社では見向きもされません。上に彼女の有能さをわかってもらおうと色々苦心しましたが、実績をまず作らせろとばかり。しかし彼女がそれを望まぬ以上無理強いもできず。資料作成を命じるしかできなくて。

　──今回は情シス部のいる手前、私が協力して作成したということにしましたが、必ず彼女を表にひっぱり出し、その時に今回の資料は彼女が作ったのだと上層部に報告します。

（本当にそんなことを、あの主任が？）

「彼女はきみの手柄で出世したことを心苦しく思っているようだった。きみがどんな理不尽な要求にもあまりに従順すぎるから、あなたを蔑んだり意地悪をしたりすることで、あなたの闘志と積極性を引き出して、プロジェクトに抜擢しようとしていたらしい」

「……っ」

「彼女はこうも言っていた。どれだけ膨大な仕事を申しつけても文句ひとつ言わず、必ず完璧にこなしてくる。ひとつを言えばそれ以上のもので返してくる。これだけ出来のいい部下を持つことは上司としては頼もしく、同時に脅威でしかないと」

　俄にわかには信じがたい。由貴の印象をよくするためのリップサービスかとも思ったが、実際社長は、遥乃が資料を作ったことを華から聞いたと言っていた。華は保身のためではなく遥乃の優秀さをアピールすることで、ログが犯人だと示した遥乃を庇おうとしたのだったら？　それでも庇いきれなかったから、由貴に連絡したのではないか。

「少なくとも、ログがあなたを犯人だと示していても、彼女はきみが犯人ではないことを信じてくれと俺に言ってきた。それだけの信頼はあるんだよ」

「……はい」

　華には礼を言わなければいけない。

　こうして由貴に連絡してくれたおかげで、あの横暴な社長から逃れられたのだから。

「ＩＲソリューションの調査力や分析能力は俺も評価している。だが社長が慎重派の重役を退けてから、ワンマン経営に拍車をかけてね。経営指導するために資料を読む限りでも、特にここ数ヶ月は管理体制が杜ず撰さんになり、何度か調査データが流出していたり、経理にも不正な金の流れがあったりした。社長に指摘しても改かい竄ざんや上辺だけの対策しかしないから解決に至らない。恐らく俺を甘く見ているのだろう」

　由貴は小さく笑って続ける。

「そこで今後を占うためにもタカムラ製薬の仕事をもってきた。流失の可能性があるのに極秘情報を持ち込むなど危険なことはしないよ。ただし社長には大げさに言っていた。万が一この情報を流出させ、さらに今までのような生温い対応で根本的な元凶を断とうとしないのなら、ＩＲソリューションの未来はないと」

　社長は由貴の本気を見たから、会議に責任者ばかりを集わせて、きちんとやっていますアピールをしたかったのだろう。だが結果的に情報は流出。だから遥乃や華を犯人に決めつけて解雇や法的措置をすることで、厳しい処断を下したことを由貴に見せようとしたのか。

「調査対象の薬の成分は、タカムラ製薬が実際に開発していたものだ。それを英国人のあの所長がデメリットの方が多くて危険だと提唱し、それを受けてタカムラ製薬は開発を正式に中止したんだ。だからタカムラ製薬には、さしたるダメージはない」

（よかった……）

「あなたがまとめたのは、所長が反対した根拠とする……英国で先になされていたアンケートのデメリット事項を抜いたものだった。所長はそれ以外の項目であなたが分析した資料を読んで改良点を思いついたそうだ。近々、日英共同で研究開発されるだろう。同じ資料で改良点を見い出せずに、人の褌ふんどしで相撲すもうをとろうとした植田薬品は、篁グループを舐めた報復を必ず受けるだろう」

　被害にあったのはどちらなのか。由貴の冷淡な微笑みに、遥乃は寒気を覚えた。

「それと、あなたが作った資料は成分についての見解を連ねたもの。あれだけを見てすぐ、タカムラ製薬が開発していたものと同じ新薬を考え、公表できるとは思えない。恐らくはタカムラ製薬の中にもスパイはいるのだろうな」

　そして由貴は、握ったままの手にぎゅっと力を込めて、低い声で呟く。

「俺は、あなたを犯人に仕立てた産業スパイを許さないよ」

「……っ」

「そのせいであなたは社長からあんな暴力を受けた。社長室に入った時を思い返すだけで怒りに腸が煮えくり返る。犯人が犯行の決め手となるように、ログを利用した証拠を残していなかったら、あなたはそんな目に遭わずに済んだものを……」

（わたしのログイン情報を知り、プロテクトも外せて、ログを利用してわたしのせいにできたということは、機械に熟知した人間……？）

　遥乃はふと、華のことを思い出した。

　なぜ華は遥乃が犯人ではないと確信して、由貴に連絡したのだろうか。

（仕事の評価でここまで確信できるもの？　もし彼女が犯人だったら、わたしを庇うという行動が矛盾している。……真犯人が誰か知っているとか？）

　たとえば──華が追いかけている片平課長。

　機械に精通している彼なら遥乃のログイン情報を調べ、ログを書き換えたりプロテクトを外したりできる。機械操作する技術があれば自分のアリバイは証明できるのだ。

　彼女は片平がしていたことを知り、その罪悪感から遥乃を庇ったと考えられないか。

（思い返せば同期会の翌朝、わたしの席の椅子が妙に机から離れていたような。調査データは上役も自席から閲覧編集できる社内システムに保存している。わたしの席でアクセスしてコピーがされたというログが本物なら、会議で配布された資料を相手に手渡したり、スキャナでデータ化したりしなかったことといい……わざとそのログを作りたかったとしか思えないわ。それが表沙汰になるまでの三日間、主任の様子は普通だったけど……）

　そんなことを思いながらすっと手を引き抜こうとしたが、由貴は離れない。

「あの、ありがとうございました。ＣＥＯのおかげで……」

「先生」

　由貴は再度の遥乃の謝罪を遮った。

　先生と呼ばれるだけで、過去の情事が蘇ってどきりとする。

「知ってる？　先生と呼ぶとあなたが女の顔をするの。七年前も今も」

　由貴は艶然と笑い、握ったままの手を持ち上げて、彼女の手の甲に唇を落とした。

「思い出してよ……。俺と愛し合った時のこと」

「な……っ」

「俺はずっと覚えている。あなたのどこをどうすれば、あなたが気持ちよくなったのか。あなたの感じている顔、あなたの啼き声……あなたの感触、すべて」

　今度はその手に舌を這わせてくる。

　──ずっと……こうしたかった。あなたを……ひとりの女として、愛したかった。

「わたし、帰……」

　手を振り払って立ち上がろうとしたが、由貴に抱きしめられた。

　ふわりと彼の香りが鼻を擽る。

　心地よく、それでいて官能的でもある……愛する人の香り。

　脳が甘く痺れてきそうだ。

「帰さないよ。俺はあなたを助けた。感謝は行動で示すべきだ」

「そんな……」

「俺だって男だ。下心があって行動することもある。特にあなたが相手なら、どんな手を使ってでも俺の元に引き留めたい。離したくない……！」

　由貴の声の熱が伝染したように、体温が上がってくる。

　嬉しいと身体が悦んでいる。

（ああ、諦めないといけない人なのに……）

「遥乃先生。好きだ」

　ぎゅっと強く抱きしめられる。

「あなたが好きでたまらない」

「わたし……」

　男の力強さを見せつけ、抵抗すら赦さない。

「何度ふられたって構わない。ふられて終わる恋なんてしていない。好きだったと──たとえあなたから過去系にされても、俺は過去の男では終わらない。終わらせるものか」

　強気で言い切った由貴は、遥乃の顔を両手で挟んで唇を奪った。

　その唇はかすかに震えていた。

　いけないと唇を離しても、熱を帯びた切なげな瞳に吸い寄せられ、また唇が重なる。

（こんなのだめ。だめだとわかっているのに……）

　心とは裏腹に身体は悦んでいる。

　無意識に薄く開いた唇から舌が差し込まれ、縺れるようにして互いのそれは絡まる。

「ん……っ」

　ぞくぞくとする感覚に甘い声を漏らしてしまうと、由貴から艶めかしい吐息が聞こえた。彼はねっとりと舌を絡ませながら遥乃の頬を撫でる。

　愛しいと伝えてくる。

（ああ、好き。わたし……今でも由貴くんのこと……好き）

　身体は覚えている。

　彼の愛の大きさ、心地よさを。

　溶け合いたいと身体が泣いている。

　ずっとずっと恋い焦がれてきたのだと、だから彼を離すなと叫んでいる。

（釣り合うわけがない。忘れなきゃ……今度こそ本当に。突き放さなきゃ……）

　静かに唇が離れる。

　名残惜しいという眼差しを受け、どうしていいかわからずに遥乃は目をそらした。

「……遊佐さんが好きだから？　彼と付き合ったのか、食事をした日に」

　突然ぶっきらぼうにそんなことを聞かれ、遥乃は慌てて否定する。

「遊佐くんは、たったひとりの友達よ。付き合ってないわ」

　熱を孕んだ黒い瞳が揺れている。取り込まれそうになり、再び遥乃は目をそらす。

「俺の目を見て。あなたがレストランから出た後、あなたと彼を見た。あなたはぐいぐいくる彼を好意的に受け止め、腕を掴まれたままで仲良く帰った。あなただってさすがに、遊佐さんの行動がただの友達の域を超えていることはわかったはずだ」

「……っ」

「あなたが遊佐さんに愛感情がなくても、俺とは違うよね。彼への態度は」

「あなたは……友達じゃないし」

「過去に終わった男は、友達以下の存在？」

　悲しげな自嘲とともにやるせない声が向けられて、口籠もった遥乃の胸が痛んだ。

　本当のことを言えたら、どんなに楽だろう。

「あなたがどんなに友情を大切にする人でも、俺はあなた以上に大切な存在はいない。あなたに抱く感情を友情にはできないし、あなたという友達はいらない。七年前から再会した今までずっと、欲しいのは恋人としてのあなただ。……遥乃さん、横を向かないで」

　遥乃の顔に由貴の両手が添えられ、正面に固定される。

「俺は一途にずっと、あなたに恋い焦がれている。七年以上も蓄積したこの想いのすべてを、どうすればあなたに伝えることができるだろう」

　切ない声に、涙が出そうになる。

「ねぇ、両想いだったんだろう？　だったら、七年前に愛し合った時のことを思い出してよ。セックスをしてもっと好きになって、幸せでたまらずに泣きそうになったのは俺だけ？　ずっと会いたくてたまらなかったのは俺だけ？」

　心が痛い。

「由貴くん。七年も経っているのよ。持続している熱はただの執着。わたしがあなたにとって初めての女だったから……」

「俺は、あなたへの気持ちが執着なのか恋なのか、判断つかない子供じゃないよ」

「……っ」

「あなたは今でも俺のことを子供扱いして突き放そうとしているけど、あれから七年経ったんだ。俺は二十六歳の成人、あなたがつく嘘くらいもう見抜ける」

「嘘じゃ……」

「だったら、俺の目を見て言ってくれ。俺にはもう恋情はない？」

　切なげに揺れ、吸い込まれそうなほどに純粋な光を灯す黒い瞳。

「遥乃さん。俺は今でもあなたが好きだ。あなたは？」

「わたしは──」

　否定の言葉が続かなかった。

「わたしは、由貴くんのことを……」

　もう、嘘をつくのが嫌なのだ。

　何度も何度も嘘をついてきたことを恥じ、悔いた。

　赦してくれた彼をふってしまった三日前もそうだ。

「……泣くなよ。泣かないでくれよ」

　由貴が、遥乃から流れた涙を唇で掬い取る。

「あなたを傷つけたり、苦しめたりしたいわけじゃないんだ。あなたを幸せに……あなたを笑顔にしたいだけなんだ。誰でもない俺が……！」

「……っ」

「言ってくれ。今度はなにがだめ？　なにがあなたを縛っている？　俺はもう子供じゃない。あなたを守れる大人だ！」

「わたしは……釣り合わない」

「だったら釣り合うように、頑張るから」

「違う、あなたがじゃない。わたしが！　光り輝くあなたに釣り合わない」

「それは思い込みだ。あなたのコンプレックスがあなたを雁字搦めにしているだけ。俺にとってあなたは……」

「馬鹿で地味で冴えなくて。嘘つきな上に取り柄も才能もなくて。社長からもスパイからも簡単に犯人にされるくらい、侮られて。でもあなたは違う。あなたは誰もが羨む、篁グループの次期総帥。天と地ほどの違いがある。馬鹿なわたしでもそれくらいの現実は……」

「俺は！　高嶺の花のあなたを手に入れようと必死に努力した。差を縮めるため、あんなに馬鹿だったのに帝都大に合格した。あなたは俺を手に入れるために、なにも努力しないで逃げるのか？」

　遥乃ははっとする。

「七年前。少なくともあなたは立ち直ろうと姿を変えて、俺の家庭教師をしたんだろう？　そしてあなたは俺を通して夢を実現した。それくらいの実行力があるのに、どうして俺が相手の恋愛であれば、簡単に諦める？　俺は帝都大以下の存在か？」

　手を差し伸べてくれなかった帝都大と由貴は違う。

　彼はこんなにも必死に手を伸ばしてくれているじゃないか。

　その手を無視しているのは──自分自身だ。頑なな心だ。

「今のあなたは俺の肩書きばかり気にして、俺の中身を見てくれない。七年前は高校生だから、生徒だからと突っぱねて、今はＣＥＯだから篁グループの御曹司だからとまた突き放す。七年前、あなたが好きになってくれたのは、そんな肩書きではないだろう!?」

　そうだ。由貴だから好きになったのだ。

「逃げるな。逃げないでくれ。俺の手をとれよ。俺はもう、なにもできない子供じゃない！」

　悲痛な叫びを無視するほど、自分は非情ではない。

　好きなのだ。

　彼と目が合うだけで、好きでたまらないのだ。

　だけど──勇気が欲しい。彼と歩ける自信が欲しい。

「明日の土曜日……わたしに時間をくれませんか？」

「え？」

「あなたの中に飛び込むには、わたしに覚悟が必要なの。それくらい今のわたしは、劣等感でだめだめだから。だから……努力してみる。由貴くんと真剣に向き直ってみる。それでもだめな時は……」

「悲観的なのはあなたの悪い癖。いいよ、俺……あなたが納得するまで、どこまでも付き合う。明日……デートしよう」

　彼は微笑んだ。七年前の面影のまま。

　前に踏み出してみよう。

　ここまで心を曝け出して求めてくれる彼を、もう置き去りにはしたくない。

　頑なだった自分を連れ出そうとしてくれる優しい人。

　今度こそ、嘘偽りのない正直な自分で相対するために。







第四章 もう嘘をつきたくない








　土曜日──。

　待ち合わせは、懐かしい喫茶店『シャンテリー』の前。

　見知らぬ人がマスターになっているが、喫茶店の外観はそのままだ。

　七年前と同じ桜の木は今も健在で、遥乃はほっとする。

　待ち合わせよりもかなり早く来た遥乃は、ずっと桜に願いを込めていた。

「お願い、力を貸して」

　七年前から恋の桜は、蕾も咲かなくなった。

　どうか今、彼への恋を養分にして、自分の中の桜が咲きますようにと。

　それから十分くらいして、ダークグレイのジャケットを羽織った由貴がやってくる。

　遥乃よりも遅れてきたといっても、待ち合わせの一時間前だ。

　髪をおろした彼はジャケットから白いカットソーを覗かせ、細身の黒いデニムですっきりと長い足を魅せている。

　清潔感と大人の男の品格を醸し出していて、まるでモデルのようだ。

（美形なのはわかっていたけれど、いつも学ランかスーツ姿しか見ていなかったせいなのか、私服姿がやけにドキドキする……）

　そんな由貴は爽やかな笑みを見せて、遥乃に声をかけようとして……照れて蹲うずくまる。

「遥乃さん……。それは反則だわ」

「反則って……え、ミスチョイスだった？」

「その逆。可愛すぎて……俺がやばい」

　俯く彼の耳が真っ赤で、遥乃もつられるようにして真っ赤になってしまった。

　野暮ったかった長い黒髪はピンクがかった春色に染まり、軽いエアリーパーマをかけた肩までの短さになっている。

　昨日の帰り、七年前と似た髪型を意識して人気美容師にオーダーしたが、今の方がしっとりと大人の女性に見えるよう、最新技術が施されている……らしい。

　化粧は昔のように、きつめのしっかりメイクで自分を隠すのではなく、今の化粧方法にもう少し手を加えた程度のナチュラルメイクにした。

　睫毛をカールさせたりマスカラをつけたり、少しラメが入ったアイシャドウをつけたり。リップも仕事用のものとは違い、ローズ系のつやつやなものだ。

　正直、リップはどの色がいいのか、人気ブランドの化粧品店で迷った。

　すると隣で同様にリップを迷っている若い女性がいて、自然と目が合い言葉を交わした。

　──私、大人の女性に思われたくて……。

　可憐なお嬢様風の女性は二十歳そこそこぐらい。そのままでも可愛いのに、好きな人のために背伸びをしてみたいのだという。

　──でも色々あると、どれが自分に似合う色かわからなくなって……。

　店員が接客中のため迷っていたようだ。

　遥乃は、同じ境遇なら互いに似合う色を探してみようと提案し、遥乃は青みピンクベージュを、彼女は今遥乃がしているローズ系を選んだ。

　──絶対これ、お似合いだと思います！

　今までお洒落のことを話す友達もいなかった。

　名前も連絡先も知らずに別れた、年下の可愛い女の子。一緒にきゃあきゃあ言いながらリップを選んだのは楽しかった。

（彼女も好きな人のために頑張っているかな……）

　そして着ているのは、ふわふわとしたモーブピンクのワンピースだ。

　こんな女性らしい色とデザインの服を買ったのは、いつぶりのことだろう。

　家にあったのは、安さと着回し重視の色味のないださい服ばかりだった。

　色彩ある世界に飛び込むのは勇気がいるけれど、自分を変えてみたかった。

　由貴に真剣に向き合うためには、今のままではいけない。

　由貴が懸命に勉強に励んだように、自分も努力している真摯な姿勢を見せたい。

　そう思っていただけに、遥乃の変化に由貴が喜んでくれたのは嬉しく、そして面映ゆい。

「こんなにお洒落してきてくれるとは考えてなかった。しかも俺の好みど真ん中突いてきて……。遥乃さんが俺のために……だめだ、嬉しすぎて顔が緩む。ああ、我慢できない」

　由貴は遥乃の手を引いて抱き寄せると、ローズ色に艶めく唇を奪った。

　遥乃は突然のキスに驚いたが拒まず、そっと目を閉じて躊躇いがちに由貴の背に手を回した。すると由貴はやるせない吐息を漏らした後、遥乃の後頭部を優しく撫でて喜びを伝えながら、何度も角度を変えて唇を重ねてくる。

（素直になろうとしたせいか、いつものような切なさより幸せを強く感じる……）

　至福感に酔いしれる中、名残惜しげに唇は離れたが、由貴の視線は遥乃に絡みついている。

　情熱を宿した黒い瞳は愛おしげに細められ、それを見ただけで胸の高鳴りが止まらない。

　七年前、仮初めでも愛を分かち合った時のように、由貴もまた幸せそうだったからだ。

（わたしの態度ひとつで、由貴くんの表情も変わるんだ……）

「移らない口紅だけど……ついちゃったかも」

　気恥ずかしくてつい視線を外してしまったが、今までのような拒否感からではない。

　それを伝えたくて遥乃は由貴の服を手で掴むと、こつんと額を彼の胸にぶつけた。

「いいよつけて。俺はあなたのものなんだから。あなたの印をつけてよ」

　由貴は遥乃の頭を撫でながら、優しく囁く。

　きゅんとなりながら遥乃は言った。

「……ここが人通りがない裏路地でよかった」

「別に大通りでも俺は構わないけど。でも遥乃さん、わかってる？　ここってシャンテリーの窓の前。客がいたらガン見されていると思うけど」

「え、えええええ!?」

　我に返った遥乃は慌てて由貴から離れようとしたが、笑い声をたてる由貴は遥乃の手を掴んで引き寄せ、逃さなかった。

「俺から離れようとしたら、あなたの腰を砕くようなすごいキスをするから」

（腰砕けになるようなキス……）

「なにその……嬉しそうな顔！　そうか、そんなに期待しているのならお望み通り……」

「違……期待なんてしていないから！　ゆ、由貴くん……見られているからああ！」

　近づいてくる端正な顔。仰け反って叫ぶと、由貴は笑って遥乃の頭を撫でた。

「だったら誰も見ていないところで、堂々とすごいのをしようか。……約束」

　キスをやめた由貴は、代わりに遥乃の左手をとって持ち上げると、その薬指の根元に唇を落として、意味深な眼差しを寄越して妖艶に微笑んだ。

　どうしてその指なのか──無邪気に尋ねられないほど、ドキドキして苦しい。

　沸騰した顔を俯かせた遥乃に、由貴はくすりと笑って語りかけた。

「遥乃さん、どこか行きたいところはある？」

　遥乃はいつも誰かに合わせ、自分の意見を封じていた。

　だけど特別な今日は、自分の心を出してみたいと思う。

　ゆっくりと、少しずつ。

「昔からわたし……由貴くんと、美術館に行ってみたかったの。前に上野に花見に行った時、美術館にルネッサンス期の絵画が……」

　すると由貴は長財布を取り出し、中からなにかを抜き出して遥乃に見せた。

　それはまさに今、遥乃が口にした美術館のチケットだった。

「俺も七年前から、あなたと美術館デートをしたかったんだ。あなたと美術史を語り合うのがとても楽しかったから。昨日あなたが帰った後速攻で……あなた好みだと気になっていた美術館のチケットを買いにいった。こんなに興奮して美術館のチケットを買う奴って、俺ぐらいだよね。大人なあなたとの健全なデートプランを練っていた昔を思い出したよ」

　彼は誠実で等身大の愛を育もうとしてくれていた。

　それをねじ曲げてしまったのは、彼の想いを断念させようとした遥乃自身。

「家庭教師と生徒という関係から外れて、今日はひとりの男としてあなたとふたりきりで過ごす時間ができて、俺がどれだけ嬉しいのか、どれだけそれを望んでいたのかを感じて」

「わかったわ」

「……で、上野には花見に誰と行ったの？」

「え……？」

　がっちりと指を絡めて手を握られながら、向けられる笑みはどこか黒い。

「あなたが言ったんじゃないか。……で、誰と？」

「そ、その……友達と」

「へぇ、友達ってたったひとりの？　四日前、ふたりになりたいと訴えた俺を置き去りにしたあなたを、俺に会計をさせて先に追いかけた遊佐さんのこと？」

　声には棘があり、握った手をぎゅうぎゅうと力を入れてくる。

「あなたは大通りで抱きしめられても拒まず、ふたりの仲を進展させたのか。友情にかこつけてあなたとデートできるなんて羨ましいなー。たったひとりのお友達」

「そ、その……。学生時代、友達だった子と花見でわいわいしていたから……」

「同じ友達でも、遊佐さんはあなたに告白したんだろう？」

「聞いていたの!?」

　その返答に、「憶測だ」と由貴はむすっとする。

「こ、告白はされたけど断ったわ。友達として今後もよろしくということで花見に……」

「あなたと付き合ったわけでもない俺が言うのもなんだけれど、面白くない。俺の時は、断って放置したのに、友情を感じればフォローするんだ？」

「そ、それは……」

「つけあがるよ、あいつ。俺を挑発していたくらいだから」

　由貴は冷たく言い捨てた。

「挑発？」

　しかし由貴はそれに答えなかった。

「今日はすべて俺との思い出で上書きするよ。打算的な友情なんかに負けてたまるか」

「打算的って……。純粋に……」

　由貴は遥乃の額を小突いた。

「男で信じるのは俺だけにして。俺は……なにがあってもあなたを裏切らない。どんな手を使ってもあなたを離さない」

　艶然とした大人の色気を漂わせ、由貴は言う。

「覚えておいて。俺は生半可な気持ちであなたを想っているわけじゃない。七年以上も蓄積されたあなたへの恋心、甘く見るな。簡単には揺るがない」

「……は、はい」

「わかればよろしい」

　由貴は遥乃の頬にちゅっと唇を寄せると、赤くなった遥乃を見てふっと笑った。

　七年後の由貴は、遥乃を翻弄させる大人の男だ。

　これが元生徒で、自分がクールな教師面をしていただなんて、信じられない。

　──逃げないでくれ。俺の手をとれよ。俺はもう、なにもできない子供じゃない！

　子供なのは自分の方だ。

　七年前から、一歩も進めないでいる。

　膝を抱えたまま、しくしくとただ泣いていただけだ。

　そんな自分はもう嫌だ。由貴と一緒に歩きたい──遥乃は強くそう思った。




　ルネッサンスとは、フランス語で〝再生〟や〝復活〟を意味する。

　その語源となるのは、ルネッサンス期に黄金時代を築いたイタリアの〝リナシタ〟……再生という意味を持つイタリア語らしい。

　古代芸術の復興が主立っていたこの時代、神話や聖書などをモチーフにした絵画が多く、特にキリスト教的な教会絵画は、精緻で生々しく、そして神々しい。

　遥乃と由貴は、覚えている知識の答え合わせをしながら、普段お目にかかれない絵画を間近に見ては感嘆していた。

「再生や復活……そんな願いの込められた絵画だからなのか、すごくパワーが伝わってくる気がする」

　由貴はそう笑うと、後ろから遥乃を抱きしめ、耳に囁いた。

「俺が心から愛する女性の中に、七年前に消えた愛が復活し再生しますように」

「……っ」

「俺にとってあなたは、ここにある聖母や女神より綺麗で光り輝いている。いつだってあなたはそんな存在だ。あなたは自分のことを地味だとか冴えないとか言っていたけれど、俺はそう思わない。むしろ、他の男の前ではもっと地味にしてほしい。そうすれば、あなたがこんなに綺麗な女性だって、誰も気づかずにすむのだから」

　美術館では大きな声は出せない。

　だからとはいえ、熱っぽい声でそんなことを耳元で囁かれたら、嬉しさとときめきに脳からどろどろと溶けてしまいそうになる。

「あなたは知識も外見も内面も……素敵だよ」

　自信などなかった空っぽの心に、由貴の言葉がふわりふわりと降りそそぐ。

　まるで桜の花びらのようだ。

（どうしてそういうこと……言っちゃうのかな。わたしをどうしたいのかな……）

　こんな大切に、お姫様みたいに。

「出ようか」

　手を繋いで美術館を出ると、由貴は花見をしたいと言い出した。

「花見をするのは、友達じゃなくて恋人！　だからあなたとしたい！」

　時に子供のようにムキになって、

「実は俺……屋台って初めてで。遥乃さん、リンゴ飴……好き？　……なにその微妙な顔。もしかして遊佐さんと食べたとか？」

　時にどこまでも鋭く。

「はい、遥乃さんのリンゴ飴。これはね、友達同士で食べるものじゃないよ」

　遥乃に囓らせた後、由貴はリンゴ飴を奪い取った。

　そして妖艶な流し目を寄越して、遥乃が口をつけた部分に唇を寄せると、うっとりとした顔で舌をくねらせ、遥乃の名残を丁寧に舐め取った。

「美味しいよ、遥乃さんの味」

　それは七年前の情事を彷彿させた。

　そして彼は、赤くなって狼狽える遥乃に、自分が舐めた部分を口に当てさせた。

「遥乃さん、舌で舐めて」

　周囲に多くの人がいるというのに、由貴の声しか聞こえない。

　濡れた黒い瞳に魅入られ、彼の声に誘われるがまま舌を這わせた。

　すると由貴は悩ましげな息をついて、舌舐めずりをして呼応してみせる。

　思わず頬を熱くさせてふるふると震えてしまうと、由貴は艶然と笑って言った。

「ふふ、こんなところで俺を誘惑するなんて、エッチな遥乃さん。なにを想像したの？」

「そ、それは由貴くんが！」

「俺がなに？」

　途端に目を鋭くさせた由貴に抱きしめられ、半回転させられる。

「遥乃さんがエッチすぎるから、いらない虫まで惹きつけてしまったみたいだ。遥乃さんは、俺のもの。俺だけの前でエッチになるんだからな」

「うん……」

　遥乃は素直に頷くと、リンゴ飴を持たない片手を由貴の背中に手を回す。

「ねぇ、遥乃さん。俺たち……傍目からは恋人に見えるよね」

「……多分。こんな友達はいないと思う」

　そう、和真とは違う。

「俺さ、こうして外で、あなたを自分の恋人だと皆に見せびらかしたかった」

「……っ」

「早く学ラン脱いで、あなたと堂々とデートして。俺の彼女だって自慢したかった。ずっと……こうしたかった」

「由貴くん……」

「先生が俺の腕の中にいる。それだけで幸せ。これからは幻影を追い求めなくてもいい。あなたがいるんだから。好きだって何度も伝えられる」

　ああ、心が歓喜で満たされる。

　彼が好きだ。

　どんなに取り繕っても、どんなに突き放しても……彼がいい。

　たとえどんな未来が待ち受けていても、好きだという気持ちを隠したくない。

　由貴への想いを散らせたくない。

　少しでも長く彼の横に立てるよう頑張るから。もう逃げないから。

　遥乃は由貴から身体を離すと、まっすぐに由貴を見つめた。

「由貴くん。あなたに話があるの。リンゴ飴、食べたらちょっと……あの大きな桜の木の下へ移動しよう」

　桜の下に場所を移すとただならぬ雰囲気を感じ取ったのだろう。

　由貴の顔が強張っている。

「……七年前、帝都大には合格圏内だったのに、わたしは受験当日、体調を崩して帝都大に落ちた。不合格がわかった途端、家族も友達もすべてが手のひらを返したように冷たくなり、わたしの元からいなくなった。エリートコースを踏み外したわたしには価値がないのだと思い知らされ、絶望の底に沈んだの」

　緩やかな風に乗って、ピンク色の花びらが舞い落ちた。

「〝わたしを見て〟〝わたしのところに戻ってきて〟……何度泣いて叫んでも、無駄だった。帝都大を受け直すことも考えたけれど、現実に絶望しすぎて受験にかけていた情熱を失い、命を燃え尽くした廃人のようになっていたの。そんな状態だからどうにもできずにやさぐれた。わたしの価値は大学と同じ、三流でしかないのだと」

　由貴はじっと遥乃を見ている。

「そんな時、同級生に会ったの。わたしよりずっと成績が悪かったのに、その子は帝都大に合格してね。一流気取りの彼女は塾講師のアルバイトをしていて、個人的に家庭教師をしないかと声をかけられていることを話し出した。それが、シャンテリーのマスターから人伝で回り回って彼女に話がいった……由貴くんの家庭教師の件だった」

　彼女は、先に話を断った他の帝都大生たちと同じく、勉強をしていない高校生が一年で帝都大に行けるはずがないと考えていた。バイト代がいいわけでもないし、下手に引き受けて帝大生のくせに教え方が悪いから落ちたと言われるのも癪だから、断るつもりだと。

　──そうだわ、念願の帝都大生のふりをして相原さんがしてみたら？　どうせ落ちること前提だし、落ちてもあなたには傷ついて困るものもないし。気楽にバイト代稼げば？

「マウントを取ったつもりだったんだろうけど、わたし、その高校生の事情も知らないのに、彼女が落ちると決めつけているのが許せなかった。彼女だって少し前までは受験生。そう思われるのが嫌なことは知っていたはずなのに。受験はなにが起こるかわからない。受験の痛みを知るわたしが絶対に帝都大に合格させたいと、ボランティアで話を引き受けたの」

「……っ」

「同時に帝都大生として振る舞うことで、鬱屈とした毎日を抜け出したかった。帝都大に傷ついたのだから、帝都大で立ち直ろうと必死だったの。由貴くんはわたしの夢であり、そして希望だった。あなたのおかげでつらさを克服して、再び勉強に没頭して……」

　そして、由貴の目を真剣に見つめた。

「いつしかあなたのことを好きになった」

　クールな先生ぶって線を引きつつも、偶然触れた指先にドキドキしたこと。

　由貴が、自分自身のために帝都大に進んでほしいと心から願っていたこと。

　そのすべてを吐露した。

「ずっと苦しかった。わたしを慕ってくれたあなたに嘘ばかりついていたこと。わたしはあなたが嫌う、嘘と見栄で塗り固めていた女。なにひとつあなたに愛される要素なんてない。だけど……わたしはあなたのことが好きだった。あなたの告白が嬉しかった。でもあなたに真実を知られて幻滅されたくないばかりに、突き放そうとして割り切った〝合格祝い〟を提案したの」

　幸福で……残酷だったあの一夜。

「好きだったよ、由貴くん。少なくともあの夜は、あなたに愛されて本当に嬉しかった。あなたが好きだったから抱かれたの。あなたとの思い出が欲しかった。役目を終えてわたしは消えるつもりだったから、あなたに最後くらい、嘘だらけのわたしの唯一の真実……本当の名前を呼んでもらいたくて」

「遥乃さん……」

「だけど因果応報。罪悪感と劣等感は、あなたと別れてもついて回った。むしろあなたを傷つけてしまった分、ひどくなってしまって。由貴くんのいない世界はモノクロで希望がなく、失敗ばかりしてますます劣等感だけが増していた。こんなはずではなかったのにって、過去を呪って堂々巡り。わたしは受験の失敗がトラウマになって、努力しても無駄だと逃げるようになってしまったの。意志を持つことを放棄して、流されるようにこの七年生きてきた。自分の意志が表に出るだけの、大切なものがなかったともいえるけど」

　そして遥乃はスカートをぎゅっと掴んで言った。

「だけど由貴くんと再会して、このままではいけないと悟った。わたしに傷つけられた由貴くんがわたしを赦そうとしてくれているのに、わたしはまた逃げてばかり。由貴くんに指摘されて、そのことに気づいた。わたしは……もう一度、欲しいもののために頑張りたい。諦めるのではなく、手に入れるために自分が変わりたい。帝都大とかのステータスより、どうしても欲しいものがわたしにはあったから」

　遥乃は深呼吸をしてから言った。

「由貴くん……。昔も今も……あなたが好きです」

　風が吹き、桜の花びらを乗せて遥乃を取り巻いた。

「わたし……だめだめな自分を卒業して、少しでもあなたに追いつけるように頑張るから。今まで由貴くんを傷つけた分、今度は嘘偽りなく、あなたのことが大好きだと胸を張って言える自分になるから。だから……」

　涙がほろりとこぼれたまま、遥乃は微笑みかけた。

「だから……わたしと付き合ってください。わたしの……恋人に、なって……」

　それ以上言えなかったのは、由貴に抱きしめられたからだ。

「最後まで聞かずにごめん。でも、無理……」

　由貴の声も身体も震えていた。

「あなたの覚悟、あなたの勇気……ちゃんと伝わったから。あなたの愛も……受け取ったから。だから……今から俺の……彼女になってくれる？」

　七年前からやり直そう。

　今度こそは嘘のない、素直な気持ちで。

「喜んで！」

　遥乃は由貴の首に両手を回した。

「遥乃先生。俺も……昔からずっと、あなたが好きです」

「わたしも……由貴くんが好き」

　その瞬間強い風が吹いて、ぶわりとたくさんの桜の花びらが乱舞した。

　サクラサク──。

　華やかなピンク色に祝福された空間で、ふたりはそれを眺めてから顔を見合わせると微笑み、唇を重ねた。





　　　◇　◇　◇






　薄闇に、淡い月が浮いている。

　七年前と同じ、三日月だ。

　──ごめん、遥乃さん。家まで待てない。あなたを抱きたくてたまらないんだ。

　恋人になってからのデートは、なにかを楽しむという余裕をなくしてしまった。

　会話が少なくなる反面、熱を互いに通わせて見つめ合い、唇を重ねる回数が増える。

　ふたりきりになって、相手に触れたくてたまらなくなった。

　急いた気持ちになるのは、それだけ恋する相手からの愛に飢えていた証拠なのだろう。

　確かめたいのだ。

　これは夢でも願望でもなく、現実なのだと。

　由貴が近くのホテルで部屋をとったのは、最上階のスイートだった。

　──格好つけさせてよ。今日は……恋が叶った記念なんだし。

　由貴はそう笑った。

　スイートルームは広く、くつろげるような部屋がいくつか用意されている。

　小さなホームＢＡＲがあり、ビリヤードやダーツなど遊戯物も楽しめるようだ。

　しかしふたりがスイートに入ってまずしたことは、そうした部屋を楽しむのではなく、きつく抱きしめ合い、ねっとりと濃厚な恋人のキスをすることだった。

　そして今──。

「ん、んんっ、由貴くん……だめっ」

　寝室のベッドがギシギシと音をたてて揺れた。

　ふかふかな絨毯の上には、ふたりの服と下着が散乱している。

　遥乃の胸の頂きに由貴が貪りつき、先端にある蕾を交互に舌で揺らしては強く吸っていた。

　彼に触れられただけで肌が熱を持って感度が上がってしまうのに、乱れる遥乃を上目遣いで見つめられると、胸だけで果ててしまいそうになる。

「遥乃さん……、蕩けた顔をしてる。ここ……他の男に触れさせた？」

「由貴くん……だけ。由貴くん以外に……こんなことさせないもの」

　すると由貴の目が和らぎ、蕾を口に含みながら笑う。

「俺も……遥乃さんだけ。他の女には欲情すらしなかった。いつだって……俺を惑わして狂わせるのはあなただけ」

　由貴は強く弱く胸を揉みしだいて卑猥な形に変え、蕾をにちにちと奥歯で甘噛みしてみせる。由貴に食べられるような倒錯感に、戦慄にも似た昂りを抑えられない。

「あなたは俺のもの。遥乃さんの蕩けた顔を見られるのは俺だけだ」

　遥乃は喘ぎながら言った。

「わたし……七年前は経験豊富なお姉さんぶったけど、セカンド・バージンだったの」

「え？　あんなに俺を翻弄しておいて？」

　由貴は本気で驚いている。

「だったら初回がよほど……」

「初体験は生物学的な好奇心で始まり、痛いだけの思い出で終わった。その後、勉強を優先させたら自然消滅。後を引くような未練もないまま終わったわ」

「生物学的……好奇心……」

「わたしガリ勉だったから……」

「初めての俺にあんなに感じてくれたから、てっきりあなたはスペックの高い年上男とたくさん付き合って、そういうことに慣れていたのだと。だから俺、精一杯背伸びして、あなたの中の男の影に負けるものかって……本能フル回転して……」

「ごめん……。その……あんなに気持ちよくて幸せになれることは、由貴くんから知ったの。相手のこと好きだと思って抱かれたのもそう。だから実質、由貴くんがわたしの初めての相手みたいなもので。サード・バージンも由貴くんに……」

「サードじゃないよ。七年前、数え切れないほど繋がったんだから」

「あ……」

　遥乃は顔を赤らめる。

「ああ、くそ。嬉しすぎる。なんだよそれ。あなたが恋人になってくれただけでも最高の気分なのに、俺が初めてみたいなものってなんだよ。なんのご褒美だよ」

　すごく喜んでくれているらしい。

（セックスは……演技がきかない部分だから、口でどう言っていても経験が乏しいことは薄々とでも気づいているかと思ったけど、そこも純粋に信じてくれていたとは）

「だから……今度は由貴くんがわたしに教えて。好きな人から愛される悦びを」

「もちろん。そのつもりだ」

　超然と笑う由貴は、遥乃の白肌に舌を這わせながら身体をずらすと、両足を大きく開いてその間に身体を割り入れた。

　それで彼がなにかをしようとしているのか、遥乃は悟った。

「由貴くん、それだめ。ねぇ、だめ！」

　しかし由貴は遥乃の制止をものともせずに、震える花弁を指で押し開くと、潤っている花芯に舌でなぞる。

　甘い電流のような快感が走り、遥乃は嬌声を上げて仰け反った。

　そんな彼女を強く抱きしめながら、由貴は蜜で滴る花園を吸い立てた。

「やっ、ああっ！」

「ああ、遥乃さんの蜜だ。ねぇ、覚えてる？　前に俺がたっぷりこの蜜を啜った時のこと。俺がどうやって、あなたの大切な場所を愛したのか」

　愛おしげな眼差しで、舌を忙しく往復させる。そして秘めたる粒を見つけると、舌をくねらせながら念入りに舐める。

「由貴くん……だめ、そこだめ！」

「あなたのだめは、もっとという意味だったよね。いいよ、もっとしてあげる。この蜜を他の男は味わっていないのだと思うと……たまらない」

　由貴は歓喜に満ちた顔で、犬のように奉仕する。

　本当に舐めている蜜が甘美で極上であるかと錯覚するほどに。

　由貴に愛されているのだと思うだけで、身体の芯からとろりとしたものが垂れてくる。すると由貴が美味しそうにそれを啜り始める。

「遥乃さんの蜜……俺だけのものだ。誰にも渡さない」

　やがて由貴は、遥乃の膝を折りたたみながら、腰が上がるまでぐいと持ち上げると、より遥乃の顔の近いところで、口淫する様を見せつけた。

　そしてひくついている蜜口から指を捻りながら抜き差しする。

　指を埋め込まれた蜜壷は、愛する男性を迎え入れて嬉しいときゅうきゅぅと彼の指を締めつけて、歓迎していた。

　熱を帯びた目が甘やかに細められ、舌で掻き集めた蜜を舐め取る由貴の顔は男の艶を強めている。まるでその蜜が彼の色香を増加させる成分のように。

　間近で淫靡な愛撫を受け、遥乃の身体はふるふると震えた。

　こんなに恥ずかしい格好、由貴だから見せられる。

（由貴くんに……こんなことさせているのに……気持ちいい）

　やがて指の数は増え、リズミカルに抽送を始める。

　それに伴い、由貴は唇で摘まんだ秘粒を舌先で突いたり揺らしたりして刺激した。

　快楽の波が絶えず全身を襲い、どれが快感の源流なのかもうわからない。

「ああ、気持ちいい。由貴くん、気持ちいい……！」

　髪を振り乱しながら、由貴の頭を抱きしめる。

　追い詰められた心地になりながら、遥乃が思ったのは……。

「由貴くんがいい……。由貴くんと一緒に、ひとつになって弾けたい……！」

　もうひとりは嫌だ。

　身も心も繋がって、享楽に弾けたい。

　それを訴えると、由貴は秘処で長い息をついて顔を上げた。

「わかった。遥乃さん……俺を挿れさせて」

　ホテルのコンビニで買った避妊具をつけ、由貴は遥乃の横に身体を伸ばすと、後ろから遥乃を抱きしめた。そして彼女の耳朶に吸いつきながら遥乃の片足を上げて、背面から猛った剛直を蜜口に埋め込んだ。

　七年ぶりの彼自身は逞しく、腹が裂けるかと思うくらいの質量と圧迫感をみせたが、愛する男の帰還に、遥乃の胎内は歓喜に蠢うごめいた。

「遥乃さん……好きだ」

　耳元に囁かれる愛の言葉。

「愛してる」

　彼の声と身体に包まれ、両手で胸を揉まれながら、ゆっくりと抽送が始まった。

　由貴の艶めいた喘ぎ声が鼓膜を震わせる。

　わざと聞かせているのだろう。彼はなにひとつ隠さずに愛を表明しているのだ。

　狭道をこじ開けて、ずんずんと何度も貫く彼の剛直。

　揺さぶられながら由貴と唇を合わせ、舌を吸い合う。

　全身で由貴を感じられて幸せでたまらない。

「好き……。由貴くん……好きっ」

　想い人に愛を伝えられる悦び。

　どれだけ心に想いを秘めてきたのかを思い知らされる。

「遥乃さん……。先生……。ずっと……あなたが好きだった。もう……いなくならないで。このまま俺の腕の中にいて」

　悲痛な叫びを聞きながら、喘ぐ遥乃の目に涙が滲む。

「ずっと……由貴くんのそばにいたい。いさせて……」

「いろよ。一生俺の元に。離さないから、遥乃！」

　呼び捨てにされた瞬間、快楽の荒波が渦を巻く。

　否応なく周りを呑み込み、遥乃を内から壊そうとする。

　強く抱きしめられながら、抽送が激しくなった。

　さらに猛々しい強さを見せる剛直が、遥乃の最奥に眠っていた官能を目覚めさせる。

　目の前にチカチカと光る、限界の兆候。

　遥乃は由貴と手を握り、キスをして舌を絡ませながら駆け上る。

「ああ、たまらない。遥乃の愛に呑み込まれそうだ……！」

　荒々しい呼吸はどこまでも色っぽく。

　やがて最奥を突かれて遥乃が爆ぜた瞬間、耳元に呻き声が聞こえた。

「遥乃……。先生……受け止めて。愛してる」

　同時にぶわりと膨らんだ彼の剛直が震え、薄い膜越しに熱い迸りを感じた。

　由貴は荒い息を繰り返しながら遥乃の腰を強く引き寄せ、何度も熱い残滓を放った。

　そしてすりすりと遥乃に頬ずりをすると、譫言のように囁く。

「愛してる。愛してる……」

　切なく懇願するような愛の言葉に、遥乃は自分から由貴にキスをした。

　言葉にならないほど膨らんだ愛を伝えたくて。

　愛おしいと物語る由貴の眼差しが優しく細められると、ふたりは強く抱きしめ合う。

　しっとりと汗ばんだ彼の肌。

　昔よりもがっしりと、男らしくなった。

　愛おしい──。

　ふたりは何度も肌を重ねてキスをして……七年分の想いを伝え合った。




「へぇ……。この僕の連絡を無視するのか、あいつ。……スペアの分際で」

　由貴の携帯が何度も着信に震えていたことに気づくことなく。







第五章 あなたしか見えない








　雰囲気をがらりと変えた遥乃は、社内でも注目の的になった。

　今までいないもの扱いされていただけに、男女ともにやけに話しかけてくるようになったのはこそばゆくもあり、受験の合否如何で態度を変えられた過去の一件と同じく、冷めた心地にさせるものでもあった。

　遥乃の噂を聞きつけにやってきた和真は、心境の変化を察したようだ。

「──ＣＥＯ？」

　遥乃は隠さず、由貴と付き合ったことを話した。

　和真は唇を噛みしめそれを聞き、

「予想してたけど……結構きついな」

　そう苦しげに言った後、いつもの笑顔を見せた。

「俺ではお前を変えられなかった。それだけお前に影響を及ぼす相手だったんだな、ＣＥＯは。悔しいけどさ。ただ……友達としてこれだけは言っておく」

　和真は能面を被ったかのような冷ややかな顔で言った。

「彼は次期篁グループを率いる御曹司だ。だから相応の女性との結婚を強いられるだろう。……たとえ彼がそれを望んでなくとも」

　心がすっと冷え込んだ。

「グループの未来を取るか、お前を取るか。その二択になったら、お前……腹をくくらないといけなくなるぞ」

　それは……薄々だけど遥乃も感じている。

　彼との恋愛はきっと、平坦な道ではないと。

「苦しかったら俺のところへ来い。俺は……待っているから」

　そう言うと、動けなくなった遥乃の肩をぽんと叩いていなくなった。

　急に現実を思い知らされて、自席に戻ってため息をついた時だ。

「先輩～。課長から言われた書類作成、私には難しいのでよろしくお願いしまーす」

　そう言ってきたのは、華のご機嫌伺いばかりしている入社二年目の沢さわ木き新にい菜なだ。

　ダメッ子を演出するあざと可愛い系の社員で、あまりに不出来で他の社員が困っていたために、見兼ねて遥乃が助けてあげてから華のように堂々と仕事を丸投げしてくる。

　──相原さん、急に色気づいて気持ち悪くない？　今更デビュー？　おばさんは引っ込んでろって。

　さっき、そんな愚痴を同期の社員と手洗いで言っていたのを聞いた。

　そういう二面性がある子だとはとうに気づいていたが、いつもの遥乃は彼女から仕事を頼まれたら、ため息をつきながら引き受けただろう。

　新菜に任せていたら完成するまでに時間がかかるし、集中力と注意力がないから大きなミスを繰り返す。社内の書類ならまだしも、社外用のもので致命的なミスにクレームがついた場合、責任をとるのが面倒な上司はすべてを遥乃に丸投げしてくる。すると遥乃は迅速に書類を作り直し、相手に詫びて……と、とにかくフォローする方が大変なため、遥乃がやった方が早かったのだ。

　だが──。

「沢木さん。あなたは入社して二年も経っているわよね。赤を入れた課長の書類を直すことのどこが難しいのかしら」

「え……」

　まさか遥乃からそんなことを言われるとは思っていなかったらしい。

「赤字が読めない？　でも課長の字はとても綺麗だし、あなた用にわかりやすくどう修正すべきか丁寧に書いてくれている。その言葉の意味が理解できない？　それともどうやって修正するのか、パソコンの使い方がわからない？」

「あ、あの……」

「わからないことは教えるわ。だからもうそろそろ人に丸投げせず、自分で仕事を覚えましょう。引き受けた仕事は、自分の力で完遂するのが社会人の責任。それが会社に勤めるということよ」

「で、でも……私がやると……」

「ミスをひとつずつ減らすように努力しましょう。人間、突然すべては変わらない。自分はどこが不足しているのか、自分自身を知ることから始めてもいいと思うわ。あなたは、今更デビューしたおばさんのわたしとは違って、若くて可愛く先が長い。可愛い上に任せられた仕事をこなせるようになったら最強よ」

　〝今更デビューしたおばさん〟という言葉で、新菜の顔から血の気が引いた。

　しかしそれを咎めることなく、彼女を奮起させる。

　今の遥乃に取り柄がなくても、元生徒会長でたくさんの生徒を従えていた経験と、由貴を帝都大に合格させたという経験はある。

　元来、誰かに教えたり説得したりするということは得意分野ではあるのだ。

　確かに思い出したくない過去は多々あるが、その内のいくつかは貴重な思い出が混ざっている。選別してそれを拾い上げたら、過去をトラウマだと呪うことなく、新しい形に昇華できるのではないかと考えた。

　そう思えるようになったのは由貴のおかげだ。

　彼は遥乃によってつけられた傷を隠そうとせず、新しい愛に変えて注いでくれている。

　トラウマを教訓にして、二度とそんなことが起きぬように未来に繋げようとするか、もう苦しみたくないからといつまでも逃げるか……。

　遥乃はコンプレックスを払拭するため、戦うことにしたのだ。

　由貴と始めるために、うじうじとした卑屈な自分を変えたい。

　──由貴くん。データ流出の件だけど……わたし、犯人を捕まえたいの。

　侮られたから、こんな事件が起きてしまった。

「相原遥乃は不正を絶対に行わない」と信頼される社員だったら、こんなことは起きていなかったはずだ。

　かといって、遥乃を犯人に仕立て上げるのに失敗したからと、別の社員を犯人にしてほしくはない。

　この会社に愛情があまりなくても、就活に失敗続きでバイトして暮らすしかないと諦めた遥乃を掬い上げてくれた会社だ。その恩は忘れたくないし、自分は会社を支える社員なのだ。消耗して捨てられるだけの存在になるのはまっぴらごめんだ。

　遥乃はミーティングルームに華を呼び出し、由貴に無実を訴えてくれたことに礼を言った後に質問した。

「主任。ひとつお伺いしたいのです。なぜわたしを信じてくださったのでしょう。わたし、正直……主任に嫌われていると思っていて」

「そう思われても仕方がないわね。私、あなたにむかついていたの。せっかく完璧に仕事をこなせる能力があるのに、弱気で陰気で卑屈でやる気もない。地縛霊みたいにそこにいるだけで、なに考えているのかわからないから不気味だし」

（ひどい言われようだけど……そうか、人からそういう風に思われていたのか）

　結構、ショックである。

「理不尽な仕事でも押しつければ、意志表示くらいするかと思っていたのに、残業してまで淡々とこなしてくる。意地悪しているのに、あなたのおかげで私が主任になった。なんなのあなた」

（なんなのと聞かれても……）

「残業しているあなたと遊佐くんが話しているのを見たことあるけれど、彼の前ではあんなに普通に喋って笑ってみせるのに、私や他の社員の前ではお葬式状態。遊佐くんを好きなのかもと彼を好きなふりをしてみたら、怒るでもなく協力するでもなく、困った顔をするだけ。困るってなに？」

「いや、その……。遊佐くん、主任のこと……ちょっと苦手にしていたから、どうしていいのかわからなくて……」

「私だって、八方美人タイプの胡散臭い彼は好きじゃないわ。好きな人いるし」

「じゃ、なんで遊佐くんのこと……」

「あなたと話してみたかったからよ。意地悪残業を押しつけても文句を言わないのだから、そうでもしないとあなたと話せないと思ったの」

「……っ」

「なんでできないふりして陰キャに徹するの？　人生が楽しくないの？　女であることが嫌なの？　なんで遊佐くんだけしか素顔見せないの？　弱みでも握られてるの？」

「あ、あの……」

「あなたを見ているといらいらするの。謙虚さは美徳とかいうレベルじゃなく、意志薄弱すぎる！　もっと自己主張しなさいよ。人生を舐めきった社員のレベルの低さに、あなたは頭にこないの？　膿出しをしようと思ったら、ほぼ全員が膿だらけ。おかげで私まで膿まみれ。遊びなんて後回しにして仕事しろっちゅーの！」

　つまり、華はわざと遥乃に仕事を押しつけることで、社員の反応も見ていたらしい。

（その結果使えない社員ばかりで、それもあってわたしに怒っている、と？）

「なんでそんな奴らの仕事を請け合うのよ。拒みなさいよ、怒りなさいよ！　新菜なんか、完全に図に乗ってるじゃない。今なんて秘密の恋人とやらに現うつつを抜かして、仕事中でも頭の中お花畑。あのアホに現実の厳しさ叩きつけて、仕事させなさいよ！」

　膿だらけとわかっているのなら、華がどうにかすればいいのでは……と思わなくもないが、そんなことを言い出せる状況ではない。

「あなたが早々に力を出して一緒にこの会社を変えてくれれば、潰れる危機なんてなかったのに。一生懸命頑張って会社を守ろうとしている人に対する侮辱よ！」

　バーンと、華はテーブルを叩く。

「片平課長……あんなに会社を守ろうと必死になっているのに」

　ぼそりと彼女はこぼした。

「片平課長……会社を守る？　え、私のパソコンからデータをコピーしたのは」

「まさか片平課長を疑っているの、あなた！」

　くわりと目を剝いた華は、猛獣のように恐ろしい。

「いえいえ。でも……情シス部のアクセス権がある課長なら、ログを改竄することもできると思ってしまいまして……」

「できるだろうけどするはずないでしょう!?　ログにあなたのパソコンが記されていて、真っ先にその結果に疑いの目を向けたのは課長なんだから」

「え……」

「彼はこう言ったの。このままならあなたが犯人にされて、大変な目に遭う。だからあなたを守れと。私も認める有能な社員が辞めさせられたら、ますますこの会社の屋台骨は失われていく。そうなったら、この会社は本気で解体されると」

「片平課長は、この会社になぜそこまで愛着を……」

「彼は……前社長の隠し子なの。前社長が亡くなられた途端、血の繋がりもない現社長が現れて会社を乗っ取り、ワンマン体質に変えていったそうよ。課長は亡きお父様が愛したこの会社を守りたいの」

「……っ」

「彼は篁ＣＥＯの力を借りて、課長が手出しできない経営部分にメスを入れてもらいたがっている。社長は課長の正体は知らないけど、目下に思っているから意見を聞こうとしない。だけどＣＥＯには平身低頭だから」





　　　◇　◇　◇






　由貴は七年前と同じマンションに住んでいた。

　遥乃が戻ってくるかもしれないと思い続けて、引き払えなかったらしい。

　彼のつらさを思い遥乃がしゅんとすると、由貴は微笑みながら遥乃を家に入れた。

「いいんだ。あなたとの出発点には変わらない。今度はいなくならないだろう？」

　縋るような目を向けられた瞬間、和真の言葉を思い出す。

　──彼は次期篁グループを率いる御曹司だ。だから相応の女性との結婚を強いられるだろう。……たとえ彼がそれを望んでなくとも。

「……遥乃さん？」

　どこか不安げな声をかけられ我に返り、「いなくならないから」と彼の腕に抱きついた。

　部屋には七年前にはなかったデザイン性の高い高級家具が据えられている。

　食事は外で一緒に済ましてきた。店から出るなり由貴が遥乃の腰を引き寄せ、耳元に囁いたのだ。

　──この後……俺の部屋に泊まって。あなたがいない朝はやっぱりつらかった。

　彼と愛し合った土曜日と日曜日。

　日曜日も一緒に夜を過ごしたいと由貴に言われ、遥乃も同じ思いであったが、月曜日……すなわち今日は朝礼がある。早く出勤しないといけないからと昨日の夜に別れた。

　別れてすぐ七年前とは番号が違うスマホに由貴から電話がかかってきて、低くて艶やかな声に身体を熱くさせた。「おやすみ」と告げても、電話は切れなかった。

　──遥乃さん、今から掠さらいにいってもいい？

　歓喜に心を痺れさせながらも、夜中の二時を過ぎているからと彼を宥なだめた。

　そして今日。待ち合わせの場所にいた彼の車に乗った瞬間、熱烈なキスを受けた。

　夢のような現実がまだ続いていたことに安堵して、深まるキスを甘受した。

　そんなことを思い出しながら、遥乃は黒い革張りのソファに座って由貴の肩に頭を凭れさせると、彼はずっと優しく頭を撫でた。そして時折、キスの雨が顔に頭にと降りそそぎ、幸せで胸いっぱいになる。

　──グループの未来を取るか、お前を取るか。その二択になったら、お前……腹をくくらないといけなくなるぞ。

　それでも……今この時は、彼との幸せに浸っていたい。

　今日あったことを聞かれて、遥乃は華との会話を由貴に語った。

　すると、由貴も片平が前社長の子供だと知らずにいたらしく驚いた。

「ＴＣＦがＩＲソリューションと提携したのは、前社長の人柄だ。彼は調査とコンサルティングは別ものだと考えていてね。より精度の高い情報を提供するには、それをどう役立てられるかを専門的にアドバイスできるコンサルが必要だとして、ＴＣＦを見込んでくれた」

　由貴はそう語った。

「ＴＣＦは篁グループ系列としか提携していなかったけれど、彼の情熱と考えに感銘を受けたのと、タカムラ製薬のために役立つ詳しい調査をして助けてくれたんだ。俺がＣＥＯに就いてすぐＩＲソリューションと連携した。でも一年もしないで社長が替わり、現社長になった」

　遥乃が入社した時はすでに現社長だった。

「……由貴くん、いつからＣＥＯをしてるの!?」

「大学三年の時には。だから五年前か」

「だ、大学生で……」

「当時は、篁グループ系列というのだけが取り柄の小さな企業だったからね。企業経営の練習台に父から与えられた、父にとっては潰れても問題ない弱小会社だった。今は大きくなったから、潰されずに済んでいるけれどね」

　大きくしたのは由貴の手腕だろう。

　和真の言葉を思い出す。

　──ＣＥＯはとても冷たくて厳しいらしく、ＴＣＦの改革でも、使えない社員は容赦なく子会社に飛ばしたとか。

「だったら、社会人経験は由貴くんの方が長いのか。わたし、入社四年目だもの」

「遥乃さん、今年二十八歳だよね。俺と二歳違いで……」

　年数が合わないと計算しているのだろう。

「わたし留年しているから……」

「それはいつの話？」

「大学三年……」

「俺に家庭教師していた後？」

　遥乃が苦笑する。するとそれだけで聡い由貴は勘づいてしまったようだ。

「……まさか俺に勉強を教えるために!?　あのたくさんの資料とか、遥乃さんの付箋だらけの参考書とか、大学行きながらいつ用意しているのかと思っていたら」

　由貴の目が動揺に揺れている。

「わたしがそうしたかったの。そうでもしてサポート体制を万全にしなければ、帝都大は高すぎる壁。由貴くんがわたしを信じて真剣に頑張ってくれているのだから、わたしもそれに応えたいと思った。どうしても帝都大に合格してほしかったの」

　単位が足りなかった。大学の勉強を疎かにしていた。

　ただそれだけの、当然の結果だ。

　さすがに由貴を失ったショックで、もう一年の留年は勘弁だと頑張ったけれど。

「遥乃さん。あなたは、ついていた嘘を上回るほどの誠意と優しさを俺にくれていたんじゃないか。なにひとつ、俺に罪悪感など持つ必要はない」

「でも……」

「真実をちゃんと俺に向けて、俺を帝都大に合格させた」

「……っ」

「あなたは俺に……奇跡という魔法をかけてくれた」

　由貴は遥乃を抱き上げて膝の上に座らせると、後ろから抱きしめ耳元に囁く。

「あなたは無能なんかじゃない。あなたが自覚していないだけで、誰にもできないことを成功させているんだ。学歴なんて無意味だ。三笠主任もあなたの力を認めているから、俺に連絡をしてきた。……あなた次第だよ、遥乃さん。あなたが自分を認めればいい」

「由貴くん……」

「自信がなくなったら、何度でも俺は言い続ける。あなたのすごさを。それでも不安になるならこう思って。あなたにはできなかった……帝都大に合格した俺が、ここまであなたを評価し、心底惚れ抜いているんだ。それだけの価値があるのだと」

　そんな優しいこと、言わないでほしい。

　これ以上、由貴を好きになってしまったら、離れられなくなってしまう。

「世界に自慢したいよ。俺の恋人のこと。でもそうしたら……皆が遥乃さんを好きになって、遥乃さんが……格好いい年上の男の人にアプローチされたら嫌だから黙ってる」

　遥乃は思わずぷっと噴き出してしまった。

「もしかして、年上男性にコンプレックス？」

「……あなたとの年の差だけは、どうやったって縮まらない。俺にだってコンプレックスはあるし、あなたがいつ頼り甲斐ある年上の男性に惹かれるかって不安はある」

「わたしは由貴くんだけよ。年下でも思いっきり頼ってる。あなたしか見えないもの」

　由貴にそう微笑むと、荒々しく唇が奪われた。

　キスをされただけで身体が熱くなる。

　こんなに気持ちがいい甘美な口づけ……由貴としかできない。

　ねっとりと舌を搦めとられ、身体を揺らしながら同じリズムを刻んでキスを深めていく。

　やがて身体を弄っていた由貴の手が遥乃のブラウスのボタンを外し、キャミソールの下の肌を撫で上げると、下着の上からゆっくりと両胸を揉み込んだ。

「ん、ふ……ぅん」

　強く弱く揉む由貴の手が、下着をずらして胸の蕾をかりかりと爪で引っ掻く。

　ぴくぴくと身体が跳ねてしまうたび、ふっと笑う由貴が舌を獰猛に動かし、逃げようとする遥乃の舌を捕まえる。

　同時にこりこりと両手の指先で蕾を捏ねられ、交互に押し潰される。

「ふ、あ……」

　甘い声が止まらない。

　蕾を愛撫されれば足の付け根に熱がたまり、もどかしく疼き出す。

　思わずもぞもぞと足を摺り合わせると、片手がスカートの下に潜り、太股を撫で回した。腰が浮いてしまった瞬間にパンストを引き抜かれ、直の手のひらが内股をさする。

　それだけでぞくぞくして息が上がってしまうと、由貴は遥乃を斜めに抱いた。

「胸だけでそんな蕩けた顔になって……可愛い。あなたの蕾、舐めさせて」

　返事もしていないのに、横から顔を出した由貴は、それまで指で戯れていた胸の蕾に口づけ、唇を窄すぼめて吸い立てた。

　うっとりとして微笑む由貴は魔性の如く妖艶で、ダイレクトに子宮に響く。

　そんな彼女を見透かしているかのように、足をさすっていた手がクロッチの際を往復し、布を横にずらして秘処に忍び込んだ。

「遥乃さん……ここ、熱くてとろっとろ。聞こえる？　このエッチな音」

　粘着質な水音が聞こえてくる。

「掻き回せば掻き回すほど、蜜が溢れて……俺のズボンが濡れちゃった」

「え、ごめ……んんっ」

「いいよ、もっとあなたの蜜に浸らせて。これは俺だけの特権だ。ああ、あなたの下着もびっしょびしょ。帰りたいって言っても帰れなくなっちゃったね。それともノーパンで帰る？」

「帰ら、ない。由貴くんと一緒にいる」

「ふふ、嬉しいな。ずっと一緒にいよう。可愛い可愛い、俺の遥乃さん」

　くねらせた舌が蕾の愛撫を再開する。

「ここもこんなに硬くして……どうしてあなたは、俺を滾らせることばかりするんだろう。病みつきになるよ、あなたの身体は……」

　舌で蕾を揺らしては、鼻にかかった悩ましい声を漏らして強く吸い、甘噛みする。

　ぞくぞくとして身体を捩れば、秘処を掻き混ぜている指が抉るように円を描き、遥乃を追い詰めてくる。

「由貴くん……だめ、気持ちよくてだめ、わたし……」

「ん……。イッちゃいそうだね。気持ちいいんだね。わかるよ、あなたの身体が俺に伝えてくれる」

「あ、あんっ、やあ、由貴くん、由貴……っ」

「俺を見て、遥乃さん。俺に愛されて幸せな顔で……イッて」

　熱を滾らせた瞳から視線を外せられない。

「イク……由貴くんの指で、舌で……イッちゃう。由貴くん……！」

　すると乱れた呼吸を繰り返した由貴が苦しげな顔をして呻いた。

「遥乃さん……たまらない。ごめん……挿れたい……っ」

「うん、由貴くんがいい。太くて硬くて……愛しい、由貴くんでイキたい」

　由貴はズボンを下げると、天を仰いで屹立している剛直を遥乃の中に埋め込んだ。

「あぁあ……」

「ああ、直の……遥乃さん、やばい……」

　眉間に皺を寄せて喘ぐ由貴はなんと色っぽいのだろう。

「ああ、由貴くん……直に触れているのね。ああ、身体が蕩けそう」

　いつも以上の圧迫感に、浅い呼吸をしながら肌が粟立つくらいの甘美に酔いしれた。

「由貴くん……幸せ……。好き……」

　途端に剛直が脈打ち、さらに膨張したように感じた。

　由貴の顔が紅潮し、蕩けている。

「ああ、遥乃さんの襞が絡みついて……気持ちいい。おかしくなりそうだ」

「わたしも……」

　そしてふたりは舌を搦めてキスをし合い、ゆっくりと座位で抽送が始まった。

　直に触れ合う粘膜は、リアルな感触と熱を伝える。

　一ミリにも満たない薄い膜がないだけなのに、愛までも生々しく感じてしまう。

　段々と由貴の突き上げも激しくなり、遥乃の嬌声も強くなる。

「ああ、遥乃さん、聞こえる？　俺とあなたのいやらしい蜜が混ざる音」

「うん、聞こえる。由貴くんがこんなに奥まで、好きを伝えてくれてる」

「そうだよ。全身で、遥乃さんを愛してる」

　由貴は遥乃の足を両手で抱えて持ち上げると、根元まで強く突き上げた。

「ああああっ、変になる……由貴くんが気持ちよすぎて……！」

「ああ、あああっ、遥乃さんを孕ませたい。そうしたら、すぐにでも結婚できるのに」

　由貴がなにかを叫んでいるが、快楽に溺れた遥乃は理解ができなかった。

「遥乃、遥乃……！　なにがあっても俺を信じて。俺は、あなただけだ。あなたと生きる未来を必ず作る」

　怒濤のように快感が押し寄せ、遥乃は半狂乱になりながら爆ぜそうな不安に声を上げた。爆ぜてしまったら由貴と離れてしまう気がして、必死に由貴を掴んで縋る。

　そして──。

「あああああっ」

　暴虐的に押し寄せる快感に呑み込まれ、一気にぱーんと爆ぜた瞬間、由貴が遥乃の唇を奪いながら剛直を引き抜いた。

　軽い痙攣を繰り返す遥乃は、彼がいなくなったことを寂しく思うと同時に、太股に熱い飛沫が何度もかけられたことを知る。

（ああ、由貴くんの……）

　それで改めて、避妊具をつけていなかったことを思い出す。

　中に注がれて子供ができたら、彼と離れずに済むかもしれない──そんな打算的な考えが頭に過ったが、それをすぐに打ち消す。

　子供を枷にしたくはない。

　だからこそ由貴は、享楽に流されない理性的な判断をして外に吐精したのだろう。

　しかしなぜかそれがもの悲しく感じ、遥乃は太股の飛沫を指で掬い取って口にした。

「遥乃さん、なにを……！」

「愛しいんだもの……。こんなところに放たれて終わるのは、可哀想……」

　そんな遥乃を恍惚とした表情で眺めていた由貴は、悩ましげな吐息をひとつつくと、たまらないと掠れた声で呟き、遥乃の顔中に唇を押し当てた。




『スクープ！　篁グループの次期後継者・篁由貴さんと、芦あし名な電鉄グループ社長令嬢・芦名千ち鶴づるさんが婚約　来月結婚か』

　……そんな見出しの記事が出たのは、それから一週間後のことだった。







第六章 あなたと生きる未来を作るために








　春だというのに、寒さが厳しい。

　まるで七年前の淡雪が舞っていた時のようだと、遥乃は思った。

　由貴と見知らぬ令嬢との婚約──週刊誌の切り抜きを遥乃に見せたのは、久々に顔を合わせた和真だった。

　最近は残業がなく、勤務時間中に華とミーティングする機会が増えていたのだが、遥乃がひとりになったタイミングを見計らったようにして和真が現れ、彼女をあまり人がこない古い倉庫に連れ出したのだ。華が探したらいけないと、メモだけは彼女の席に残した。

　カビ臭い倉庫の中で、手渡された記事を見た瞬間、遥乃はショックに凍りついた。

「はっきり言うぞ。お前、二股をかけられていたんだよ」

　彼のストレートな物言いは好きだが、今は決定的なとどめを刺されているようで痛い。

「その記事によると、ふたりは幼馴染みで結婚は既定路線だったとか。お前、結婚間際のＣＥＯに遊ばれたんだ。結婚が本決まりになったんだから、捨てられるぞ」

　元々身分違いの恋だと自覚していた。しかし遥乃は、どうしても由貴の愛が偽りだったとは思えなかった。彼は誠実で嘘をつくように人間ではないし、七年前の仕返しにと弄もてあそぶ男ではない。こんな記事が出たのも、なにか事情があるに違いない。

「わたしは彼の口から事情を説明されていないわ。だから彼を信じる」

「つらい思いをするだけだぞ!?」

「……それでもいい。これ以上ないほど、どん底経験したから耐久力だけはあるのよ、わたし。別れの時は流されるのではなく、自分で選んで納得したい」

　きっぱりと言い切って記事を破いた。しかしその手はカタカタと震えている。

　それを見た和真は悲痛な眼差しを寄越し、遥乃の腕を掴む。

「男はあいつだけじゃないだろう？　俺にしろよ。なあ……！」

　抱きしめようとした和真を、遥乃は冷静に突き放す。

「ごめんね。わたし……揺らがない」

「……っ」

「釣り合うなんて思っていない。いつか別れるかもしれないと思っている」

「だったら……！」

「わたしは諦めてばかりいた。だけど変わりたいの。彼がわたしの殻を壊して手を引いてくれたから、自分を変えたいと思ったの。だから彼から決定的な言葉を貰うまでは諦めない。たとえそれがどんなに無謀なものと、遊佐くんの目に映っても」

　遥乃のしっかりとした意思表明だった。

「心配してくれてありがとう。でもわたしは彼を信じてる」

　和真が険しい顔をして頭を掻いた瞬間、倉庫のドアがノックされた。

『相原さん、そこにいるかしら。ちょっと頼みたい仕事があるんだけど』

　華である。遥乃は返事をした後、和真にこっそりと言った。

「倉庫で備品を確認するとメモを残してきたの。遊佐くんと一緒にいることがばれたら、ややこしいことになりそうだから黙っていてくれる？」

　和真が苦笑して頷いた時、華が中に入ってこようとしているのがわかり、遥乃は慌てて内鍵がついていないドアを両手で押さえながら言った。

「すみません、主任。ドアの後ろに段ボールを積んでいるので。少しお待ちを……」

　和真にどこかに隠れるよう合図した時、華が言った。

『じゃあドア越しでいいわ。誰もいないし』

　遥乃は和真とほっとした顔を見合わせた。

『……今回の仕事は篁グループの機密情報に関してのもの。タカムラ製薬の件の犯人を暴くという条件で、篁グループを代表してＣＥＯがうちの社長に名誉挽回の機会を与えてくれたようよ。今回はログ改竄の危険がある社内システムを使わず、あなただけがアクセス操作できる特別専用フォームを篁側が用意してくれたわ。それは入力データを閲覧することもコピーすることもできるけど、ログは篁側に送られる。今回のデータが外に漏れると、篁グループの株価が下がるどころの話じゃなくなるから、離席する時も慎重にね』

「わかりました」

『あなたが戻ってきたら、ログイン方法が書かれた先方からのメールを転送するわ。ログインできるのはあさってまでの三日間、夕方六時から夜の九時まで。日中に原本が送られてくるから指定された形式でまとめて、あさっての八時までには終わらせてくれるかしら』

「承知しました。すぐにここを片付けて戻ります」

　華の遠ざかる靴音を聞きながら、遥乃は和真に言った。

「ごめん、そういうことだから、わたし仕事に戻るわ」

「なあ、タカムラ製薬の件の犯人ってなに？」

　情報通の和真でも耳に入らぬくらい、事実は伏せられていたらしい。

（だったらわたしがぺらぺらと喋ってはいけないんじゃ……？）

　口籠もっていると、和真が真剣な顔をして言った。

「あさってにでも飲みに行かねぇ？　残業は七時までなんだろう？　打ち上げ兼ねてさ」

「悪いけどまた今度。連日残業の上……今はそんな気分になれないから。じゃあ戻るね」

　力ない笑みで笑う遥乃に、和真はなにかを言いかけて口を噤んだ。




　由貴から連絡がないまま、翌日の終業時刻になった。

　ひと言でもあの記事はガセネタなのだと説明があれば安心できるのに、毎日続いていた夜の電話もメールも途絶えた。遥乃から連絡しても電話は電源が入っていない旨をアナウンスされるし、メールの返事もない。

　──結婚が本決まりになったんだから、捨てられるぞ。

（自然消滅とか……？　違う、由貴くんはそんな人じゃない。揺らぐな、わたし。きっと忙しくて気づかないのよ。きっと今夜連絡がくる……はず！）

　フロアでは、社員が楽しげに帰り支度を始めている。それを尻目に深いため息をついた遥乃は、エナジードリンクを手に席に戻ってきた新菜を見て驚いた。

「え、沢木さん、また今日も残業するの!?」

　いつも新菜は定時に帰るのに、遥乃が苦言を呈した日から残業をしていた。

「……今日も時間内で終えることができなかったから」

　遥乃に言われたことが響いているのか。それともただの当てつけなのか。

　他の社員に見せているフレンドリーさなど微塵もなく、その顔は昨日以上に強張っており、遥乃と線を引こうとしていることは一目瞭然だ。

「困ったことがあったら、声をかけてね」

　今日もまた新菜に笑顔を向け、当たり障りない言葉をかけて大人の対応をする。

「わかりました。あの……」

　しかし新菜はそれ以上なにも言わずに唇を噛みしめると、エナジードリンクをぐいと飲み、何事もなかったかのようにキーボードを叩き始めた。

（会話が続かない……。なにか言いたいことがあるような感じだったけど。まあいいか）

　新菜の覚束ないタイピングに気が散ったが、やがて新菜がいることすら忘れて集中する。滑らかにキーボードを打ち、九時少し前にその日の分を終えた。

「私はもう少しやっていきます。お疲れ様でした」

　手助けしてあげたい気もするが、せっかくやる気になったのだ。

　彼女の自主性に任せよう。

（尻拭いが、回ってきませんように……）

　心の中でそう願いながら、退社した。

「そうだ、化粧水がなくなりそうだったから、買って帰ろう」

　初デート用にリップや化粧品を買った店に行くと、見覚えある女性がいた。

「……こんばんは」

　声をかけると女性は振り向く。

「あ、前にリップを選んでくださったお姉様！」

　彼女は可憐に微笑んだ。

　遥乃には妹がいないが、こんな可愛い妹がいてくれたらと思う。

「どうだった？　好きな人、喜んでくれた？」

「それがまだ会えず……でも近々会えることになりまして。その時は、お姉様に選んでいただいた幸運のリップをつけていきます」

「ふふ、絶対幸運を運んでくれるわよ～？」

「はい、期待しています」

　そしてふたりは笑った。

「お姉様はどうでした？」

「ええ、とても喜んでもらえたわ」

　何度もキスをした。

　その由貴は今、どこでなにをしているのだろう。

「それはよかったです。一生懸命、お姉様に似合う色を探した甲斐がありました！」

（ああ、癒やされるわ。天使みたいなこんな可愛い子を放置して、寂しい思いをさせている男性ってどんな人なのかしら）

　尋ねてみると、彼女は少し翳った顔で微笑んだ。

「年上の幼馴染みなんです。優しくて昔から大事にしてくれて……お嫁さんにしてくれると約束してくれました。だけど彼が長い留学から帰ってきたら、冷たく変貌してしまったんです。会ってもすぐに帰ろうとするし、話をしていても他人行儀で距離感がある。昔と違って笑顔を見せてくれない。海外留学をしたらそんなに変化するものでしょうか。私、彼が他に好きな人ができたからではないかと不安で……」

　彼女は見ているだけで胸が締めつけられそうなほど、悲痛な顔をして語った。

「私が子供すぎるから、嫌気をさしたのかもしれない。彼と釣り合う大人の女性になりたいと、前に近くに来た時に通り過ぎたこのお店に、家族に内緒で来てみたんです。たかがリップ一本かもしれませんが、私には一大決心の象徴。でも買ったところで彼と会うタイミングがなく。落ち込んでいる時に突然結婚話が進展し、週末に結納することになったんです」

「まあ！　急展開ね」

「はい。彼が早く結婚したいと親に急かしたとかで。すごく嬉しいのですが……なぜ彼がそんな心境になったのか、結納の時に確かめようと思って。打算的なものがあるのならそれでもいい。私は彼の本心を知りたい。彼の隣に立つ女として、彼個人に必要とされたい。彼がヨシタカくんであれば、御曹司でなくても姿が醜くたっていいんです」

　遥乃の心臓が、どくりと不穏な音をたてた。

〝ヨシタカ〟〝御曹司〟……まさか、それは。

「ねぇ、あなたのお名前、聞いてもいい？　わたしは相原遥乃って言うの」

「私は芦名千鶴と言います。よろしくお願いします、遥乃お姉様」

『篁グループの次期後継者・篁由貴さんと、芦名電鉄グループ社長令嬢・芦名千鶴さんが婚約　来月結婚か』

（この子が……由貴くんの婚約者？）

　由貴が望んだというのか、彼女との結婚を。

　頭を鈍器に殴られたような衝撃を受けて、それから彼女との話が苦痛になった。

　無邪気に笑う彼女に嫉妬が渦巻く。

　由貴は自分のものなのだと叫びたい。だが由貴が千鶴と結婚しようと話を進めたことは事実で、自分は千鶴に負けたのだ。邪魔者は後で割って入った自分だ。

　逃げるようにして店を飛び出した直後、横から名前を呼ばれる。

　由貴の声だと思って顔を向けると、そこにいたのは和真だった。

「驚いた！　お前、どうしてこんなところに……って、なんでいつも泣いているんだよ。そんなにつらいなら俺のところに……」

「あの……」

　割り込んできたのは、遥乃を追いかけてきた千鶴の声だ。

「どこかでお会いしたことが？」

　千鶴は訝しげに和真を見たが、彼は冷ややかな面持ちになり即座に否定した。

「ありません。人違いですね。……遥乃行こう」

　どうして由貴は、和真のように冷淡に彼女を突き放し続けなかったのか。

　どうして由貴は、自分とあれだけ愛を育んでいたのに千鶴と結婚をしたがったのか。

　どうして由貴は、記事が出てから自分との連絡を絶ったのか。

　どうして、どうして。

「遥乃お姉様？」

「遥乃？」

　どうして……道路の向こう側から走ってくる人を由貴だと思ってしまうのか。

　由貴はいない。

　どんなに求めても、手が届かない人なのに──。

「俺の遥乃さんに、手を触れるな！」

　これは幻だ。

　七年間、妄想で求めていた由貴だ。

　ああ、すべては空想で、由貴に愛された事実などなかったのかも──。

　そう思った瞬間、唇を奪われた。

　現実ではありえないのに、どこまでも愛おしい感触がする。

「由貴くん……会いたい」

「俺だよ」

「由貴くんが好きなの……」

「遥乃さん、よく見て。俺だ。あなたが愛してくれた俺だよ」

　そして遥乃は現実に戻る。

　自分は、由貴に抱きしめられてキスをされたことに気づいた。

「──由貴くん、なぜここに!?」

「昨日本家に行ったらスマホを取り上げられて、あなたとの連絡手段がなかった。さっきようやく本家から逃げ出せたから、早くあなたに会いたくて。以前あなたのバッグに潜ませたＧＰＳを思い出して、そこのネットカフェから探索していた」

「ＧＰＳ……」

「万が一のためだ。それを頼ってここに来たのは、俺だけではないはずだ」

　由貴は遥乃をきつく抱きしめると、和真を睨みつけた。

「俺のＧＰＳは特殊でね、わずかだが声も拾える。遥乃さんと会って驚いていたけれど、ここは女性向けブティックが多い場所。偶然こんなところを歩いていたのか？」

（遊佐くんが、なに？）

　そして──。

「ヨシタカ……くん？」

　ショックを受けて立ち竦んでいる千鶴に、由貴は言った。

「千鶴さん。俺はあなたが好きな男ではない。ヨシタカの双子の弟、ユキです」

「え……。弟さんがいるなんて、私今まで聞いたことは……」

「俺は兄がなにかあった時のためのスペアとして本家の外で育ちました。兄のヨシタカがひとときあなたの前からいなくなったのは留学したからではなく、事故に遭って歩けなくなったからなんです。俺も兄もその時に顔を合わせて双子だと知りました。俺は留学帰りのヨシタカとして表舞台で生きることを強いられ、あなたとの定期的な面会もしていました」

　千鶴が冷たく感じていたという違和感は、本人ではなかったからなのだろう。

「兄は同じ顔をしている俺をあなたの夫にしようとしています。ですが俺はあなたと結婚する気はない。俺が愛しているのは、平凡なユキを愛してくれるこの遥乃さんだけ」

（由貴くん……）

「兄は俺の恋愛を許さず、勝手に結婚話を進めました。俺は本家で兄を説得していたけれど、兄は聞き入れず軟禁する始末。……俺はこの縁談、潰します。どんなことをしてでも」

　それは遥乃にとっては嬉しい言葉だったが、千鶴にとっては残酷な言葉だ。

　青天の霹靂だろう。

（それにしても情報量が多すぎて頭がぐらぐらする。頭を整理しないと……）

　いつの間にか和真はいなくなり、千鶴を乗せた運転手つきの車が走り去った。

　あれほど苦痛で長く感じていた時間が、瞬く間にバタバタと終幕を迎えた。

　そして残るのは──。

「ここに集っていた顔ぶれを見ただけで、あなたを不安にさせたことがわかった。そばについていられなくてごめん。昨日、兄さんの強硬策に抗議しに本家に行ったら軟禁されて、あなたの元に戻れなくなった。さっき……なんとか逃げ出してきたんだ」

　由貴の黒い瞳に魅入られる。

「誰がなにかを言おうと、俺はあなたを裏切らない。俺を……俺の愛を信じて」

　遥乃はそれまで抑えていた感情を解放させ、泣きながら由貴に抱きついた。




　由貴のマンションに場所を移し、ソファに寄り添って座る。

「俺は……篁家のことも双子の兄がいることも知らず、母子家庭で育った。病気がちな母さんの高額治療費を稼ぐために、バイト三昧の日々だったんだ」

　由貴は遥乃の頭を引き寄せると、彼の肩に凭れさせた。

「高校二年のある夜勤明け。バイクで帰った俺は眠気を催し、気づいたら車に乗ろうとしていた男性に衝突していた。それが兄のヨシタカだった。俺は無事だったのに彼は……しばしの昏睡状態から目覚めた時には下半身が動かなくなってしまったんだ」

　由貴は苦しげな声で告白した。

　篁家には双子の兄弟が生まれた場合、弟は本家の外で篁と無関係に育てられるが、兄になにかあった場合にはスペアとして人生を捧げねばならない因習があるらしい。

　この件で由貴と対面した篁家当主は、兄とそっくりな顔をした由貴を見て、双子の片割れだと確信した上で、由貴を兄の身代わりに使おうとしたようだ。

「父さんにとっては後継が障がい者など体裁が悪かったんだ。だから俺を兄として生きさせるために、保険でまかない切れない多額な賠償金をすぐに支払えないのなら、俺の育ての母親が入院している篁系列の病院から即刻出て行けと、さらに手を回して他の病院でも治療をできないようにしてやると脅してきたんだ」

（なんてひどい……）

「俺は母さんを見捨てられず、兄として生きることにした。俺がユキでいられるのは卒業するまで。その間兄は海外留学していることにして、俺は兄さんが行くべき帝都大へ絶対に合格しないといけなくなった。母さんの命がかかっているだけに、なにがなんでも」

　そして帝都大に合格してからが、茨の道のスタートだったという。

　血まみれになりながら兄を演じ続けた由貴。母親が亡くなった時にはすでに、ユキとして引き返すことができない状況だったという。

「俺はずっと兄に罪悪感を覚えていた。できるだけ彼に寄り添おうとしたけれど、兄は俺を許さなかった。そしていつしか裏から篁の力を使って、彼を演じる俺に恥をかかせることを生きがいにする……そんな兄になってしまった」

　──スペアの分際で僕に意見するな。お前は一生、僕の影なんだよ。

「俺があなたに執着していることを知ったら、あなたがなにをされるかわからない。だけどそれが怖くてあなたを諦められるほど、俺の恋情は簡単に終わるものでもなかった。もしもの時に備え、あなたに黙って小さなＧＰＳ装置をバッグに入れさせてもらっていた」

「そう……」

「兄は千鶴さんが好きなんだ。だけど半身不随になり、介助と車椅子が必要な自分は彼女に相応しくないと考え、彼女の前では昔通りの健常者でありたいと俺を使った。嘘と見栄を彼女が喜ぶかどうか、彼には判断できない。あまりに卑屈になりすぎてしまったから」

「千鶴ちゃんは違和感を覚えていたわ。彼が昔とは違って冷たくなったと」

　すると由貴は自嘲した。

「心から好きな女性がいるのに別の女性に優しくなんてできない。たとえ演技であろうと、恋人になる気も結婚する気もなかった。彼女から離れてほしいと願っていたんだ」

　由貴は七年前に捨てた遥乃に、ずっと誠実な想いを貫いてくれていたのだ。

「再会してからのあなたの変化を目の当たりにして、俺も変わりたいと思った。兄としてではなく、ありのままの俺として生きたいと。だがそれが兄の逆鱗に触れた。従順だった俺が変わった理由を探り、あなたとハッピーエンドにさせないため、千鶴さんとの縁談を進めたんだ」

「でも。千鶴ちゃんを好きなら、なんで自分以外の男と？　普通は嫌がらない？」

「俺に自分自身を投射しているんだ。なまじ同じ姿だったばかりに。兄は俺を通して、報われない恋愛の成就を願っている」

「そんな……！　由貴くんとお兄さんは、別々の人間なのに！」

「それがわからないほど兄さんは……おかしくなってしまったんだ。それまで脚光を浴びて生きてきただけに、自分が日陰で生きなければならないことを認めたくないんだろう」

　遥乃には、なんとなくヨシタカの気持ちがわかる気がした。

　今まで順調に人の上に立つ生活をしてきて、ある日突然挫折してしまったら、そう簡単には環境に順応できない。受験に失敗しただけの遥乃だって、卑屈になったのだ。

　それが永遠に障がいを負ってしまったら、なにかを呪うしか自分を保てなくなる。

（だけど、だからといって……）

「そして彼はこんなことを言い出した」

　──僕はお前を変えたハルノに興味が湧いた。僕に本気で贖罪をする気なら、お前は僕として千鶴と、僕はお前の代わりにハルノと結婚すべきだ。同じ顔ならトラブルも起きない。

「冗談じゃない。兄さんにも遊佐さんにも遥乃さんを渡すものか！　俺を軟禁して無理矢理縁談を進めようとしていたけど、そうはさせない。ＳＰの隙をついて逃げてきた」

　遥乃は少しでも由貴への疑いに揺れたことを悔いる。こんなにも彼はまっすぐで、なにひとつ裏切ってなどなかったのだ。それがわかって嬉しいのだが、手放しでは喜べない。

「でも千鶴ちゃんが可哀想。彼女……本当にお兄さんのことが好きなの。わたしと同じように、恋する人のためにお洒落をする普通の子よ。わたし……本気で応援していた」

「……っ」

「それに、お兄さんが歪んだ恋愛を成就させようとしているなら、逃げ出した由貴くんをこのままにしない。大体、自らの存在証明に双子スペアを使いながら、その活躍を妬んで横やりを入れるなんていうのは矛盾よ。そんなお兄さんなら、愛する女性をそう簡単に由貴くんに任せない。嫉妬と独占欲でどろどろしているはず。愛する人を捧げる代償に、由貴くんを苦しめたくて仕方がないと思う」

　遥乃は続けた。

「そう考えたら、タカムラ製薬のデータ流出の件も、間に入っていた由貴くんの顔を潰すものだったし、そもそもうちの会社だって由貴くんが提携を決定したところ。由貴くんが関わる部分に不正があり、それによってあなたの信頼を失う結果となるなら、一番にほくそ笑むのは……」

「兄さんだな。確かに過去、データ流出したのも篁グループに関してのものだ」

「ええ。うちは篁グループ以外にも顧客があるし、大きな企業からの依頼もある。それなのに流出するのがすべて篁グループというのなら、偶然とは思えない」

　遥乃は言い切った。

「嫉妬するお兄さんの悪意によって、由貴くんを追い詰めて楽しむことで、彼の方が優位にいるのだとマウントを取っているのかもしれない。もしかするとわたしがデータ流失の犯人にされたのも、わたしがあなたの近くにいるからかも」

　由貴は目を細めて、剣呑な光を瞳に宿した。

「だったらお兄さんと繋がっている誰かが暗躍していることになる。そう思ったら、引っかかることがあって。さっき、千鶴ちゃんが遊佐くんに言っていたんだけれど」

　──どこかでお会いしたことが？

「それに由貴くん、遊佐くんが偶然に現れたのかおかしいと言っていたでしょう？」

「ああ。彼もあなたにＧＰＳをつけて位置を把握しているか、あるいはあなたの後をつけていたかと思った。どちらにしろ、彼があなたの危険を守る立場にいないのなら、ただの好意の域を超えて不審だ。大体最初から彼は……」

「なに？　わたしは大丈夫よ、続きを言って」

「最初から、あなたを介して彼は俺を挑発していた。食事をした時も、俺が見ていることを意識して、あなたを抱きしめていたし」

　遥乃の中にあった〝まさか〟というもやもやが、次第に輪郭をとる。

「わたしもね、遊佐くんからの告白、あまりに唐突で驚いたの。由貴くんが見ていると気づいていたのならなおさら、なぜあんなところで告白をしたのか。そしてその後も、友達の忠言として不安を掻き立てるようなことを言われ、由貴くんと千鶴ちゃんが婚約したというスクープの記事を持ってきた。すぐに遊佐くんに乗り換えろと言うし」

　すると由貴は険しい顔つきで言った。

「スクープの記事？　世に出る前に俺が押さえたぞ。押さえてから本家に行ったんだ」

「え、遊佐くん、それを持ってわたしのところに来たのよ？　切り抜きだったけど」

　由貴は舌打ちした。

「あいつか、兄さんの駒は。いつ知り合ったかはわからないが、あなたが遊佐さんに奪われて俺が苦しむ姿を見るために。それと同時に面識もないくせにあなたと結婚すると俺を煽って、千鶴さんとの結婚を勝手に進めて。どこまで追い詰める気だ！」

　和真とヨシタカは繋がっているのだろうか。

（もしそうなら……友情ってなんてもろいものなんだろう。またわたしは……）

「だけど意外。遥乃さんなら、遊佐さんを絶対的に信じると思っていたけど」

「うん、少し前ならね。でも少しでも不審な点があるのなら、追及すべきだと説得されて」

「遊佐さんを疑っているのは、あなただけじゃないんだね」

「ええ。会社を守るために〝彼ら〟と罠を仕掛けたの。……どうか遊佐くんではないようにと願いながら。……明日、わかると思う」





　　　◇　◇　◇






　翌日、午後八時──。

　遥乃が予定より早く残業を終えて退社した後、彼女のパソコンに人影があった。

　その人物は、あらかじめメモしていたものでログインしてなにかの画面を出すと、取り出した外部機器をパソコンのＵＳＢ口に差し込んだ。

　目的を達成するとパソコンの電源を消し、取り外した外部機器を持って、あるホテルのラウンジに向かい、その一角でパソコンを開いて待っていた人物に手渡した。

　用事が済むとその人物は去り、外部機器をパソコンに挿した人物がにやりと笑う。

　そして勢いよくキーボードを叩くと、スマホを取り出してどこかに電話をかけた。

「今、送信が完了しました。……ええ、タカムラ製薬の件は、結局どんな幕引きになったのか内情はよくわからなかったんですがばれていません。今度こそ情報流出の責任は……」

　その時である。その人物の前に、新たにふたりの人影が現れたのは。

「どうぞ続きを。あなたが送信したことで、情報流出の責任は今度こそどこに？」

　冷ややかにそう告げたのは由貴だ。

「……今回だけではなく、タカムラ製薬の調査結果をコピーして植田薬品に渡したのも、わたしがデータを流出したように装ったのも……遊佐くんだったんだね」

　そして由貴の隣に立つ遥乃が、パソコンを操作していた──和真に静かに言った。

「な、なに言っているんだよ。タカムラ製薬のデータ流失の件は、その時間帯にお前やＣＥＯと食事をしていたというアリバイがあるじゃないか。友達を疑うなよ、感じ悪いぞ」

　いつもと同じ爽やかな笑みだが、どこか焦っている。

　いつだったか、華が言っていた。

　──八方美人タイプの胡散臭い彼は、好きじゃないもの。

　友情を信じていたあの時の遥乃は、彼女の言葉に共感できなかった。

「倉庫ではタカムラ製薬の件を聞きたがっていたけど、その時間帯になにが行われたのかも知っているみたいだね。なんで知らないふりをしていたの？」

「……っ」

「それとアリバイというのなら、遊佐くん……データが流失した時間帯、誰かと電話していたよね。それって……〝彼女〟に電話で指示をしていたんじゃないの？」

　遥乃が促した先には、華と片平に捕まえられて項垂れた新菜がいた。

「沢木さんがわたしのパソコンからコピーしたところから、ここで遊佐くんにＵＳＢメモリを手渡していたところまで、全員で見ていたから」

「そうよ。証拠の写真も動画も撮っている。言い逃れできないわよ、遊佐！」

　華が厳しい顔をして、和真を呼び捨てた。

「あんたが私を苦手にしていたのは、私が相原さんをけしかけるためにあんたを好きなふりをしていたことを悟り、同時に私が片平課長と会社を守ろうとしていたのを知ったからよね。あんたの正体がばれたら困るから警戒して」

「な、なにを言ってるんですか、主任。……片平課長、助けてくださいよ！　俺を引き抜いたあなたなら、俺を信じてくれるでしょう？」

　すると片平が言う。

「引き抜いてからわかった。遊佐、お前は……あくどい手で顧客の希望する情報を仕入れて売りつける、『インフォメーションラボラトリー』の蓼たて科しな社長の秘蔵っ子だったんだな。それを知らず、ジムで仲良くなった俺に、職に悩んでいると相談を持ちかけて引き抜かせ、うちからデータを抜き取るために堂々とやってきた。情シス部の技術を利用して、裏からデータを横流しして。経理の不正の流れも、お前の仕業だろう」

「そ、そんなことあるわけないじゃないですか。それが本当なら俺を解雇にすればよかった。だけど俺に将来性があるからと営業に回したのは一体誰だと!?」

　片平は答えた。

「お前にチャンスをやったんだ。データを裏操作できない部署に就かせることで、自分のしたことを反省して心を入れ替えるのなら、不問にするつもりだった。だがお前は……相原さんに目をつけた。情シス部ではないのに、重要データにアクセスできる彼女に」

　和真は違うと首を横に振って遥乃を見た。

「俺がそんなことするはずないだろう？　大体彼女はログイン情報とか俺に教えないし」

「そうね、教えたことはない。だけど残業している時、たまにわたしが飲み物を買いに席を外していたら、遊佐くん……わたしの席にいたよね。情シス部で育成されたパソコンスキルがあれば、わたしのパソコンを操作して色々な情報は抜き取れる。ログの改竄もね」

　目を揺らす和真に、華が冷ややかに言った。

「あんた……新菜と付き合っていたんだって？」

　それは遥乃も初めて聞いたものだ。

「それでよく、相原さんを口説けたものよね。新菜が全部白状したわよ。タカムラ製薬の件も今回の件も、遊佐の指示でやったことだと。情シス部に来る前から、相当のＩＴスキルがあったんだって？　だったら相原さんのログイン情報を調べたり、セキュリティ突破したり、ログを書き換えることも朝飯前ね。自分に疑いをかけられても切り抜けるようにと、お喋りな新菜を抱き込んだのが運の尽き。……遊佐、最低よあんた！」

　遥乃は震える声で和真に聞いた。そこまでひどいとは思っていなかったのだ。

「遊佐くん……本当なの？　沢木さんと付き合って、彼女を利用したの？」

「ち、違う。俺にはさっぱり……。沢木さんの妄想が高じて暴走したとしか……」

　すると新菜が泣き始めた。

「新菜は秘密の恋人だって、裏ではあんなにいちゃラブしていたのに、なんで……新菜のせいにするの。恋人だから言うことを聞いてってお願いしたよね？　情シス部で相原さんが裏で横領しているのを知ったから、証拠を掴む手伝いをしてくれって言ったじゃない！」

（遊佐くんは……そんなことを言っていたのか。涙が出そう……）

　和真は青ざめた顔で汗を掻くだけで、なにも答えなかった。

　遥乃は震えた声で和真に言った。

「遊佐くん……わたしがぼっちだから、優しくすれば簡単に犯人にできると思って近づいてきたの？　わたし……遊佐くんを友達だと信じていたのに！」

　叫んだ直後、遥乃は由貴に引き寄せられた。由貴は冷ややかに和真に言い放つ。

「とんだ二枚舌だったな。お前は篁の力を手に入れたいという野心を〝彼〟に利用されたんだ。始めから切り捨てられるだけの虫けらの存在だったんだよ」

　すると今まで口籠もっていただけの和真が、傲慢な口調で笑った。

「なんとでも言えよ、偽の後継者。でかい顔をして俺を見下しやがって」

　和真の中で、由貴は僻みと妬みの相手だったことに遥乃は驚いた。

（食事をしている時は、あんなににこにこしていたのに……）

「俺は篁の極秘情報を手に入れ、ライバル企業に一斉送信した。あんたは責任をとらされて表舞台から消え、〝彼〟が正統な後継者となる。俺はその腹心として……」

　そんな時、きぃぃぃと音がして、スマホを耳にあてる車椅子の男性が近づいてきた。

　その顔は──由貴そっくりだった。

「繋がったままの電話から聞かせてもらったよ、遊佐くん。負け犬の遠吠えをね」

「俺は、負け犬では……」

　慌てる和真を無視して、車椅子の男性はにこやかな笑みで自己紹介をする。

「僕は篁ヨシタカ。この出来損ないの双子の兄で、篁グループの真実の後継者だ」

　由貴は屈辱に唇を噛みしめ、握った拳に力を込めた。

「もう少し、愚弟を追い詰めてくれると思ったんだけどねぇ。愚弟の惚れた女を横取りすることも、ダメージを与えることもできず、まんまと篁の極秘データなどいう偽情報掴まされて、外に送信してしまうなんてね」

「偽情報？　篁の株価に影響するほどの重大なデータのはずだ」

「偽情報だから、誰ひとり慌てていないんじゃないか」

　ヨシタカの言葉に和真が驚くと、それを見た華が高笑いをした。

「倉庫にあんたがいることを知っていて、わざとあんたが食いつくように言っていたのよ。遊佐がスパイだと信じたくないという相原さんにも演技してもらって。常識的に考えなさいな。倉庫前でペラペラと、どんなデータなのかを喋るアホな社員がいるかどうか」

「だったら俺が送ったデータというのは……」

　青ざめる和真に、片平が答えた。

「相原さんとは事前打ち合わせ済みで、俺が作った入力管理フォームで、篁とは関係ない別のデータを入力してもらっていた。コピーされた時点で俺が作ったプログラムが作動して、お前がしてきた不正の証拠に書き換わる。お前の前職……『インフォメーションラボラトリー』でしでかしたことも含めてな」

「俺がなにをしてきたかなど、どこから知ったんだよ!?」

　すると由貴が超然として答えた。

「知らなかったのか？　ＩＲソリューションは優れた調査会社だということを」

「……っ」

「お前は情報の取扱者として踏み越えてはならない一線を越えてしまった。もしお前が慎重に情報を取り扱い、送信の際も内容を確認していれば免れた事態だ。だが情報というものを舐め切っていたお前は、自分で自分の不正の証拠を送信したんだ」

　由貴の追い打ちに和真は崩れ落ちた。遥乃はそれを見ても同情の余地はなかった。

　彼の言葉に真実があったのだろうか。

　嘘だらけの彼は、かつての自分と同じだ。

　しかしその中にでも真実があるのだとすれば──。

　だが──今は、それがなにかは考えられなかった。

「こんな馬鹿な弟に返り討ちにされるなんて無能だね、遊佐くん」

　そう言ったのは、兄のヨシタカだ。

「馬鹿だとか無能だとか、侮蔑言葉はやめてくださいませんか」

　遥乃は怒りを抑えて言った。

「生意気な女だね。この僕に意見するの？　でもそういう気の強さが気に入ったよ。ハルノ、愚弟は僕の傀儡であって篁の力があるのは僕だ。だから僕と結婚しようよ」

「お断りします。あなたはその傀儡に千鶴さんを宛がうのは平気なんですか？」

　するとヨシタカは、由貴と同じ顔を不快そうに歪めて声を荒らげた。

「お前になにがわかる？　僕のなにが！」

「わかるのはあなたが……卑屈になりすぎて周囲が見えず、ただ駄々こねて癇かん癪しゃくを起こしているだけのガキだということです」

「今、なんと言った？」

　ヨシタカは目を剣呑に細めて威嚇したが、遥乃は冷ややかな面持ちで平然と答えた。

「ガキだと言ったんです。大人としての判断能力もなく、ただ嫌だから、ただ気に食わないからと、泣いてわめけば自分の思い通りになると思っているガキ。それで由貴くんの兄だと名乗るなんて、おこがましいのも程がある」

「お前は、誰にものを言っている！」

「目の前のガキに決まっているわ！　ちゃんと記憶ぐらいしなさいよ、このクソガキ！」

　語気を強めた遥乃は、怒りを超越して唖然として固まるヨシタカにさらに言った。

「なにをもって自分は偉いと高飛車になっているのか知らないけど、由貴くんはたった一年の勉強で帝都大に合格したぐらい優秀なの。わたしは小学生の頃から帝都大を目指して勉強を頑張り、名門進学校でトップの成績をキープし、帝都大の合格は間違いないと言われていたのに受験に失敗した。あなただって受験したらそうだったかもしれないのよ」

　遥乃はわざと自分の傷口を抉って黒歴史を披露する。

「あの時○○がなければ……そんなタラレバは落伍者の常套句よ。それでなにかを呪って自分が可哀想と悲劇に酔って、恵まれた人の足を引っ張ろうとして楽しい!?　少なくともわたしは悲劇のヒロインになって九年！　一度だって楽しくなかった。だけど頑張る人を見て、自分もまた頑張ろうと思った。そうしたら見えてくる世界があったの！」

　側面しか見えていなかった人たち。

　華も片平も、和真も新菜も、そして由貴も。

　今まで見ていたのは、彼らのすべてではなかった。

「せっかく助かった命、無駄に生きるな！　支えたいと思ってくれる人がいるのに、その手を拒むな。そして誰かの……愛する心を馬鹿にするんじゃない！」

　遥乃は言い捨てると、静かに後退した。

　代わって横から前に進み出たのは──千鶴だ。

　由貴がここに来るようにと連絡をしていたのだ。

「私が知るヨシタカくん、だよね……？」

　千鶴に声をかけられた途端、ヨシタカは狼狽する。

「違う。タカムラヨシタカはこんな……惨めな男じゃない！」

　好きなのだ。彼は心から千鶴が。

　そして千鶴が彼を心から愛していることに気づいていない。

　千鶴は腰を屈めると、ヨシタカに抱きついた。

「千鶴はヨシタカくんのお嫁さんになりたい。同じ顔の別の人は嫌」

「僕はヨシタカじゃ……」

「千鶴はわかる。あなたこそが千鶴が好きなヨシタカくんだということ」

　甘く見ていたのだ。年下であっても千鶴の愛の大きさを。彼女の強さを。

「千鶴は、ヨシタカくんが貰ってくれないのなら、生涯独身でいる。家から追い出されても、ヨシタカくんがいるから大丈夫」

「僕は……」

　ヨシタカは……くしゃりと顔を歪ませて声を絞り出した。

「僕は……同情されたくない」

「同情なんかじゃないわ」

「僕は……結婚しても子供が作れない！」

「別にいい。ヨシタカくんがいれば」

「よくない。僕だと千鶴に女としての幸せを与えられない。ユキなら……僕と同じ顔をしたあいつなら、僕も我慢できる。千鶴とユキの子供でも、僕の子供だという嘘に騙されて生きていける。僕は……千鶴を、男として満足させてやれない！」

　そこなのだ、彼のコンプレックスは。

　だから由貴に身代わりを強要し、同時に千鶴を愛せる身体を持つ由貴を妬んだのだ。

　自分だけが恵まれない。由貴だけが恵まれている──そんな白か黒かしかない世界に狭めてしまったのは、ヨシタカ自身なのだ。

　誰もがコンプレックスを持って生きている。

　そこから逃げれば地獄のような苦しみが続くだけ。

　向き合わないといけないのだ。うまく付き合っていける方法を探すしか。

「ヨシタカくんは、千鶴を愛してくれないの？」

「え……」

「ヨシタカくんの身体がどんなものでもいいの。ヨシタカくんであれば。私が一番つらいのは、ヨシタカくんに……女として見てもらえないこと。好きになってもらえないこと」

「……っ」

「私は……別人をヨシタカくんだと思って愛することはできない。そんなのつらすぎる」

「千鶴……」

「千鶴はヨシタカくんがいい。ヨシタカくんは生きていてくれたわ。それだけで私、幸せなの。千鶴は……車椅子に乗っているヨシタカくんと生きたい」

　強気だったヨシタカが泣きそうな顔になっている。それを見て遥乃は言った。

「ヨシタカくん。可愛い千鶴ちゃんにここまで言わせて、それに応えないなんて男じゃないから。本当の自分を愛してくれる相手に出逢えるのは運命よ。離しちゃだめ！」

　遥乃は由貴の手を握る。

「幸せになろうよ。コンプレックスを乗り越えて。嘘や偽りの鎧をまとわずに。わたしたちはひとりじゃない。踏み出そう。信じてくれる人と楽しい未来を……自分で作るの」

　ヨシタカはじっと遥乃を見ていた。

　そして、唇を戦慄かせて呟く。

「──完敗」







エピローグ 春の雪は永遠の蕩愛を








　和真が、篁グループの極秘情報と信じてデータを送った先は、複数のライバル企業ではなく、千鶴の父、芦名浩こう三ぞうの秘書だったという。

　その秘書の兄がかつてＴＣＦで甘い汁を吸っており、不正を嫌う由貴の怒りに触れて解雇させられ、その逆恨みで由貴や篁グループに復讐をしていたのだとか。

　秘書は、金さえ積めばどんな情報でも仕入れると悪名高い『インフォメーションラボラトリー』の社長と親しい仲で、社長から秘蔵っ子と紹介された和真がホテルで一緒にいたところを、たまたま生け花の展示会を見にきていた千鶴が目撃していたようだ。

　篁に関するデータ流出に秘書が関与していたことに芦名家は頭を抱えたが、由貴の立ち回りで大した被害は出ていないこと、篁家が由貴をヨシタカだと長年謀っていたことから、芦名側への責任追及はされなかった。その上で、千鶴とヨシタカの強い希望を由貴が後押ししたことで、ふたりの正式な婚約が整ってすぐに結婚する運びになった。

　後日、ヨシタカは千鶴と手を握り合ったまま、ぶっきらぼうに遥乃に言った。

「愚弟を……ユキを認めてやる。少しずつ……ユキを戻すから。あんたの男に」

　兄の人生ではなく、由貴自身の人生に。

　その変化があったのは、千鶴の存在だろう。

「遥乃お姉様。いつか……本当の姉妹になれることを願っています」

　遥乃が選んだリップをつけた彼女は、大人の女性の風格で微笑んだ。

　和真は──ＩＲソリューションから解雇された。

　彼がしたことは、遥乃が疑われたタカムラ製薬の調査データの流出と、自爆データを送ってしまうことになった一件。他に数件、篁グループに関係するデータを流出したようだが、どれもが致命的な打撃を与えるものではなかった。

　由貴が前もって動いて被害を押さえていたこともあり、告訴は見送られた。

「大企業の裏データばかりに接していると、どれもが腐った奴ばかりで、奴らに制裁を下しているような気分になった。自分はそんな奴らとは違った正義の使者だと。アホだよな。悪の中にいる悪は、悪でしかねぇのに」

　罪悪感などなかったのだと、彼は遥乃にそう語った。

「『インフォメーションラボラトリー』の蓼科社長は、相手の弱みさえ掴めばビッグになれることを教えてくれて、俺にとっては憧れのダークヒーローだった。俺を可愛がってくれてさ。社長みたいになりたくて頑張ったんだ。篁の正当な後継者だという奴に個人的に声をかけられたのも、俺が実はすごい奴のように思えてさ」

　和真を洗脳した社長は別件で告訴されているようで、和真を守る力はない。

　友達だと信じていたのにと悲しむ遥乃に、和真はなにかを言いかけ、そしてにやりと笑って言った。

「友達？　そんなわけねぇだろう。本当は新菜みたいに俺に惚れさせて利用しようと思ったのに、靡かねぇからお前が求める友達のふりをしただけだ。信頼されていれば、俺が疑われない。簡単にお前を犯人に仕立てられる」

　遥乃が今まで見たことがない、黒い笑みで。

「それにお前は完璧なデータを作る上に、ＣＥＯの弱み。これほどおいしい道具はない。……だが誤算は、お前が思っていた以上に頭がよくて常識派だったということ。歩くセキュリティみたいなものだった。新菜みたいに愛を囁いて抱いてしまえば靡く女じゃなかった。ＣＥＯの悪い噂でも吹き込んで操ろうとしたら、お前……強くなるんだものな。ま……いずれ、お前にばれて友達の縁を切られると思っていたさ」

　そして彼は最後に、振り返らずに言った。

「俺、いい年してリンゴ飴なんて食う女はタイプじゃねぇし。お前を好きなふり、友達ごっこ……馬鹿らしくて欠伸をかみ殺していたよ。だからせぇせぇするわ」

　遥乃は、それまでの和真のことを思い出す。

　──また残業してるのか？　無理しすぎるなよ、はるのん。

　──よう、ぼっち。可哀想だから、ほい差し入れ。

　──囓らせろよ、リンゴ飴！　友達ならひとりで食うなって！

　明るい笑顔ばかり見せていた和真。

　嘘つきな彼に真実があるのだとすれば……それは遥乃の心にある彼の姿だ。

　友達になりたいと思ったその姿こそが、嘘偽りない彼だったのだと信じたい。

「俺はお前の友達じゃねぇ。だから間違えても、友達を失ったなんて感傷に浸るな」

　ダークヒーローになりきれぬ彼は、少しでも遥乃の心の負担を少なくして消えた。

　彼が今後どう生きるのかはわからない。

　それはこれからも知ることはないだろう。……友達ではなかったのだから。

　肩を落としていた遥乃に、新たな友達候補が現れた。

　──なによ、私がランチに誘っちゃだめ!?

　遥乃だけではない。周囲が驚いた目で見ている。

　──ぐだぐだ言わずに行くわよ、遥乃。

　ふんと顔を背けた華の顔は、赤かった。




「遥乃さん！」

　季節はいつしか、夏に入っていた。

　変わらぬ由貴の笑顔がある。

　いつだって彼はとびきりの愛をくれる。

「ねぇ、遥乃さん。いい加減……ＩＲソリューションを辞めて俺の秘書になってよ。実力的にも専属秘書として申し分ないんだしさ」

「わたしは華さんと会社を守りたいの。由貴くんの力になる会社にする。新菜ちゃんだって心を入れ替えてから努力して、戦力として育ってきているし、なにより片平社長のやる気が社員に伝わって……わたし、ワクワクしているの。会社がどう変わるのか」

　不正な金の流れは和真の仕業ではなく、前社長の仕業だった。

　会社の金は自分のものだと横領して豪遊していたのだ。

　由貴はそれを突き止めた片平を社長に推挙し、実現のために手を回した。

　正義心溢れる片平が社長となった新会社に期待した由貴は、ＩＲソリューションを解体させずに見守ることにしたようだ。

「ああ、くそ……。俺だけの遥乃さんなのに、輝きを増してどんどん綺麗で魅力的すぎる女になっていく。潰さないといけない虫ばかり増えていく……」

「なにをぶちぶち言ってるの。それを言うなら由貴くんの方が……」

　彼は一段と落ち着いた大人の美貌を魅せた。

　彼は今ユキと名乗り、双子の兄、ヨシタカを表舞台に引き摺り出した。

　ヨシタカのコンプレックスを払拭する、荒療治だ。

　──兄さん。千鶴さんを幸せにしたいんでしょう？　だったら次期総帥らしく、堂々とその才覚発揮してよ。まだまだ不出来な俺に色々と教えて。

　されたことは簡単には忘れられない。

　しかしそれをいい方向に変えることはできるはず。

　由貴は父に相談して兄に継承権を返し、ヨシタカの補佐をすることにした。

　ヨシタカは結婚を機に、読みはそのままで〝佳孝〟という漢字に改名した。

　彼がそうした新たな人生を受け入れた時、奇跡が起こった。

　──お姉様、私に……佳孝くんとの子供ができました！

　大喜びの報告を受けたのが、おとといのこと。

　あの佳孝が泣いていた。それはもう子供のように。

　そんなことを思い出していると、懐かしいシャンテリーに着いた。

　たまにこうして思い出の喫茶店にふたりで来る。

　いつも休日が多いのだが、今日は由貴の願いで珍しく平日に訪れた。

　ドアを開けるとカランコロンと鐘の音が鳴り響き、ふたりはかつて勉強に勤しんだ奥の個室に入る。

　オーナーが違ってもレトロな雰囲気はなにも変わらない。

　七年前と同じ位置に座り珈琲を飲んで雑談していると、不意に由貴が言った。

「シャンテリーって意味、わかる？」

「確か、泡立てたホイップクリームのことだった気が……」

「さすがだね、正解。マスターがよく、手作りケーキは生クリームが命だってふわふわのクリームを作っていたけど、溶けてなくなる淡雪みたいだなってよく思っていた」

「淡雪……」

　遥乃は七年前、泣きながら由貴と別れたことを思い出す。

　あの時に舞っていた季節外れの雪──。

　今でも切なくなる、儚く消えてしまったあの雪。

「淡雪は、泡雪。そして……春雪ともいう。どれもが形が残らない刹那の雪だけれど、春雪という名称に俺は運命を感じた」

「運命？」

　由貴は微笑む。

「ああ。……〝春の雪〟。遥乃、由貴」

「あ……」

「そして貴女が名乗った偽名もまた、春野。俺たちはふたりでひとつの春雪であり、別れても再び出逢った。今度は消えることなく一緒にいる」

「うん。そうだね……」

「それはこの先もずっと続いていく。それは確定事項だけど……消えることがないという誓いを、あなたに受け取ってほしいんだ」

「誓い？」

　由貴は内ポケットから小さな箱を取り出して、蓋を開けた。

　そこにあったのは、ダイヤがついたプラチナのアーム。

　ダイヤは雪の結晶のような六弁の華を模したデザインだ。

「え……」

　驚く遥乃に、由貴は真剣な顔をして言った。

「遥乃さん、結婚してください」

　すべての時間が止まったような衝撃を受けた。

「由貴、くん……。でもわたしは一般庶民で……」

「今更？　俺の妻に……俺が好きでたまらないあなた以外に誰がいる？　あなた以外の誰が、俺を幸せにできる？」

「……っ」

「そして──俺以外の誰があなたを幸せにできる？」

「わたし……」

「それに、あんな偏屈な兄さんの義妹になれるのはあなただけ。兄さんは、クソガキ呼ばわりして真っ向から斬り込んだ……あなた以外の女を認めないだろう」

「……っ」

「しかもその嫁はあなたの心酔者だ。あなたが他の男と結婚なんてしようものなら、実家の権力使ってでもあなたを奪い、義姉にする。前にふたりとそんな話をした」

　ふふ、と由貴は笑う。

「それくらいしてもらわないとね。なんのために俺の結婚を後回しにしたと思っているんだ。ねぇ、遥乃さん」

　その笑みはどこか黒い。

「ゆ、由貴くんは……純白の雪のように、真っ白くて綺麗で……」

「だったら、先生が留年してでも合格させた帝都大の環境が悪かったんだね。俺、いけない子になっちゃった」

　それは、邪気を見せる無邪気な子供のように。

「……なんてね。あなたが逃げきれないだけの手札は揃えている。それはみんな、あなたを守るものになるだろう。だからあとは……あなたの気持ち次第」

　由貴は切なげに遥乃を見つめた。

「俺と……結婚してほしい。永遠に俺のものになってほしい」

　六花の形をしたダイヤに込められた由貴の想い。

　遥乃は覚悟を決めた。否、覚悟なんてせずとも心はもう決まっている。

「──喜んで！」

　この先、どんなものが彼との道を阻もうとも負けるものか。

　日増しに強まる想いがまたひとつ遥乃を強くさせている。

　本当に大切なものを見失わないように。

「本当に？」

「ええ。もう嘘をつかないわ。わたしを……貰ってくれる？　わたしは……」

　遥乃の目から涙がこぼれる。

　はらはらと、それは春雪のように。

「ごめん。嬉しくて……。嬉しいの……由貴くん、ありがとう……」

　由貴は椅子を蹴り上げるようにして遥乃の横に移動してくると、彼女を抱きしめた。

「あなたと始めたこの場所で……誓いたかった」

　そして遥乃の涙を唇で掬い取る。

「あなたを永遠に愛し、幸せにすることを誓うよ。一緒に生きていこう。先生と生徒でもなく、社員とＣＥＯとしてでもなく。恋人のような……夫婦として」

　遥乃は何度も頷いた。

「あなたが、受験で苦しい思いをしてくれたから、俺は今、ここにいる。あなたの苦しみは、俺がこの先……幸せに変えるから。あなたが背負うものすべて、俺に預けて」

　遥乃は泣きじゃくり、由貴に抱きついた。

「可愛い俺の先生……。見てごらん、ぴったりだ」

　遥乃の左手の薬指には、由貴に贈られた指輪が嵌められていた。

「永遠に消えぬ愛をあなただけに。好きだよ、遥乃」

　脳裏にひらひらと雪が舞う。

　ふわふわとした春の雪が。

　だがそれはもう消えることはない。

　桜の花びらへと形を変え、そして今……永遠を誓う指輪になった。

「大好き、由貴くん」

　ふたりは微笑みあい、涙で湿る唇を重ねた。

　どんなに凍てついた未来が訪れても、もうひとりではない。

　ともに恐れず、進んで行こう。

　苦しみを抜けた後に待つ、幸福な……日があたる場所へと──。
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　初めましての方、お久しぶりの方、奏かな多たと申します。

　この度は拙作をご覧くださり、ありがとうございました。

　濃蜜ラブルージュさんより二作目である今作は、「コンプレックス」をテーマに、「春の雪」をキーワードにして、儚く消え去りそうなものが、本来の形を取り戻すまでを焦点にして書かせていただきました。

　大学受験に失敗したことで学歴コンプレックスを抱えた遥乃と、そんな彼女を家庭教師として慕いながら想い続け、年下コンプレックスを拗らせていた由貴。

「こんなはずではなかったのに」……人生の中で一度はリセットしたい一瞬は、誰しもあるかと思います。「あの時、○○していればこんな人生ではなかった」と後悔して卑屈になって後ろ向きに生きるか、新たな環境の中で変わらないなにかを見つけ、前を向くか。

　そうしたふたつの岐路の先に立つのが、また違うコンプレックスを持つ……ヨシタカであり千鶴のスタンスでした。

　たとえ今が昔に望んでいなかった環境でも、コンプレックスという弱さを克服しようと前を向くことができれば、新たな仲間に恵まれて輝くことができる。ありえないはずの奇跡だって生まれるかもしれない──そんなメッセージを込めさせていただきました。

　かつて遥乃が由貴を救い、そして成長した由貴が遥乃を救ったように、人との縁はどこで絆となるかわからないもの。それだけに大切にしていきたいものですね。

　皆様の心に、彼らの想いの結晶である「春の雪」が、形を残して降り積もれば嬉しいです。

　最後に、お世話になった方々への御礼を。

　担当者様、出版社様、配信に関わってくださったすべての方々に、感謝申し上げます。

　また、表紙を担当くださいました小こ島じまきいち先生。色々なところを触りたくなるような艶々で美麗なふたりを描いていただき、本当にありがとうございました。

　そして応援くださった方々、手に取っていただいた皆様方に、最大の感謝を。

　またお会いできますように。
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